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『最近の悩みは何だ？』

　そう聞かれれば、俺は真っ先にこう答える。




「３人の義姉あねがいることだ」




　まあ、これを伝えた時、友達からは『あんな美人三姉妹が義姉で何に悩むんだ？　遠回しな自慢か。そうか死ね』と言われたが、そうじゃない。違うんだ。

　確かに年上の美人な義姉が出来れば、俺みたいな男子高校生は誰だって飛び上がって喜ぶだろう。色んな妄想を膨らませて、期待をして、部屋の中を飛び回ってもおかしくない。というか、俺はやった。そしてベッドから転げ落ちて足を挫くじいた。

　まあ、それはともかくとして。

　美人な義姉が３人、降ってわいたように現れたんだ。しかも男手ひとつで俺を育ててくれた親父の再婚という嬉うれしいニュースのおまけ付きで。

　初めて顔を合わせた時は緊張しまくったさ。これからこんな美人３人と一緒に暮らすなんて本当かと。俺の人生は今が最高潮で、後は転げ落ちていくだけなんじゃないかと、そんな風にすら思ったさ。

　だけどな、過去の俺。お前は未来を知らないからそんな風に思えたんだ。

　お前が妄想しているあれやこれが全部現実になったとして、それがどんなに大変か、お前はまだ知らないだけなんだ。それを知った時、お前は俺と同じ悩みに苛さいなまれることになる。

　断言してもいい。

　義姉が３人いる。

　それは間違いなく悩みの種で、今まさしく、俺は絶賛頭を悩ませているんだ──ッ！




「くぅ、すぅ。ん～……」

「また!?　秋あきねえッ！　俺のベッドに潜り込んでくるのはやめてって、何度も言ってるよね!?」

「ん～……はる君～。……あと５分～」

　人のベッドに潜り込んでおきながら、何言ってんだこの人は。ていうか、月曜の朝っぱらから勘弁してくれ。週の初めぐらいすっきりとした朝を迎えさせてくれない!?

「はあ。……寝てたいなら好きにしていいよ。俺は起きるから」

　ここ最近の義姉ねえさんたちとのやりとりで学んだ。時には諦あきらめも大事だって。受け入れるとさらに調子に乗るってのはわかってるけど、毎度注意するのも疲れるんだよ。

　あとは、まあ。役得だーって、ほんの少しは思ってたりもしますし……？　ホント、少しだけ。

「って、うわっ!?」

「んふふ～。はる君も～、もうちょっと寝てよ～？」

「それで〝もうちょっと〟だった例ためしがないんだけど!?」

　昨日の日曜日なんて結局昼近くまで布団の中でゴロゴロしてたじゃないか！　色んな意味で大変だったんだからね!?

「ダメ～。私は～、はる君といっしょがいいの～」

「ちょ、秋ねえ。手。手、強いからっ」

　え、何この力。握られた手首が軋きしんでる気がするんだけど!?

「えへへ～。はる君だ～。ぎゅ～」

「いやだから俺は起きるって、むぐ……っ」

　いやいや、待って。なんでこんなに力強いの!?

　しかもすっげぇいい匂いするし、胸元で抱きしめられてるから、なんて言うかこう、朝の男の子的事情が加速する。……パジャマってなんでこんなに生地が薄いんだろうね!?

　しかも秋ねえって、三姉妹の中では一番たわわに実ってらっしゃるし。果たして今俺がいるのは、天国か地獄か──、と。

「秋あき奈な姉さん!!　どうしていつもいつも春はる斗とのベッドに入ってるの!?」

　これもここ最近の朝の風物詩。

　目覚ましの音よりよく起きられる夏なつ希き姉ちゃんの怒声。

　というか、秋ねえって絶対にこの時間を狙ってるよね？　夏希姉ちゃんが朝ご飯を作ってて、冬とう華か姉さんがパタパタと朝の準備をしてるから俺を独占出来るし。

　それに一体どれほどの価値があるのかは知らないけどな！

「もー、いつもいつもいつも──っ!!」

　そうそう。ここで夏希姉ちゃんが秋ねえを引っ張り出すのがいつもの流れ──。

「秋奈姉さんだけズルい!!　今日は私も一緒に寝る!!」

　とか思ってたらまさかのダイブ!?　そこは意外性を出さなくてもいいとこだよ!?

「あはっ。春斗って良い匂い～。なんか幸せになってきちゃったぁ」

　いやいや、その頰ずりはヤバいから。ちょっとどこの匂い嗅かいでるの!?　ていうか、もぞもぞ動かないでッ!!

　あー、ヤバい！　秋ねえに加えて夏希姉ちゃんのやわらかい感触で、ただでさえ寝起きの固さを誇ってた下半身が、氷点下のバナナみたいになってる!?

「ん～？　なっちゃんもいっしょに寝るの～？　今日だけは許してあげる～」

　だからそれはマズいって！　ていうか、なんで秋ねえが許す側なの!?

「ちょ、２人とも。やめてってば」

「やだ～。まだ寝るの～」

「春斗と一緒に二度寝ー」

　いや、あの。秋ねえも夏希姉ちゃんも、全く起きる気が無いの？　遅刻するよ？　そしてもうひとつ付け加えると、それ以上強く抱き締められたら窒息するよ？

　いいの？　そうなったら死因は義姉さんのおっぱいだよ？　何それすっげぇダサい死に方。絶対やだ。

「２人ともいい加減に──」

「はる君～、暴れちゃダメ～」

「いいでしょ、春斗。ちょっとぐらい」

　ダメ。絶対にダメ。だって俺にはひとつの予感がある。その言葉はきっと誰でも一度は聞いたことがあるはずだ。

　今この時以上に、あの言葉が相応ふさわしいタイミングはない──ッ。




「夏希。秋奈。何をやってるんですか？」




　そう。──二度あることは三度あるッッッ!!!!

「と、冬華姉さん……」

　秋ねえの胸の谷間から見えるのは、スーツ姿のクール美人に見せかけたポンコツお姉さん。

　黙りこくったその姿は一見怒っているようにも見えるけど、俺は知っている。秋ねえと夏希姉ちゃんに絡まれている俺を見た時、冬華姉さんは絶対に怒らないと……。

「どうして私を入れてくれなかったんですか!?　ズルいですよ、２人だけ春斗君と一緒に寝てるなんて!!」

　ほ～らな？　予想通りだよ!!

「と、冬華姉さん。ほら、もう時間もあんまりないし、２人を起こすの手伝って──」

「──よいしょ」

「何が『よいしょ』だッ!!」

「いいじゃないですか!?　私だって春斗君とイチャイチャしたいんです!!」

「死語だろ、それ！」

「ひ、ひどいです。アラサーの私に向かって、自分は学生アピールなんて!!　それはそうと、お邪魔しますね」

　な？　俺の言葉なんてどこ吹く風、当たり前のようにベッドに潜り込んでくるんだ。しかも布団の代わりとでも言うように俺を上から抱きしめるようにして。

　でも、しょうがないよね！　だってシングルベッドに４人で寝ようとしてるんだから!!

　あ、ちょっと待って!!　しっくりくるポジションを探してもぞもぞしないでくれない!?　感触があれだし、男の子の秘密のテントが擦こすれてヤバいからッ!!

「春斗君と一緒にいると幸せですねー」

「はる君～。もっとぎゅ～」

「あ、私も！　春斗ー」

「……」

　……もうわけがわからん。どうすりゃいいの、これ……？

　ていうか、皆さん。時間、わかってます？　時計、見てます？　そんな強く抱きつきながら寝息を立ててる場合じゃないですよ？

「今日、月曜だからッ!!　みんな遅刻するって!!」

　身動きは取れなくても声は上げられる。これがせめてもの抵抗だ。しかし、

「……ごほ、ごほ。あれ、何だか風邪っぽいですね」

　社会人である年長者が、真っ先に噓とわかる仮病を使う体たらく。ていうか冬華姉さん。今朝は職員会議って、昨夜ゆうべめんどくさそうに言ってなかった？

「今日は休講にしちゃお～」

　ダメだろそれは！　授業料を払っている生徒に申し訳ないと思わないのか、この准教授は!?

「私は春斗部屋登校するよ!!」

　保健室登校みたいに言っても意味わかんないから。生徒会長がサボりはダメだろう。……まあ、この世の中には仮病を使って休もうとする教師がいるみたいだけど。

「おや、春斗君も風邪ですか？　体温高いですよ」

　そりゃ、こんだけ密着されてればそうなるよね!?
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「はる君も大学生になった時のために、休講を練習しようよ～」

　わけわかんないし、不毛だし。何からツッコめばいい？

「逆に考えようよ!!　ここが学校で、私たちはもう登校してるんだって!!」

　こんな素すっ頓とん狂きようなことを言うのが生徒会長なんて、入学早々不安になってきた。大丈夫か、うちの高校……。

「いや、ホントにそろそろヤバいから!!」

　これ以上義姉ねえさんたちに付き合ってたら、冗談じゃなく遅刻する。

「春斗君。よく言うじゃないですか。学校なんて行っても無駄だって」

　教師であるあんたがそれを言うか!?

「どうせ大学生になったら～、午後が午前中になるんだし～、高校生の内も変わらないって～」

　いやだから、その理屈はおかしいからね大学職員!!

「春斗。私、サボりって初めて!!」

　なんでちょっとウキウキしてんの!?　てか、サボりって認めたよね生徒会長!!

　ヤバい。この姉妹と一緒にいたら本当にダメになる──ッ。

　もうさ、本当に勘弁して欲しいんだけど!?　どうやったら普通の朝を迎えられるのか、誰か俺に教えてくれ!!

　朝起きるだけで何だってこんなに疲れなきゃいけないんだよ……。

　この手段だけは取りたくなかったけど、もうしょうがないよな。

「今日の学食のメニュー、冬華姉さんの好物じゃなかったっけ？　俺、一緒に食べようと思って楽しみにしてたんだけどな」

「!?　春斗君、いつまでも寝てちゃダメですよ！　早く起きて学校に行きましょう！　私も準備しますから!!」

　冬華姉さん、一抜け。

「せっかく夏希姉ちゃんが作ってくれた朝食が冷めちゃうよ。俺、夏希姉ちゃんの料理、好きなのに」

「!?　春斗！　ご飯の前にはちゃんと手を洗わなきゃダメだからね。あ、そうだ。春斗の好きなおかずを追加してあげるよ!!」

　夏希姉ちゃん、二抜け。

「秋ねえ。頼むよ」

「ぅえへへ～。はる君は甘えんぼさんだな～。しょうがないな～、も～」

　そして秋ねえも三抜け。

　こうして俺は義姉さんたちの残り香漂うベッドの上に１人取り残される。

「はあ……」

　わかるか？　毎朝毎朝こんなことを繰り返してる俺の苦労が。しかもあんなことを言ったせいで、さらに甘やかしが増長するんだぜ？

　インフレなようでいて、圧倒的なデフレスパイラル。

「春斗君。早く学校に行きましょう！」

「春斗！　ご飯出来たよ!!」

「はる君～。おいで～」

「……わかったよ」

　最初に出会った頃はこんなことなかったのに、ここ最近の義姉さんたちは本当に様子がおかしい。一事が万ばん事じこの調子だ。

　しかも家の中だけじゃ飽き足らず、外でも異様にイチャつこうとする始末。俺が一体どれだけの言い訳を並べ立ててきたと思っているのか。

　だからさ、最近の悩みを聞かれたら俺はこう答えることにしてるんだ。




「義姉あねが３人いることだ」って。
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　　　　▼




　３月の上旬。その日は突然にやってきた。

「春はる斗と。僕は再婚することにした。彼女たちは君の新しい義姉さんたちだ」

「………………………………は？」

　高校受験も終わり、消化試合的にのんびりした中学生活最後の日々を謳おう歌かしていたとある日曜日。友達と遊び歩いて家に帰れば、リビングのソファには見知らぬ女性たちが座っていた。３人も。

　え、待って。何？　は？　再婚？

　で、義姉が３人？

「どういうこと？」

「今、言った通りだ。僕は再婚し、そして君には３人の義姉が出来る。簡単な事実だろ？」

「簡単なのは言葉であって、事実じゃない。え、マジで言ってるの？」

「マジもマジ。大マジさ」

　ソファの上に座る３人の女性に視線を向ければ、それぞれが緊張したような眼まな差ざしを向けてくる。俺はペコリと会釈。

　って、待て!!

「え、何？　再婚!?」

「だからさっきからそう言ってるだろう。何をそんなに驚いてるんだ」

「そりゃ驚くだろ、普通は!!　え、マジか。親父が!?　うっわー、すげぇ。すげぇな、親父。そうか、再婚かー」

「今日まで秘密にしていたのさ」

「そこは言っておいて欲しかったけどな」

　そうすればこんなに驚くこともなかった。

　でもそうか、再婚か。親父が再婚。なんだろうか、この込み上げてくる感じは。

　おふくろは俺が物心つく前に病気で死んだ。それ以来ずっと親父が男手ひとつで育て上げてくれた。近頃はイクメンだのなんだのとテレビで取り上げられることもあったけど、そういう特集を見るたびに心の中で、『やっぱりうちの親父はすごいんだ』と密ひそかに誇らしく思っていたりもした。

　そんな親父が再婚。

　それは何て言うか、めちゃくちゃ嬉うれしいな。

「よかったな、親父」

「ああ、まあ。うん。そうだね。ありがとう」

「何照れてんだよ、気持ちわりー。もう42だろうが」

「こういうのに歳は関係ないものさ。でもよかったよ、春斗がそんな風に言ってくれて」

　ああ、親父がそうやって喜んでると、本当に我が事のように嬉しくなってくる。なんかきもいな、男同士で。でもまあ、親父がどれだけ大変だったかは俺も知ってるから、こればっかりはしょうがない。

「で、義姉が３人ってどういうこと？」

「ああ、うん。改めて、彼女たちが君の新しい義姉さんたちだ」

「『義姉さんたちだ』じゃないんだよ、先に言っとけよそういうことはッ!!」

「再婚については祝ってくれてるんだろう？」

「それとこれとは話が別だ!!」

　再婚は嬉しいさ。めでたいに決まってる。でも、でもさ、それとこれとは話が別だろう？

　なんだよ義姉が３人って!!　どこのハーレムラノベの導入だよ!!　しかも、しかもほら、３人ともその、直視するのも緊張するぐらい美人だし──、

「さては、美人姉妹だから緊張しているな？」

「うっせぇ、黙ってろクソ親父」

「図星だからって実の父に向かって『クソ』はいただけないな。全く、君をそんな風に育てた親の顔を見てみたい」

「今すぐ洗面所に行ってこい。そして好きなだけ鏡を眺めてろ」

　と、言った瞬間だ。

「ぷ、ふふ」

　どこからか微かすかな笑い声が聞こえてきた。

「と、冬とう華か姉さんッ。笑ったら失礼だって」

「え、ええ。そうですね。ごめんなさい。ですがその、おかしくなってしまいまして。ふふ」

　見ればソファに座った３人の内、一番年上らしい『冬華』と呼ばれた女性が必死に笑いを堪こらえようとしていた。きれいな顔立ちだからクールな第一印象だったけれど、そうして眉み間けんにキュッと皺しわを寄せている顔を見れば、いくらかとっつきやすそうで安心する。

「どうしましたか、春斗君。そんなに私の顔をじっと見て」

　うわ、美人と目が合った。すげぇ。なんて言うか〝大人のお姉さん〟って感じだ。

「あ、ああ。いやその、つい。すみません」

「いいんですよ。私たちはこれから一緒に暮らすんですから」

「あ、ああ。うん、ありがとうございますって、え？」

「？　どうかしましたか？」

「や、いや、その。今、一緒に暮らすって」

　聞き間違いか？

「言ってなかったかい？　君たち４人はこれからこの家で一緒に暮らすんだよ」

「サラッと言ったけど、それめっちゃ大事なことだよな？」

「え、そうかい？」

「そうだって!!」

　ん、あれ。ちょっと待て。

「今、『４人』って言った？」

「ああ」

「親父は？」

「僕？　僕はね春斗。ふふ、新婚旅行さ」

　うっわ、キツ。実の父親がなんかデレデレと頰を緩めてるのって、絵え面づら的にこんなにキツいのかよ。

「じゃあ、その後は６人で暮らすのか？」

　３階の戸建てである我が家は、親父とおふくろが俺が生まれる前に建てたものだ。何で３階建てって感じだが、『子どもは２人』って結婚前から話し合って決めてたらしい。それがまあ、男２人で生活するだけになっちゃったんだから、なんて言うかやり切れなさはある。

　とまあ、そんな感じな我が家なので部屋はあるけど……。

「いや、その後は僕と遥はる香かさん、君の新しい義母かあさんだけど、は海外生活だ」

「はあ!?」

　いや待て。何それ海外生活!?　そんなの全くこれっぽっちも聞いてないけど!?

「今は夕飯の買い出しに行ってくれているから後で紹介するけれど、いい女性でね。僕が、『海外転勤が決まっている』と言ったら、『現地のお料理を覚えるいい機会だわ』って、春斗、どうしたんだい？」

「どうしたもこうしたもあるか!!」

「うわ。美人な義姉が出来るからって興奮し過ぎじゃないかい？」

　それが理由じゃないからな!?

「再婚はまだいい。義姉が３人ってのも、まあこの際よしとしよう。でも海外転勤ってなんだよ！　俺、全然聞いてないぞ!?」

「そりゃそうさ。今初めて言ったんだからね」

　このクソ親父。何をいけしゃあしゃあと。

「ちょちょ、春斗待った。顔が怖いって。少し落ち着こう」

「今の俺に落ち着きが取り戻せると思うのか？」

「よし、わかった。ちゃんと話すから。な？　僕もちょっと緊張してて話す順番を間違えただけなんだ。何しろ春斗が『嫌だ』と言ったら今回の再婚話も無しにしようって遥香さんとは話してたぐらいだからな」

「……そんなの反対するわけないだろ」

　今まで親父の苦労を見てきたのは誰だと思ってんだ。

「ああ、うん。ありがとう。そう言ってくれると嬉しいよ。えっとな、春斗。実を言うと僕の海外転勤は昨年末には決まっていたんだ」

　だったら尚なお更さらだ。なんで今まで黙ってたんだよ。もう３月だぞ!?

「ただ、それは本当ならもう１年先の話だったんだ。それがついこの間、急きゆう遽きよ早まってしまってね。高校進学を控えたこの時期にこんなことになってしまって、すまない」

「……そうかよ」

　それならそれで先に言えってんだよ。俺が反対するとでも思ったのか？　親父が仕事にどれだけ一生懸命か知らないとでも思ってんのかよ。

「そういうことだから、僕も色々と悩んでね。遥香さんにも相談したら、だったら新しい家族の紹介と一緒にやろうということになったんだ。ほら、僕らが海外に行っても、彼女たち３人と一緒に暮らせるとなれば、少しは不安も和らぐだろう？」

　親父にそう言われ、改めてソファに座る３人の顔を見る。

　紛れもない美人揃い。３人揃って街を歩けば、きっと多くの人の視線を集めるに違いない。

「志し木き春斗です。さっきからすみません。なんか、無視するみたいになっちゃって」

　家に帰ってから親父としか話をしていない気すらする。彼女たちはその間ずっとソファに座って待ってくれていたのだ。

　申し訳なく思い謝る俺に、さっき笑いを堪えた長女っぽい人、冬華さんが今度はしっかりと俺に微笑んでくれたっていうか、ヤバい。その笑顔だけで緊張する。美人ってすげぇ。

「いいんですよ。おかげで春斗君がどういう子に育ったのか知ることが出来ました。よかったです。あなたがこんなに素敵な男の子になっていてくれて」

「？」

　まるで俺を知っているかのような口ぶりに違和感を覚えるも、俺の知り合いにこんな美人はいない。ていうか、いたら絶対に忘れない。

　さっきから何度思ってるかわからないけど、改めて見てもすっげぇ美人。え、なにこれ。なんでこんな美人がうちのソファに座ってるの？　ファンタジー？　なんて思っていたら、

「改めまして──って、こういう時って何て名乗ればいいんでしょう？　前の苗みよう字じの方がいいんでしょうか？　どうしましょう!?　私は自分の名前がわかりません！」

　何この反応。めっちゃ愉快なお姉さんじゃん。見た目の印象と随分違くない？

「名前だけでいいと思うよ～。私は秋あき奈な～。よろしくね～、はる君～」

「は、はる君？」

「春斗君でしょ～？　だから～、はる君～。はる君も私のことは『秋ねえ』って呼んでね～」

「あ、はい」

　これまた見た目の印象とは随分と違うな。秋奈さん──秋ねえって恥ずかしいな、この呼び方！　……ちょっとずつ慣れていこう。

　とまあ、秋ねえも秋ねえで冬華さんに負けず劣らずな美人だ。ただ、目元がなんか眠そうだから何を考えてるのかちょっと読み取りづらい。

「秋奈姉さんだけズルい！　私！　私は夏なつ希き!!　『夏希姉ちゃん』って呼んでね！」

「あ、うん。はい」

　と、元気よくまくし立てたのは、さっき冬華さんが笑い出したときに注意をしてた人だ。３人の中じゃ俺と一番歳が近そうだ。まあ、だからこそ余計に緊張するけど。高校にこんな美少女がいたらすごく人気でそう。

「２人だけズルいですよ！　私が長女なんですから、無視しないでください!!　私は冬華です。私のことは『冬華姉さん』って呼んでくださいね」

「はい。わかりました」

「それと、敬語は禁止です」

「そっちは敬語なのに？」

「わ、私はいいんです。だって長女ですから」

　それはちょっと意味わかんない。

　だけどやっぱりこの人──冬華姉さんは、見た目以上に親しみやすそうだ。

「はる君～、私と話す時も敬語とかいらないからね～。それと～、『秋奈さん』なんて呼ばれたら泣いちゃうからね～？」

「それは、嫌だな」

「だから～、ちゃんと『秋ねえ』って呼んでね～？」

「わかった」

　ていうか、その呼び方の指定はなんなの？　そう呼ばなきゃいけないルールでもあるんだろうか。そして破ったら罰ゲームとか。

「はる君、どうしたの～？　こっちをじっと見て～」

「や、何でも無いっス」

　うん。まあ、いいや呼び方なんて何でも。これは別に美人と話して緊張してるから上手うまく質問出来ないとかそういうことでは決してない。俺が童貞なのも関係ない。……目線を逸そらしてしまったのも、秋ねえの胸が大きいこととは何の関係もないから!!

「私と話す時も敬語は禁止!!」

「そこで『私だけ敬語』って言われたら逆に驚くよ」

「あ、その『私だけ』っていうのいいね！　でもダメだよ。姉さんたちと話し合って決めたからね。だから春斗、私のことはちゃんと『夏希姉ちゃん』って呼んでね！」

　その〝だから〟は使い方間違ってない？　どこにも順接要素ないよね。

「さて、そういうわけで春斗。君たち４人はこれから一緒に生活するんだ。何か質問はあるかい？」

「言いたいことは色々あるけど、全部ムダだろうなって思ってる」

「うん。春斗が納得してくれたみたいでよかったよ」

「その解釈は前向き過ぎない!?」

　ただ諦あきらめただけだからね!?　まだ全然納得出来てないからね!?

「春斗君。いきなりで驚いたと思いますが、これからよろしくお願いしますね」

「はる君～、よろしくね～」

「春斗。よろしく！」

「……よろしくッス」

「童貞臭い反応だ」

　やかましいぞクソ親父!!

　とまあ、そんな感じで。この日俺には新しい家族が出来た。

　ちなみに後から紹介された遥香さんもめちゃくちゃ美人だった。この母にしてこの娘たちあり、みたいな。

　親父のやつ、よくこんな美人と結婚出来たな。そこだけは素直にすげぇと思ったよ。




　　　　▼




　中学生活も残りわずかといったタイミングで始まった、義姉ねえさんたちとの新しい生活。どっかのアニメか漫画、もしくはラノベでそんな展開見たなーって思ってたけど、やはり二次元同様に、その生活が順風満帆にいくわけもなかった。日々ドタバタとトラブル続き。

　本当、受験が終わってからでよかったよ。一番ナイーブな時期にこんなことになってたら、絶対にテンパってた自信がある。

　だって考えてもみてくれよ。

　これまで親父と２人きり、男だけで生活していた我が家が、たった１日で男１人に女３人の空間と化したんだぞ？　そんな簡単にうまくいくはずがないって。

　しかも相手は美人三姉妹。

　それこそ、どこのハーレムものだよってツッコみたくなるような設定だ。

　なんて言うかこうね、まず匂いが変わった。これまで全然そんなところ意識しなかったけど、なんか華やかになった。それだけでこっちはドキドキの緊張もんだって話だよ!!

　それでも俺は可能な限り、そういうことを意識しないように心に誓ったんだ。

　義姉さんたちとは普通の家族として接していこうって。誰に言うでもなく俺は決めた。

　だってそうだろ？　親父が再婚して、これからまた幸せな人生を送ろうとしてるんだ。その邪魔を俺がするのは、ここまで俺を育ててくれた恩に背くことになる。

　それは、絶対にしたくない。

　……後は、このシチュエーションにちょっと期待してるのもある。

　年上の美人三姉妹との共同生活。これから高校に上がろうって年頃の童貞男子にとってこれほど魅力的なワードはそうそうないぞ。

　まあ、現実にそんなうまいことなんてあるはずないって、その時の俺はそう思ってたんだよ。三次元は二次元ほど優しくないってさ。

　だからさ、だからだよ。こんな状況が発生するなんて夢にも思わなかったんだッ!!

「は、春斗君」

「……冬華姉さん」

　トイレの扉を開けたら、そこにはパンツを脱ごうとしている義姉あねがいたッ!!　何を言っているのかわからねーって、俺だってわからんわ!!　なんだこの状況ッ!?

「──ッ!?　トイレの鍵かぎは閉めてってば!!」

　ぶち壊す勢いで扉を閉める。

「すす、すみません──ッ。きゃあッ」

　と、中からもすごい音がした。え、何？　何なの今の？

「冬華姉さん!?」

「だだ、大丈夫です。大丈夫ですよー」

　本当かよ……。スっ転んだんじゃないかってぐらい、すげぇ音が響き渡ったぞ。

「あはは。ご心配をおかけしました」

「あ、うん。いや、なんかごめん」

　誤ご魔ま化かし笑いと共にトイレから出てきた冬華姉さんは、さすがにちゃんと服を着ていた。

「あう……。こちらこそ。つい癖で。前は家に女しかいなかったものですから」

「ああ、うん。だよね。お互い気を付けよう」

「はい」

「……」

　って、気まず!!

　いや、そりゃそうだろ。今回はギリギリセーフだったけど、タイミングが悪かったらその、『してる』とこに遭遇してたわけで、いやいや考えるのはよそう。それはダメだ。倫理的に。

「えっと、いいんですか？」

「え？」

「トイレ。そのために来たんですよね」

「あ、ああ。うん、そう。そうなんだ」

「ではその、どうぞ」

「……ありがとう」

　何、このやりとり。

　なんでトイレ入るのにこんな妙な心持ちにならなきゃいけないの!?

　冬華姉さんが悪いって言いたくはないけど、せめてもう少し気を付けて欲しい。これまで女４人で生活してたからってのは、わかるけどさ。

　というか、俺ももうちょっと気を付けないとな。義姉さんたちとの生活を始めて数日、ところどころでこうしたトラブルというか、事故が発生している。……その大半が冬華姉さんってところに、少しばかり思うところがないでもないけど。

　志木冬華。27歳、長女。なんと驚きなことに、俺が入学予定の高校で教師をやってるらしい。

　男子が妄想する〝美人な女教師〟を絵に描いたような人だ。きれいで優しい顔立ちに丁寧な言葉遣い。派手にならない程度に明るく染めた長い髪。そして服の上からでもわかるスタイルの良さ。正直なところ、冬華姉さんの授業を受けてる奴が羨うらやましい。

　ただ、家では冗談でしょってぐらいポンコツだけど!!　今の１件だけじゃない。ウチで何かしらやらかすとすれば、それは大抵が冬華姉さんだ。

「あ、春斗君。どうでした？　ちゃんと出来ましたか？」

　何を、とは聞かないぞ俺は!!　デリカシーって言葉を知らないのかな、この人は!?

「ていうか、なんでトイレの前で待ってるのさ!?」

「そんな言い方しなくてもいいじゃないですか。もっと春斗君とお話ししたいって思っただけなんですから」

「あ、そっすか」

　その見た目でその言い方はズルいでしょ。ほっぺた膨らませたりなんかしてさ。歳、考えましょう？　あざといですよ、それは。

「お話って、なんかあったの？」

「？　いえ。春斗君のことをもっと知りたいと思っただけです。趣味とかないんですか？」

　家の中でこんな質問をされる新鮮さよ。

「趣味ねえ。家事かな」

　噓。アニメ、漫画、ゲームにラノベ。二次元大好き。でもさ、初対面に近いような女性にそれを言うのって、ちと照れ臭くない？　それがこんな美人なら尚なお更さら。別にオタク趣味がどうこうってわけじゃないけど、多少はさ、かっこよく思われたい的なアレもあるわけで……。

「それはダメです」

「まさかのダメ出し!?」

「だって私は家事苦手なんですもん」

「もんって言われても……。聞いてきたの冬華姉さんだよね？」

「私が一緒に楽しめるような趣味はないんですか？」

　いや、ないんですか？　って聞かれても。何その図ずう々ずうしい質問。

「逆に聞くけど、冬華姉さんの趣味は？」

「私ですか？　私はゲームが好きです」

「へえ」

　ヤバい。ちょっとニヤけた。あれ、もしかして冬華姉さんってこっち側の人？

「……興味ないんですか？」

「え、ああいや、そんなことはないよ」

　ただこう人間関係的な距離感を考えた時にね。あんまりがっつくのもみっともないかなってさ。ね？

「ゲームはするよ。まあ、その普通に」

　この場合、〝普通〟がなんなのかはよくわからない。

「え、え。本当ですか？　春斗君もゲームするんですか？」

「ああ、うん。友達の家とか、あと家にもゲームぐらいなら普通にあるし」

「そうですか。安心しました。それじゃあ、早速私の部屋に行きましょう」

「え、なんで？」

　話が飛び過ぎててついていけない。

「何を隠そう私はゲーマーですからね。部屋にたくさんゲームがあります。一緒に遊びましょう」

「ああ、うん。そういうことなら」

　せっかくだし。冬華姉さんと仲良くなれるかもだし。いや、別に何かを期待してってことはないからね!?　本当なんだからね!?

「そうと決まれば、さあ行きましょう」

「あ、手」

「？　どうかしましたか？」

「や、何でもない」

　手を握られて驚いただけです。なんて情けないことは言えない。これは姉弟きようだいとして当たり前のスキンシップなんだ。こんなのにいちいちドギマギなんかしてられない。

「どうぞー」

「お邪魔します」

　自分の家でこんなセリフを言う日が来ようとは……。

「荷ほどき、まだ終わってないんだ」

「お恥ずかしながら。でも大丈夫です。テレビとゲームは真っ先にセッティングしましたから!!」

「そこは胸を張るとこじゃないと思う」

「でもでも、これがないと私、生活出来ません」

「生活に必要なものって他にもっとあるよね!?」

　すげぇ、クローゼットが全開な上に、まだ空っぽだ。え、待って。そしたら冬華姉さんってこっちに越してきてから今日までの服ってどうしてたの？

「さあ春斗君。何からやりましょうか？」

　うわー、聞きてー。めっちゃ聞きてー。毎日違う服を着てるから、そこまでズボラではないはずだけど、まさか毎朝段ボール箱から引っ張り出してるの？

「冬華姉さん、服の整理って終わってるの？」

　聞いてみた。

「もちろんです。ちゃんとタンスの中に仕舞ってます。あ、下着も入ってるから開けちゃダメですよ」

「余計な情報までありがとう」

　くそ。さっきまで普通に見れてたタンスが、急に見ちゃいけないもののように感じてきたぞ。どうしてくれる。

「そんなことより春斗君。ほら、こっちに座ってください」

「あ、うん」

「まずは簡単なゲームからやりましょう。大丈夫ですよ、ちゃんと手加減してあげますからね。よいしょっと」

「!?」

「？　どうしました？」

「え、いや、近いなって思って」

「ああ。すみません手狭で。やっぱりちゃんと荷ほどきをしないとダメですね」

　ぜひそうしてください。まさかこんなにぴったり寄り添うなんて夢にも思いませんでした。……噓です。ちょっとだけそういう妄想はしました。

「いいですか、春斗君。始めますよ」

「うん」

　正直こっちはゲームどころじゃないけど。なんか冬華姉さんからめっちゃいい匂いがするし、肩とか腕とか当たってるし。

「あ、やっぱり有名どころは押さえてるんだ」

「当然です。これは初期から相当やりこんでるシリーズです。ふふふ、春斗君。手は抜かずに、全力でかかってきてください」

「わかった。お、ちゃんと全キャラ出てる」

「全キャラ解放は基本です。それよりいいんですか？　そんな悠長なことを言っていて。これから始まるのは戦いですよ？」

　冬華姉さんってゲームする時、こんなテンションになるんだ。楽しくてしょうがないって感じが子どもっぽくて可愛い。

「それでは春斗君のお手並み拝見です」

「お手柔らかにお願いします」

　と言ってゲームを始めたのが30分前。その時は自信満々だった冬華姉さんだけど、

「ああ、春斗君!?　ダメ！　ダメですそれは!!」

「いやいや、勝負の世界に慈悲はない」

「そんな!?　なんでそんなことするんですかぁ!?」

「弱肉強食」

「ダメ！　やめて!!　ああ、春斗君がいじめます[image: ]」

「これでとどめ」

「いや─────っっっ[image: ]　うぅ、また負けたぁ」

　画面に表示されるのは『ＹＯＵ　ＷＩＮ』という文字と、俺が操作していたキャラの得意げな表情。そしてその横では、冬華姉さんが操作していたキャラが勝利を称たたえるように拍手をしている。

「春斗君。騙だましましたね。なんでこんなにゲームが上手うまいんですかぁ!?」

「そんな涙目になられても」

「相当やり込んでますよね？　ね？」

「いや、全然そんなことはないけど」

「噓です！　あの動きはやりこんだゲーマーのやつです。私をオンラインでボコボコにした人と同じでしたもん！　は!?　まさかあの時のプレイヤーが春斗君……？」

「被害妄想激し過ぎない？」

　そんな偶然あってたまるか。

「悔しいですー!!　春斗君、何とかしてください!!」

　……いや、俺にどうしろと？

「勝つまでやりますよ」

「それは勘弁して」

「じゃあ、私のこの気持ちをどうしろって言うんですか!?」

「特訓してください」

　次、冬華姉さんとゲームをする時はもうちょっと手加減しよう。めんどくさい。

「わかりました。特訓します。そしていつか春斗君にリベンジします!!」

「頑張って。じゃあ、冬華姉さん。俺は夕飯の準備とかあるから、また今度ね」

「次は負けませんからね!!」

　そんなセリフを聞きながら、冬華姉さんの部屋を後にする。最初はあんなに緊張していたにもかかわらず、最後の方はすっかり楽しんでしまっていた。

　なんて言うか、やっぱり冬華姉さんって親しみやすい人なんだろう。黙っていればクールな美人なのに、喋しやべればあれだけ感情豊かなんだもんなぁ。

「あ、春斗！　ちょうどよかった」

　階段を下りて１階にあるキッチンに顔を出したタイミングで、夏希姉ちゃんから声がかけられた。

「夏希姉ちゃん。どうしたの？」

「夕飯の準備をしようと思ったんだけど、お醬しよう油ゆがなくなっちゃってるみたいで。春斗、場所わかる？」

「確か切らしてたな、醬油。必要？」

「今日、餃ぎよう子ざにしようと思ってたから」

「あ、夏希姉ちゃんたちって餃子に醬油つけるんだ」

「春斗は違うの？」

「うちはラー油とお酢だけ」

　こういうのって、結構各家庭で分かれるよね。

「え、じゃあどうしよう。お醬油いらない？」

「いいよ、買ってくるから。どうせその内必要になるし」

「うん。それじゃあ、一緒に行こう」

「え、夏希姉ちゃんも行くの？」

「？　うん」

　おお。ものすごい自然に『当たり前でしょ』って反応をされた。別々のことした方が効率はいいけど、まあ、いいか。ここ数日は義姉ねえさんたちの引っ越しの片付けでバタバタしてたし、夏希姉ちゃんと話すいい機会だ。

「財布取ってくるから、ちょっと待ってて」

「りょーかい。私も準備するね！」

　そう言ってパタパタ駆けていく夏希姉ちゃんと別れ部屋に戻る。生活費を入れている財布とスマホを取り玄関に戻ると、そこには上着を着た夏希姉ちゃんが待っていた。

「ごめん。お待たせ」

「ううん。私も今ちょうど靴を履いたとこだから。ふふっ」

「？　どうしたの？」

「あ、ううん！　何だかデートの待ち合わせみたいなやりとりだなって思って」

　え、何その可愛い感想。清純そうな見た目と言い、絶対モテる。

「家の玄関じゃなければそうだったかもね」

「家の玄関でも好きな人との待ち合わせなら、ちゃんとデートになるんだよ？」

「経験豊富そうなセリフだ」

　やっぱり彼氏とかいるのかなって、

「なんで赤くなってるの？」

「春斗が変な事言うからでしょー！」

「え、なになに。なんで叩たたかれてるの!?」

　全然痛くないけど。むしろ可愛い。

「私、誰とも付き合ったことなんかないから」

「意外。モテそうなのに」

「……そりゃ、告白されたことはあるけど」

「やっぱり」

　そりゃそうだ。この見た目、性格でモテないはずがない。

　志木夏希。三女、17歳。俺とは一番歳が近く、なんと入学予定の高校で生徒会長を務めているらしい。

　明るく元気で気さく。おまけにきれいな黒髪が清せい楚そな印象を与える、誰もがイメージする〝美少女女子高生〟を地で行っている。校内にファンクラブのひとつやふたつはありそうっていうのが、オタクとしての俺の勘だ。妄想とも言うけど。

「告白されたことはあるけど、誰とも付き合ったことはないから！　本当だから!!」

「わかった。わかったって」

　なんでそんなに必死になるのさ。

「本当に？　私、春斗には誤解されたくないんだから」

「大丈夫だって。ちゃんとわかったって。ほら、早く買い物に行こう。夕飯の準備する時間なくなるよ」

「あ、うん。えへへ。初めてだね、一緒に出掛けるの！」

「ここ数日はバタバタしてたからなぁ。冬華姉さんはまだ荷ほどき終わってなかったし」

「え、噓!?　今朝聞いたら、『ちゃんと終わらせましたよ』って言ってたのに」

　なんでそんな見栄を張ってるんだ、あの長女は。

「終わってなかったよ。まだ部屋に段ボール箱が積み上がってた」

「む。なんで春斗が冬華姉さんの部屋の中を知ってるの？」

「さっき一緒にゲームしたから」

「えー、ズルいよそれぇ！」

　夏希姉ちゃんもゲーム好きなのか？

「今度は誘うよ。一緒にゲームやろう」

「絶対！　絶対だからね!!」

「わかったって」

「やった」

　ガッツポーズするほどにゲーム好きなのか。もしかして秋ねえもそうなのか？　そしたら姉妹揃ってゲーム好きか。そうだったらいいな。

「日も長くなったよね」

「うん。もう17時前なのに、まだ明るい」

「ちょっと前はすぐ暗くなっちゃったもんね。安心出来るなぁ」

　あ、そっか。男子と女子じゃそのへんの感覚も違うんだ。

「夏希姉ちゃんって夜遅いの？」

「その聞き方、ちょっとイヤらしい」

「え、そんなことなくない!?」

「冗談ー。生徒会のことがある時は遅くなっちゃうかな。もちろん下校時間にはちゃんと帰るけど。でも暗くなるとちょっとね」

　そりゃそうだろう。これだけ可愛い女子が歩いてたら、変な奴に目を付けられてもおかしくない。

「特にうちは女しかいないから。夜も不安な時は不安なんだ」

「確かに。大丈夫だったの？」

「あはは、大丈夫だよー。ありがとう、心配してくれて。でも、これからは安心だよ。家には春斗がいてくれるし」

「うわ、プレッシャーが」

「頼りにしてるよ、男の子。でも遅くなる時は一緒に下校もしてくれると嬉うれしいかなー、なんて……、言ってみたりして」

「……」

　夏希姉ちゃん。その上目遣いは反則です。

　うっわ、なんだろこれ。なんかムズムズする。こう、今にも走り出したい衝動っていうの？　なんかそんな感じ。

「どうしたの、ソワソワして」

「別に。どうもしない」

「本当にー？　なんか隠してるんじゃないのー？」

「そんなことないから。ほら、スーパーに着いたよ」

「あー、誤ご魔ま化かしたー。ねえねえ、何？　何考えてたの？」

「言わない」

　ていうか、言えるわけない。夏希姉ちゃんが可愛すぎたなんて、そんなこと。

「お醬油以外にも必要なものって何かあるかな？」

「どうだろう。俺と親父の２人だけじゃないからなぁ。消耗品は多めに買っといてもいいかも。あ、洗剤はそろそろ無くなる」

「じゃあついでに買っていかないとね。でも、偉いね春斗は」

「？　何さ、いきなり」

「ちゃんと家事してるんだもん」

　あー、そういうこと。

「だって、俺がやらないと他にやる人いないし。家が荒れちゃう」

「それでちゃんとやってるから偉いんだよ。他にいないよ？　そこまでしっかり家事してる男子なんて」

「確かに。タイムセールあるから今日は遊びに行けないって言ったら、キョトンとした顔されたことあったしなぁ」

「あはは。友達を誘ってそんな断られ方したら、確かにそうなっちゃうかも」

　特に男子なら尚なお更さらって話だ。

「夏希姉ちゃんはそういう経験ないの？　家事、ずっとやってたんでしょ？」

　ここ数日見ていたからわかる。冬華姉さんと秋ねえは、引っ越してきて自分の分だけ荷ほどきをして終えたけれど、夏希姉ちゃんはそれ以外の家のものもちゃんと整理をしていた。

「うーん。私はあんまりないなぁ。お母さんと分担してやってたし」

「そう言えば遥香さんって何してる人なの？」

「気になるー？」

「そりゃ、まあ」

「大好きなお父さんの奥さんだから？」

「その言い方は気持ち悪いからやめて。鳥肌たった」

　ぞわっと来たぞわっと。『大好きなお父さん』とか、この歳になってそれはない。

「本当は再婚反対だったり、しない？」

「それはない。むしろ安心した。親父が自分の人生を取り戻そうとしてるみたいで」

　これまではずっと俺のために働いてた人だったんだ。それが遥香さんと出会って、結婚して、今また自分の幸せを摑つかもうとしてるなら、それは大歓迎だ。

「ふふ、よかった」

「？　なんで？」

「だって、本当は反対だーって言われたら、私たちもまた元の生活に戻らなきゃいけなくなっちゃうし」

「それ、地味にプレッシャーになるやつだから」

「そうー？」

「そうです」

　何しろ、君の選択で私たちの人生も変わるんだよって言われてるのと変わらないし。

「あ、春斗。お醬しよう油ゆ発見！　どれにする？　ちなみにうちはいつもこれ」

「うちもだ」

「一緒だ。じゃあ、これね。はい」

「重っ」

「頑張れ男の子。ふぁいと」

　また、そういう可愛いことをする。まさか他の男子にもしてないだろうな？　だとしたら、間違いなく勘違いする奴が出てくるぞ。

　俺だって、〝家族〟って関係がなかったらどうなってたか分からないし。

「よーし、それじゃあサクサク行こうー」

「他にも買うなら、醬油は最後でよくない？　重い」

「ダーメ。頼りにしてるんだから」

　クソっ。夏希姉ちゃんにこんなことを言われたら、頑張らざるを得ないじゃないか。卑ひ怯きようだぞ!?

「で、結局こんなに買うんだもんな」

「あははー。ごめんね、つい」

「疲れたー」

　どさりと玄関に置くのは、パンパンになったレジ袋。しかも２個も。スーパーを回るうちにあれもこれもとカゴの中に放り込んでいたら、気づいたらこんなことになっていた。

　ちくしょう。こんなことになるなら、ちゃんと買い物袋を持っていくんだった。レジ袋２枚分、余計な出費になったじゃないか。

「あとは私がやっておくから、春斗は休んでていいよ」

「キッチンに運ぶぐらいはするよ。その後は、お任せします」

「任されました」

　スチャ、と敬礼をするその姿が、また様になっているからズルい。冬華姉さんの親しみやすさとは違う、もっと等身大の可愛さが夏希姉ちゃんの魅力だ。

　すでに、ちょっとしたワガママならこれから先も許しちゃうんだろうな、と予感している自分がいる。

「ふう。疲れたー、っと！」

「お～？」

「え？」

　え、何この感触。いつものソファと違う。

「って、秋ねえ!?」

「わ～、はる君が降ってきた～」

「え、いや。ごめん！　ついいつもの癖で──ッ」

　いつもしてるみたいに、ソファの背もたれを軸に横転して寝転がろうとしたら、そこにはすでに秋ねえが寝転がっていた。

　って、冷静に解説してる場合じゃないよね!?　だって今これ、秋ねえの上に覆いかぶさってるって言うか、うっわすげぇおっぱい。

「抱っこして欲しいの～？」

「違います！」

　本心からそう言い切れないけど、少なくともそう言わなくてはいけない。シュバッと、おっぱいに名残惜しさを感じつつ身を起こす。

「一緒にゴロゴロしててもいいのに～」

「いえ、ダメです。それはダメです。絶対ダメ」

　そんなことをしたら自分がどうなるかわからない。だって秋ねえってば、ただでさえ美人なのに、ものすごいおっぱいだし!!

　志木秋奈。次女、23歳。俺が入学予定の高校の附属大学で准教授を務めている才女。

　しかしそんな肩書きとは反対に、家での秋ねえは何て言うか、目に毒だ。引っ越してきてまだ数日だとは思えないくつろぎっぷり。ソファで横になっているだけではない。服装もルーズで色んなところが緩い。おかげで秋ねえと話している時は、鉄の意志でもって視線を顔に固定するしかない。でもってその顔も反則かってぐらいに美人。

　つまり一言でいえば、対男性最強生物。それが秋ねえだ。童貞特攻もあるから、俺にはさらに効く。

「なっちゃんとお出かけしてたの～？」

「ああ、うん。醬油が切れててその買い出しに」

「ふ～ん。ところでさ～、なんで顔を背けてるの～？」

「い、いや。そんなことないよ？　ちょっとそこの汚れが気になって」

「え～、どこ～？」

「!?」

　せ、背中ッ。背中になんかその、男子を刺激する重さと柔らかさが!?

「ん～？　どれのこと言ってるの～？」

　ああ、しかも耳元で吐息と、ついでに言えばなんかいい匂いが!!

「ね～ね～、はる君～。どれ～？」

「ちょ、秋ねえ動かないで！　マジでッ。俺が悪かったから!!」

「ん～？　なんのこと～？」

　自分の胸に聞いてください。というか、自分の胸に自覚を持ってください。

「はる君はかわいいな～」

「それ、褒め言葉じゃないからね!?」

　年頃の男子は可愛いより、カッコいいを欲するものだ。

「あ～あ～。せっかく抱き心地よかったのに～」

「こっちは生きた心地がしなかったよ。ある意味ね」

　別の意味で元気になりそうなところはあったけど、他に人もいる家のリビングでやることじゃない。

「夕ご飯までまだ時間もあるし～、はる君もソファでゴロゴロしよ～？」

「その狭いとこに２人は無理でしょ」

「じゃあ～、床にする～？　広くてひんやりしてて気持ちいいよ～？」

「そういう問題じゃないから」

「も～、つまんないよ～。はる君～」

「そう言うなら無理に絡まなくていいから」

「え～、やだ～」

　いや、やだって……。

「秋ねえって結構ワガママだね」

「そうだよ～。でも～、ワガママ言うのは～、はる君にだけだよ～」

「逆に俺限定で素直になって欲しいんだけど？」

「そんなのつまんないよ～。はる君って～、女の子と付き合ったことないの～？」

「別に、そんなのどうだっていいだろ」

　ないけどさ。いいだろ、別に。

「え～、良くないよ～。私～、もっとはる君のこと知りたいし～」

　それで一番初めに聞く質問がそれか。フワフワした口調のくせに内容は鋭い。突かれたくないとこばっか突いてくるな、この人。

「逆に～、はる君は私に聞きたい事ないの～？」

「おっぱいのサイズっていくつ？」

「計ってみる～？」

「遠慮しときます」

「も～、もっと興味持ってよ～」

　って、言われてもねぇ。

「秋ねえって普段は何してるの？」

「ん～？　大学で研究したり～、授業したり～、学会で発表したりしてる～」

「……冗談？」

「本当のことだよ～。私～、すごいんだから～」

　今の姿からはまるで想像できないけどね。ただのぐうたらお姉さんじゃん。

「あ～、信じてないな～」

「人の心を読むのやめて。エスパーじゃないんだから」

「わかんないよ～？　私にははる君の心の中はお見通しなのです～」

「じゃあ俺が今何考えてるか当ててみてよ」

「『さっき秋ねえのおっぱいを揉もんでおけばよかった』～。じゃないかな～？」

「残念、外れ」

　噓。正解。ぶっちゃけ話してても、２秒に１回はおっぱい見てる。だって、胸元緩いから谷間が見えるんだよ!?　めっちゃ深い谷間が!!　見るでしょ、それは!?

「そっか～。当たったらご褒美貰もらおうと思ったのに～」

「いつの間にそんなルールに!?」

「外れたから～、私が罰ゲームだ～」

「だからいつそんなルールに!?」

　ていうか、何自分から進んで罰ゲームをしようとしてるの!?

「おっぱいとお金～、どっちがいい～？」

「どっちもいらないから!!」

　何その欲に塗まみれた２択。ていうか、仮にそのどっちかを選んだら、俺って最低のクズ野郎だよね!?　それでいいの、秋ねえは!!

「いい子なはる君には～。特別にお小遣いをあげる～」

「いや、いいから。今断ったじゃん」

「いいからいいから～」

　全然良くないからね!?　って、いくら渡そうとしてるの!?

「とりあえず３万円を進呈～」

「貰えないから、そんな大金!!」

　中学生の財布には余りあるっての!!

「え～？　ちょっとしたお小遣いだよ～」

「ちょっとじゃない。全っ然ちょっとじゃない」

「でも～、こうしないと私～、お金の使い道ないし～」

「他にもっと有益な使い道を見つけてください」

　それ、見ようによっては男に貢いでるだけだから！　一番ダメな使い方だからね!?

「じゃあ～、今度はる君の欲しいものを何でも買ってあげるね～」

「やってる事は結局変わらないから!!」

「え～。でも～、お金の使い道ないし～」

　何だこの会話。ループしてるぞ!?

「お金の使い道って言うけど、秋ねえそんなに持ってるの？」

「持ってるよ～。いくつか特許を取ったから～、もう働かなくても生きていけるの～」

「……マジか」

　すっげぇな。現実にそんな人いるんだ。

　え、じゃあ何。秋ねえって、美人でおっぱい大きくて天才で金持ちなの？　何その最強っぷり。二次元かよ。現実にいていい存在じゃなくない？

「はる君１人ぐらいなら～、全然養えるよ～？」

「やめよう。そういうこと言うのはやめよう」

　それは悪魔の囁ささやきだ。決して耳を傾けてはいけない。

「そんなに嫌～？」

「というか、自分がダメな大人になるのが納得出来ないだけ」

「あはは～。やっぱりはる君って真面目だな～。変わってないね～、そういうとこ～。わかった～。じゃあ～、もう言わないようにするね～」

「そうしてください」

「でも～、養ってほしくなったら言ってね～。いつでも養ってあげるから～」

「心には留めておきます」

　そしてすぐに忘れよう。義姉あねに養われるだけの大人なんて、さすがに今から志すのは情けなさすぎる。

「ねえー！　誰か配はい膳ぜんするの手伝ってー!!」

　計ったようなタイミングで夏希姉ちゃんから声がかかる。

「今行くー」

「わ～、ご飯だ～。とーかちゃんを呼んでくるね～」

　それを合図に秋ねえとの会話を切り上げたからよかったものの、あのまま話を続けていたら、なんか変な道に引き込まれたんじゃなかろうか。

　家族になるのなら、義姉ねえさんたちとはいい関係を築きたい。その方が親父も安心するだろうし。何より、家の中がギスギスするのはごめんだ。

　そのためなら、ゲームに付き合うのも、夕飯の買い出しに行くのも構わない。でも、秋ねえの申し出は、違う。

　家族としての関係を築いていくなら、あれは断らなくちゃいけなかったものだ。

　だから、今のでよかったのだ。さっきのことは忘れよう。……後ろ髪引かれてるとか、そんなことはないからな？　勘違いしないでよねッ!?

「うわ、美味うまそう」

「餃ぎよう子ざは自信あるんだ。春斗、これ並べて貰ってもいい？」

「わかった」

　大皿に盛られた餃子の他、醬しよう油ゆ用の小皿。それに箸はしやグラス、ご飯が盛られた茶ちや碗わんに、みそ汁の入ったお椀わんなんかを食卓に並べていく。

　そうこうするうちに秋ねえが冬華姉さんを連れて下りてきた。

「あと少しで春斗君に勝てるテクニックを習得出来そうでしたのに」

「も～、とーかちゃんさっきからそればっか～。熱中すると他のことが見えなくなるの～、どうにかしなよ～」

「冬華姉さん。ゲームばっかりしてちゃダメだってば」

「な、何ですか皆して。私は長女ですよ？　あ、春斗君までそんなに笑わないでください」

「あはは。ごめんごめん。何だかおかしくって」

　各々食卓に着き手を合わせる。

「餃子。美味おいしいですね」

「さすがなっちゃん～」

「えへへ。ありがとう。春斗、どう？　美味しい？」

「うん。美味い」

「よかったー！」

　それぞれに箸を伸ばしつつ、夏希姉ちゃんが作った夕食に舌鼓を打つ。口にするものどれもが美味しく、満足感が高い。

　そしてそれ以上に俺の心を満たすのは、賑にぎやかな食卓が目の前に広がっているという事実だ。

　親父が仕事で忙しい日は１人で食べていた。たまの休みであっても、２人でポツポツと会話を交わしながらの食卓だ。

　うちのリビングにこれだけの笑い声が響き渡り、誰もが楽しそうにしている食卓が目の前にある。そのことが、美味しい食事以上に、俺の心を満たしてくれる。

「春斗君」

「はる君～」

「春斗」

　三者三様に名前を呼んでくれる義姉さんたち。

　彼女たちが来てまだ数日だけれど、それでも俺は義姉さんたちと家族になれてよかったと、そう思い始めていた。




　　　　▼




　それからの義姉さんたちとの日々も、俺にとっては嬉うれしい時間の連続だった。

「夏希姉ちゃん。出る時に一緒にゴミ出しちゃうよ。これで全部？」

「あ、待って！　私も一緒に出る！」

「え、こんなに早く？　俺は今日、日直だから早く出ようと思っただけなんだけど」

「いいでしょ？　私も春斗と一緒に登校したいの」

　そんな風に言われて、嫌だなんて言えるはずもなく。俺は玄関で夏希姉ちゃんの準備が終わるのを待つ。

「ごめーん！　お待たせ」

　お世辞でも何でもなく、この瞬間に立ち会える俺は最高レベルに幸せなんじゃないだろうかと思う。

　だってさ、だって、よく考えてもみろよ。

　あの夏希姉ちゃんが制服姿で俺に駆け寄ってくるんだぞ？　ただでさえ美少女な夏希姉ちゃんがブレザーを着て、完かん璧ぺきな美少女女子高生として隣に立つんだぞ。最高じゃないか。

「あ、春斗。また学ランの第１ボタン外してる。もー！　毎朝毎朝、注意してるでしょー？」

「いいじゃん、これぐらい。苦しいんだよ、上まで留めてると」

「ダメ！　その制服着るのもあとちょっとなんだから、最後ぐらいしっかり着てあげなきゃ、可哀そうだよ」

「いやいや、卒業間近だからってこれまでのスタイルを崩す方が裏切りじゃない？」

「なんでそんなに屁へ理り屈くつばっかり言うかな。ほらぁ、ちょっとしゃがんで」

　なんで毎朝注意されてるのに第１ボタンを外すかって言われればそりゃあ、こうやって夏希姉ちゃんが留めてくれるからに決まってる。

　身長の低い夏希姉ちゃんが一生懸命手を伸ばして、ボタンを留めてくれる。朝一でこんなことをしてもらえれば、その日一日楽しくなるに決まってる。

　まあ、そんなこと本人に言えないから、俺は今日も適当な言い訳をして第１ボタンを外してるんだけどな。

「出来たよ！　うん。男前だ。カッコいい！」

「そう？　ボタン留めてると野暮ったくない？」

「全然そんなことないよ！　絶対ちゃんとしてる方がカッコいいって。だから明日あしたからもちゃんと留めてよ？」

「それは約束出来ませーん。行ってきまーす！」

「あ、こら春斗！　待ってってばー」

　家の近くにあるゴミ捨て場にゴミ袋を放り投げる。そうして夏希姉ちゃんと別れるまでの短い道のりを一緒に歩く。

「あーあ、早く春斗の入学式が来ないかなぁ」

「高校まで一緒に登校できるから？」

「うん！　さすが春斗。よくわかってるね！」

「あはは、まあね」

　さすがにそこまで真正面から肯定されるとは思わなかった。もうちょっと照れるか何かするかと思ったのに。強いな、夏希姉ちゃん。

「でもそっか。来月からは俺も電車通学か。めんどくさいなー」

「え、何で？」

「だって満員電車でしょ？　辛つらそう」

「そりゃしんどいけど。でも、それだけじゃないんだよ？」

「満員電車にどんな楽しみがあるってのさ」

「春斗ともっと一緒にいられる、とか。えへへ」

　おい、それは反則だ。

　なんだその照れくさそうな笑みは。見てるこっちまで恥ずかしくなってくるじゃないか。

「なんてね。じゃあ、春斗。今日も一日頑張ってね！」

「頑張るようなことなんて何もないけどね」

　何しろこっちは受験も終えた中学３年生だ。３月の半ばに差し掛かった今、学校に行ってやることなんて、卒業式の練習か友達とのトランプぐらいしかない。

　駅へと向かう夏希姉ちゃんの背中を見て思う。もう少しで卒業式で、俺はあとちょっとで高校生になるのだと。

「ま、なんて言ったって何がどうなるわけでもないんだけどな」

　別に湿っぽい雰囲気に浸りたいわけじゃない。現に義姉さんたちと一緒に暮らしていれば、どうしたってそんな雰囲気になりようがないのだから。




「春斗君、聞いれますか？」

「あーはいはい。聞いてる。聞いてますよー」

「本当れすかぁ？　さっきから返事がテキトーれすよ？」

　そりゃそうもなるさ。

　中学生活最後の卒業式。その前日の深夜１時にこんな愚痴塗まみれの晩酌に付き合わされてるんだから。

「ていうか、冬華姉さんは明日も仕事だよね？　いいの？　こんな時間まで飲んでて」

「いいんれすー。私は大人だからいいんれすー」

「大人だって言うなら、そこまでベロベロに酔っぱらった姿を子どもに見せないで欲しい」

　これが27歳か。なんか色々考えさせられる。

「大体何があったからそんなに飲んでるのさ」

「よっくぞ、聞いてくれました！」

　あ、聞かなきゃよかった。

「それが酷ひどいんですよ、あの副校長」

「そうなんだ」

「そうなんれす。これは酷い。職場内いじめれす。私は断固として抗議します！」

「そっかそっか。それは大変だね。ところでもう遅い時間だから静かにしようか」

　くっそー、夏希姉ちゃんも秋ねえも上手うまく逃げたからなぁ。だからと言ってこんな状態の冬華姉さんを１人にしとくわけにもいかないし。

「聞いれますか、春斗君！」

「あーうん。聞いてる聞いてる。ばっちり聞いてる。で、何だっけ？」

「あの副校長のことれすよ！」

　頼むから静かにしてくれ。これじゃご近所にも迷惑になる──って、だからそんなに大きな音でグラスを置かないでってば！

「で、冬華姉さんがこんなになるほど不満を溜ためたって、一体何があったのさ」

「春斗君のクラス担任にしてもらえなかったんれす！」

「あー」

　って、いや。それでこんなに荒れるの!?

「酷いんれすよ。本っ当に酷いんれす！　私は何回も今年は１年生の担任がいいって、春斗君のクラス担任になりたいって言ったのに、副校長は『身内のクラス担任は出来ない決まりになっている』って。そんなこと言うんれすよ!?」

「いや、それは副校長先生が正しいと思うけど……」

「なんれれすか!?」

「いや、なんでって聞かれても。身内だからって贔ひい屓きしたりとか、そういうことがあるからじゃない？」

「私がそんなことするって言うんれすか!?」

「いや、そうは言ってないけど……」

　あーもう、めんどくさいな。さっさと酔いつぶれてくれ。

「私は春斗君のクラス担任になりたかったらけなんれすよー。そうすれば体育祭も文化祭も春斗君と一緒に楽しめたんれすよ!?」

「いや、それだけ私情が入ってたらアウトじゃない？」

「もー！　なんれ副校長と同じこと言うんれすかぁ」

「え、待って。今の副校長に言ったの？」

「言いましたよー。春斗君と一緒に学校生活を楽しみたいからクラス担任にしてくれって。そう言いましたよー」

「……冗談でしょ？」

　そんなこと言われたら副校長じゃなくても、ダメだって言うに決まってるって。

「なんれれすかぁ。なんれ、らめなんれすかぁ」

　ていうか、これアレだ。冬華姉さんの気が済まないと終わらないやつだ。親父も極々稀まれにこんな感じになる時がある。大人ってみんなこうなんだろうか？

「春斗君。聞いれますかー？」

「聞いてる聞いてる」

　そして、こんな感じになった時、親父を治める時にすることといえば、

「……ありがとう。冬華姉さん」

　お礼を言う事だ。

「なにがれすかぁ？」

「俺と一緒に学校生活を楽しみたいって言ってくれて」

「？　それれなんれお礼を言われるんれすか？」

「うん？　いや、俺が嬉しいなって思ったから」

　冬華姉さんのことだろうから、きっと何の悪気もなく、純粋にそうなったらいいなって思ってそういうことをしたんじゃないかと思う。裏表なさそうだからな、この人。

　だから、そういう気持ちが嬉しかったんだと、そう伝えるんだ。少なくとも親父はこうすれば納得してそのまま寝落ちしてくれたし。

「そうれすよー。私は春斗君に高校生を楽しんれ貰もらいたいんれす」

「うん。ありがとう」

「頑張ったんれすよー？　春斗君の高校生活が楽しくなるように、私が一番側で見守っていこうって、そう思ったんれすからー」

　お酒に酔ってなきゃ、いいセリフなんだけどな。

「春斗君ー」

「何？」

「私、頑張ったんれすよー？」

「うん」

「なのれー、ご褒美をくらさい」

「ご褒美？」

「頭を、撫なでてくらさい」

「……わかった」

「えへへー」

　待って。ちょっと待って!?　27歳だよね!?　長女だよね!?

　それが何で12歳も年下の男子に頭を撫でられてこんなに嬉うれしそうにしてるの!?

　ヤバい。なんか不意打ちで冬華姉さんのことがとてつもなく可愛く思えてしまった……。

「すぅ、すぅ……」

「って、寝んのかい」

　や、いいんだけどさ、それで。ただその、俺が冬華姉さんに抱いてしまったこの感情はどうすればいいんでしょうか？

「んっ……、すぅ……」

「はあ、仕方ない」

　とりあえず部屋に連れて行くだけ連れて行こう。このままリビングで寝かしてたら風邪を引いてしまう。




　なんてことを深夜までやってたせいか、今日の卒業式は異常に眠かった。

　女子連中は感極まって泣いてたけど、俺は逆に欠伸あくびを嚙かみ殺して涙が出た。

　とまあ、そんな卒業式も終わり、クラスの打ち上げで一通り盛り上がり帰宅をすれば、それはそれでひと悶もん着ちやくあるのが、今の我が家だ。

「あ、あ、あああ!?」

「え、何？」

　帰って早々なんでそんなに奇声を上げられなきゃいけないの？

「は、はは、春斗！　何それ!?」

「何それって。こっちが聞きたいんだけど。どうしたのさ、夏希姉ちゃん」

　何をそんなに驚いてるの？

「それ！　それだよ!!　どうしたの、それ!!」

「……それって、どれ？」

　そんな指さされるばっかりじゃわかんないって。

「冬華姉さん！　秋奈姉さん！　春斗が第２ボタン取られてる!!」

　あー、そういう。え、ていうかそれってそんなに大々的に報告するようなこと!?

「今の本当ですか!?」

「どういうことー？」

　うわ、しかも２人とも走ってくるし。

　何その注目度。逆に恥ずかしいんだけど!?

「ほら、ほら見て！　第２ボタン！　ない!!」

　夏希姉ちゃん。興奮し過ぎて言葉遣いが怪しくなってるから。

「本当だー。どうしてー？」

　おや、秋ねえの声がいつもよりちょっと刺とげ々とげしいぞ？

「これは、しっかり確認する必要がありますね」

　だから何で冬華姉さんまでそんなこと言い始めるのさ。

「第２ボタンなら、幼おさな馴な染じみにあげたよ」

　というか、持っていかれた。ものすごい勢いでこっちに来たかと思ったら、俺が何か言う間に取ってくんだもんな。嵐のようだった。

「お、幼馴染みって女の子!?」

「あ、うん。そう」

　ていうか男だったら俺が嫌だ。あんな勢いで第２ボタンを持っていったのが男なんて、それこそ何なんだって話だ。ていうか、あいつも言ってくれれば普通に渡したのに。

「どこのどなたですか!?」

「うちから10分ぐらいのとこに住んでて、幼稚園からずっと一緒にいる子。進学先も一緒だから、もうちょっとしたら義姉ねえさんたちも会えるよ」

　４月には俺と同じように、夏希姉ちゃんの後輩で、冬華姉さんの生徒になる。

「へー。一緒の高校に進学するんだー。ちなみにその子とは仲いいのー？」

「ああ、まあ。普通かな。毎朝待ち合わせして登校してるし」

　夏希姉ちゃんと別れた後、合流してから行くのが習慣になっている。

「しゅ、集合！」

　え、え、何？　夏希姉ちゃん、それ何の号令？

「春斗君は早く制服を着替えてきてください」

「え、でも」

　集合じゃないの？　俺だけのけ者？

「いいからー。私たちはこれから大事な話し合いなのー」

「あ、はい」

　えー、なにこれ。

　俺、今日卒業式だったんだけど……。




　結局その日、義姉さんたちが何を話し合ったのかも教えて貰えないままに、俺は少し長めの春休みを過ごしていた。そんなある日曜日の午後、

「うん！　似合ってるよ、春斗!!」

「かっこいいよ～」

「写真！　写真を撮りましょう！」

　……何これ。

「高校の制服が届いたから試着しただけなんだけど……」

　着てみたからリビングにいる義姉さんたちに見て貰おうと思っただけなのに。それがなぜこんな大騒ぎに……。ていうか、そんなに連写するほど!?　恥ずかしいんだけど!?

「この間までの学ランもよく似合ってましたが、ブレザーはブレザーでいいですね」

　いや、はい、あの……。新手のいじめか何かですか？　俺を羞しゆう恥ち心しんで殺そうとしてますか!?

「私も制服着てきたよ！」

「なんで!?」

　いや、写真を撮ってる冬華姉さんはまだいい。よくないけど、まだ理解出来る。でも、わざわざ制服を着てきた夏希姉ちゃんは全く意味不明なんだけど!?

「春斗。お揃いだね！」

「ああ、うん。そうね」

　他に何と答えろと!?　いや、嬉しそうにしてくれるのはいいんだよ？　可愛いし。でも、このシチュエーションはわけわかんないよね!?

「いいな～。私もはる君とお揃いしたい～」

　あ、ここにわかっちゃう人がいましたか。俺にはさっぱりわかんないけどな!!

「早く入学式の日にならないかな。そうすれば毎日、春斗と一緒に登校できるようになるのにね！」

「そ、そうだね」

　それはとても素敵な日々だと思うけど。ごめん、今の夏希姉ちゃんのテンションについていけない。

「むむむ。私も時間を合わせれば春斗君との同伴出勤が可能に……？」

「その言い方は誤解を生みそうだからやめよう」

　そして真剣に悩まないでください。そんな理由で毎日遅刻なんて、家族として許せるものじゃないからね？

「高校って再入学出来なかったっけ～？」

「いや、何言ってるの!?」

「だって～、私もはる君と一緒に高校生活送りたいんだもん～」

「そんな可愛く言ってもダメだからね!?」

「えへへ～。はる君に『可愛い』って言われた～」

「言葉の綾あやってご存知ですか!?」

　文脈を汲くみ取って！　頭いいはずでしょ、秋ねえは!!

　ていうかさ、マジで何なのこれは……。制服の試着をしただけでこんな大騒ぎって、一体何事？　それとも姉弟きようだいがいる家庭ってどこもこんななの？

「ほら、もう着替えるから。ちょっとどいて」

「えー、もっと見てたいのに」

「それこそ来月から飽きるほど見れるでしょ」

「あはは。それもそうか」

　全く。何をこんなにはしゃぐ必要があるんだか。

「着替え手伝ってあげようか～？」

「それは真面目に勘弁して」

　俺が年頃の男子って事、わかってる……？

「そっか～、残念～。また今度だね～」

　うーん。全然わかってなさそう。

「それにしても、春斗君が高校生ですか」

「いきなりどうしたのさ」

　そんな感慨深そうにしちゃって。

「いえ、成長しましたねって思ったら感動してしまいまして」

「出会って３か月も経ってないのに何言ってるのさ」

「人間関係で重要なのは、過ごした時間の長さではなく、深さですよ」

　おお、なんか名言っぽい。冬華姉さんのことだから、どっかのゲームからの引用かもしれないけど。

「そう言えば春斗って部活とかどうするの？」

　夏希姉ちゃんの質問に内心ドキッとする。

「え、なんで？」

　恐る恐る聞いてみる。

　まさか、部屋に隠してる〝アレ〟を見られたりしてない、よな……？

「特にやりたいことないなら、生徒会とかどうかなって思って」

「夏希姉ちゃんのパシリになれと？」

「言い方ー！　そんなのじゃないよ。ただ、そうすれば春斗と一緒にいられる時間も増えるかなって思ったの!!」

「あはは。ありがとう。考えてみるよ。さてと、それじゃあ着替えてこようかな」

「え～、もうちょっと～」

「十分堪たん能のうしたでしょ」

　あんなに写真を撮ったんだから。

　そうして駄々をこねる義姉さんたちを振り切り、足早にリビングを去り部屋へと戻る。試着した制服を脱ぎながら思い返すのは、夏希姉ちゃんから言われた一言。

『そう言えば春斗って部活とかどうするの？』

　深い意味はない問いかけ。それでも俺が内心焦ったのは、知られたくないと思ったからだ。

　制服を仕舞うために開いたクローゼット。そこにはジャケットなんかを吊つるしている他、衣装ケースも置いている。

　季節ものの服を仕舞っているものだが、その一番上の段には誰にも見られたくない〝秘密のノート〟を隠している。

　そして、それこそが俺が高校でやりたいと密ひそかに思っていることに関係している。

　義姉さんたちが来てからこっち、バタバタしていて開くことはなかったノートを久しぶりに手に取る。ペラリとめくった１ページ目。そこにはこう書かれている。

『独自調べ。アニメの作り方まとめ』と。




　　　　▼




　それは去年の秋ごろの話だ。

　進学希望の高校を見学するために、俺は文化祭を見に来ていた。賑にぎやかな校内を練り歩きながら、ただ漠然と『ここに通うのかー』と思っていたのを覚えている。

　どこか他人ひと事ごとのように感じていたのは、それが他人事だったから。

　高校に入って特にやりたいこともない。

　進学するのが当たり前だから進学をする。

　なんとなく楽しくて、なんとなく面白ければそれでいい。

　そんなお気楽な考え。

　だけど、この高校の文化祭に来て、そんな楽観は吹き飛ばされ、確かな決意を抱いた。

『なんとなく入学したい』ではなく、『絶対に入りたい』。

『進学希望校』ではなく、『第１志望校』。

　高校受験が他人事ではなく、自分事へと変わったのだ。

　そのきっかけは、とある１本のアニメだった。

　たまたま立ち寄ったアニメーション同好会の上映会。

　そこで見たのは、たった30分足らずのアニメ。地上波でようやっと１話分にしかならない短い時間。

　だけどその30分があったからこそ、俺は受験勉強に本気になった。

　この高校に絶対入りたいって、そう思ったんだ。

　たった30分。たった１話分。

　俺の進路を決定づけた30分。

　人生で初めて受けた衝撃、感動、そして衝動。

　思い返すたびに募る思いは、その回数が多くなるたびに強くなっていた。

　高校に入ったら、アニメーション同好会に入ってあんな作品を作りたい。

　それだけをモチベーションに、受験勉強を乗り越えてしまうほどに。




　そして今日、俺は高校の入学式を迎えた。昨夜ゆうべは緊張して寝つきが悪かったんだから、どんだけ楽しみにしてたんだって話だ。……まあ、そんな話は恥ずかしくて誰にも出来ないけどな。それがたとえ、どれだけ仲のいい友達であっても。

「『楽しみで仕方ない』って顔してるぞ、春斗」

「ばっ、別にそんな顔してねぇよ!!」

「鏡、見てくるか？」

　そうしてニヤニヤと嫌らしく笑うのは、相あい葉ば勇ゆう樹きだ。中学３年で初めて一緒のクラスになった男子だが、何だかんだ気が合いつるんでた、いわゆる悪友というやつだ。

「まあ、あれだけ『高校に入ったらアニメーション同好会に入るんだー』って言ってればな」

「そんなに言ってねぇだろ」

「１日３回は言ってたぞ」

「それは絶対に噓だ」

　いや、噓じゃないかもしれない。受験が近くなればなるほど、その話をしてた気がする。

「んで？　どうするんだ？　今日の放課後、早速行くのか？」

「あー、一応、部活の仮入部期間が始まってからで」

「変なとこ真面目だよな、春斗って」

「や、そんな入学初日から行ったら意識高い奴みたいで恥ずいじゃん」

　いや、本当ならすぐにでも部室に行きたい！　行きたいんだけど、なんかそれはそれでダサいと言うか、みっともないと言うか、まあ、そんな感じだ。

「そんなにやりたいんなら、カッコつけなくてもいいじゃねぇか」

「うるせー」

　言われなくても分かってんだよ。でもさ、そういうことじゃないだろ!?

「しかし、まさかまた春斗と同じクラスになるとはな」

「どんな腐れ縁だって話だよな」

　話題が逸それた安心感よ。自分の本気が話題になってるのって、なんであんなに照れ臭いんだろうな。

「それだけ俺らの友情は強かったってことだろ」

「やめろ、気持ち悪い」

　そう言いつつ勇樹と小突き合う。こういうノリは安心出来てホッとする。

「まあ、春斗の場合腐れ縁って言うなら、湊みなとの方なんだろうけどな」

　勇樹が指示した先では、ちょうど１人の女子生徒が教室のドアをくぐったところだった。

　彼女の名前は湊優ゆう美み。俺の幼馴染だ。どこか幼さの残る顔立ちは、それでも人目、特に異性の目を引くには十分整っており、先に教室に来ていた男子数名の視線を集めている。肩口で切りそろえた髪は跳ねるように揺れ、優美の明るい性格を表しているようだ。

　不安そうにキョロキョロと辺りを見回した後に、俺たちを見つけるとパアッと表情を輝かせ、小走りにこちらへとやってくる。

「おはよ、春斗。相葉君も」

「相変わらず湊の中じゃ、俺は春斗のおまけかー」

「そんなことない、そんなことないから！」

「本当かよー？」

「本当だってば。全然そんなこと思ってないから」

　中学の頃とまるで変わらないやりとりに、一瞬ここが新しい教室だということを忘れそうになる。

「えへへー」

「どうした、優美。気持ち悪い笑い方して」

「ひどい!?　春斗、今のはひどいよ!!」
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「悪い悪い。いきなり笑い出すもんだからさ」

「いいでしょ別にー。春斗たちと一緒のクラスになれてよかったなって思ったんだから」

「春斗『たち』じゃなくて、春斗と、だろ。言い間違えてるぜ、湊」

「も、もー。どうして相葉君はいつもいつもそんなこと言うの？　そんなんじゃないってば」

「そりゃあ、なあ。中学の卒業式であれだけの勢いで春斗の第２ボタンを強奪していったわけだし？　そう思われても仕方なくないか？」

　そう、何を隠そう。この湊優美こそが、俺の第２ボタン強奪事件の主犯だ。

「あ、あれは違くてッ！　……だって緊張したんだもん」

　そこでなぜこっちを見る？

「春斗、あの件って誰かからツッコまれたか？」

「？　いや？　学校じゃ特に」

　家で義姉ねえさんたちとはひと悶もん着ちやくあったけど。

「そりゃそうだ」

「な、何!?　その意味深な頷うなずき方!?　ねえ相葉君！　それどういう意味!?」

「どうもこうも、とっくに夫婦認定されてるってことだ」

「ふ、夫婦じゃないから!!」

　うーん。逆にちょっといつも通り過ぎない？　せっかく高校に進学したと言うのに、全くもって新鮮味がない。昨夜のドキドキワクワクを返して欲しい。

　周りのクラスメイトたちは、誰も彼もが教室の中を不安そうにキョロキョロと見回してるってのに、──って、え？

「夏希姉ちゃん!?」

　なんで３年の夏希姉ちゃんが１年の教室に？

「あ、春斗！　よかった見つけられたー。危うく１年生の教室を全部回るところだったよ」

「え、いや。何してるの？」

「今日は私たちも午前中だけだから、一緒に帰ろうかなって思って。そのお誘い」

「それはいいけど、わざわざ教室に来なくてもスマホで連絡くれればいいのに」

「あはは。そうも思ったんだけどね。せっかくだし、高校生になった春斗を見たいなーって思って」

「今朝、嫌ってほど見てたじゃん」

　試着した日に散々撮ってたのに、また記念撮影までしてたのはどこの誰ですか……。

「細かいことは気にしないの！　じゃあ、放課後になったらまた連絡するから。あ、言っとくけど先に帰ったらダメだからね？」

「わかってるよ」

　アニメーション同好会に行くのも、今日じゃないしな。うん、今日じゃない。

「うん、よし！　って、あ。春斗、ネクタイ曲がってるよ。もう、入学早々情けないなー」

「わかった。わかったから！　自分で直すから！　だからほら、夏希姉ちゃんも自分の教室に戻りなよ」

　あっぶな。高校生活始まって早々、義姉さんに身だしなみを整えられてる姿をクラスメイトに見られでもしたら、残り１年恥ずかしくてやっていけなくなる。

　っとに、夏希姉ちゃんもちょっとは人目を気にして欲しい。そういうのは家の中だけにしてもらいたいもんだ。

「しっかりとね！　後、学校生活で何か困ったらいつでも相談してね。じゃあ、また後で」

「わかってる。ありがとう。じゃあ、後で」

　そう言って夏希姉ちゃんを見送った教室の中は、すっかり静まり返っていた。

　ま、だよね。

　入学式の在校生代表で挨あい拶さつをしてた生徒会長が、いきなり教室に乱入してきたと思ったら、よくわからないクラスメイトと親し気に話して帰っていくんだ。事情がわからない奴からすれば、何事だって話だろ。

「春斗」

「春斗」

　事情がわかってる奴からしても、何事だって話みたいだけど。

「お、おま、お前！　なな、なんだ今のは!?　何なんだ!?」

「だだ、誰!?　今の誰!?　誰なの春斗!?!?」

「あー、はいはいわかった。わかってるから、ちゃんと説明するからそんな鬼気迫る顔を向けてくるな」

　取って食われるかと思っただろうが。

「お前らには話したことあっただろ。親父が再婚して義姉あねが出来たって。今のがそのうちの１人。志木夏希さん」

「あ、義姉!?　あれが!?　あんな美人で生徒会長で可愛い人が、義姉!?」

　勇樹。お前興奮し過ぎだ。

「あああ義姉。そそそそっかぁ。ななな仲いいい良いんだねぇえ」

　優美。お前はどこかぶっ壊れたか？

「聞いてねえぞ、春斗。義姉が出来たってのは聞いたが、それがあの生徒会長だとは一言も聞いてねえ!!」

「そら、言わなかったし」

「なぜ言わなかった!?」

「今みたいにめんどくさいことになると思ったから」

「友情！　俺とお前との間に友情はないのか!?」

「やかましい」

　言ったら絶対にその『友情』で強引に家に遊びに来ようとしただろうが。

「はは春斗。ねえねえ春斗」

「何？」

「えっとその。えとえと」

「いいから落ち着け。ほら、深呼吸」

「あ、うん。す～～～～は～～～～す～～～～は～～～～」

　おお、そうすると胸が強調されてすごいな。義姉さんたちほどじゃないけど、優美も結構な物をお持ちで。

「春斗の第２ボタンを貰もらったのは私なんだからね!?」

「それ、今絶叫する事か!?」

　やめろよ、変な噂が立つだろうが!!　ただでさえ夏希姉ちゃんの襲来で変な視線が送られて来てるって言うのに、これ以上は勘弁してくれ!!

「あ、チャイム」

　ナイスタイミング！

「ほら、優美も勇樹も席に戻れって」

「今の話、後で絶対に聞くからな」

「私も私も！　聞かせてね」

「わかったよ」

　さてと、どうやって逃げようかな。




「ってことがあったから、学校では用がない限りは教室とかに来ないようにして欲しいんだけど」

　その日の夕飯時。入学初日の話をせがむ義姉さんたち３人に対して、俺はあの後の顚てん末まつを含めて話をしていた。

　最初は優美と勇樹だけだったのに、面白がったクラスメイトたちまで集まってくるんだから、本当に勘弁して欲しい。

「むー、そっかぁ。せっかく春斗と一緒の学校に通えるようになったのになぁ」

「夏希姉ちゃんなら分かるでしょ。今の時期に変に目立つことすると、後が大変なんだって」

「えー、でもぉ」

「家でならいくらでも一緒にいられるじゃん。だからさ、頼むよ」

「……春斗がそこまで言うなら、いいけどぉ」

　うっわ、めっちゃ不承不承。

　でも、こればっかりは俺も譲れない。入学初日から変に浮いていじめられるなんてことになったりしたら、目も当てられないし。

「冬華姉さんもだからね」

「え、私もなんですか!?」

「そりゃそうでしょう」

　むしろ夏希姉ちゃんよりも冬華姉さんの方が心配だ。その辺、空気とか読まなそうだし。

「今日は色々忙しくて春斗君に会いに行けなかったので、明日あしたからはもっと会いに行こうと思ってたんですけど、ダメですか？」

「ダメ」

　ほらな、予想通りだ。

「でもでも、ちょっとぐらいならいいんじゃないですか？」

「完全にダメです」

「なんでですかぁ!?」

「冬華姉さん、よく考えて。それで俺が周りから『姉弟きようだいだからって贔ひい屓きされてる』なんて言われたらどうするのさ」

「私はそんなことしませんよ？」

「冬華姉さんはそう言っても、周りが同じように考えてくれるとは限らないだろ」

　少しは周りの目ってものを考えようか。頼むから。

「うー、わかりましたよぉ。でも、そうしたら私は学校でいつ、春斗君に会いに行けばいいんですか？」

「いつって言われても……。変に目立つようなことしなければ別にいいけど」

「教師と生徒の禁断の関係ってやつですね!?」

「違うからね!?」

「あう。はい……」

　なんで残念そうにしてるのさ。冬華姉さんってどうにも子どもっぽいところがある。

「２人ともいいな～。はる君と一緒に学校に行けて～。私も教員免許を取っておけばよかったよ～」

「秋ねえまで何を言い出すのさ」

「だって～、羨うらやましいんだもん～。それに～、家に１人でいても暇だし～」

「仕事は？」

「退屈だからサボった～」

「いや、それはダメでしょう!?」

「いいの～。今年度は私～、授業の受け持ちもないし～」

「え、大学の准教授ってそんな感じなの？」

　社会人って働かなきゃいけないものじゃないの？

「春斗君。秋奈は特別なんですよ。そういうところの融通を利かせるから在籍しててくれって言われてるんです」

「めっちゃ特別待遇じゃん」

「えへへ～。尊敬した～？」

「したした。秋ねえってすごいんだな」

　家じゃただのぐうたらお姉さんなのに……。

「それじゃ～、もうひとつ自慢しちゃお～」

　得意げに胸を反らす秋ねえ。そうすると暴力的なおっぱいがさらに強調されて、非常に目の毒、いや眼福ですね。ありがとうございます。

「とあるツテで～、いい宿泊施設を～、ゴールデンウイーク中借りることが出来ました～」

「ん？　どういうこと？」

「ゴールデンウイークはみんなで旅行に行こうってこと～。はる君の入学祝いだよ～」

「え、マジで？　いいの？」

「大丈夫～。頼んだら快く貸してくれたよ～。私だけの特権～」

「職権濫用って言わない？」

「持ってる権力は使わなきゃもったいないよ～」

　おお、なんかカッコいいセリフだ。

「海の側に建ってるんだけど～、私有地だから誰もいないし～、私たちの貸し切りだよ～。プライベートビーチ～」

　いや、それは違うと思う。意味が違う。

「いいですね！　ぜひ行きましょう」

「私も賛成！」

　冬華姉さんと夏希姉ちゃんは乗り気。それなら、

「うん。みんなで行こう」

「決定～」

　秋ねえのその言葉に、賑にぎやかだった食卓がさらにワッと盛り上がる。みんなしてあーでもないこーでもないと、旅行の計画について話し合う。

　そんな中、ふと俺は思ったことを口にした。

「そう言えば、家族旅行ってはじめてだ」

　そうだな。親父と一緒に旅行に行った記憶なんてないし、志木家ではそういうイベントごとってほとんど存在しなかった。

「春斗君、うんと楽しみましょうね！」

「はる君に楽しんでもらえるようにするね～」

「春斗！　たくさん思い出作ろうね！」

　でも、今は違う。

　うちには義姉ねえさんたちがいる。




　　　　▼




「春斗。最近なんか、機嫌よくね？」

　高校入学から１週間近くが経過したとある月曜日。放課後の廊下を歩いていると勇樹からそんな風に言われた。

「そうか？」

「最初は高校入って浮かれてんのかと思ったけど。なんか違うんだよな」

「そんなことねーよ」

　まあ、義姉さんたちとの旅行が決まってからこっち、テンション高めなのはあるけど。でも、それでご機嫌なんて、子どもっぽい理由をこいつに聞かせるのは癪しやくだ。

「まあ、あれだけ美人な義姉あねが出来れば浮かれもするか」

「そんなことないって。大変なんだぞ、色々と」

　これまでずっと男所帯、それもほとんどが１人暮らしみたいな環境で生活してきたんだ。そんなところに複数の女性が入ってきたともなれば、まあ、色々とある。先日の冬華姉さんとのトイレ事件然しかり。

「その『色々』が俺らからすれば羨ましいんだよ。あの志木先生と志木先輩との共同生活なんて、全校男子の夢だろ」

「羨ましいか？」

「代われるものなら代わりたいって思うぐらいにはな」

「まあ、そりゃそうか」

　俺だって勇樹の立場なら同じように思っただろうしな。

「うわー、ムカつくな今の」

「はっはっは。せいぜい羨んでくれ」

「うぜー」

　とかなんとか。軽口を叩たたき合えるからコイツとの関係は楽でいい。これが優美なら変に心配されたりするから、こっちも気を遣うんだ。

「そういや湊は？　ここ１週間、放課後はいつも一緒だったろ？」

「部活に行ったよ。今日から仮入部期間が始まったし、高校は部活を頑張るって入学前から息巻いてたしな」

「へえ。湊ってそんなに部活に燃えてる奴だったっけ？」

「中学の時は、なんか楽しそうにはしてたな」

　ちなみに、優美の部活はバドミントン。中学の頃は部員同士で仲良さそうにしてたのは覚えてる。みんなでお揃いのリストバンドしたりしてたし。

「ただまあ、高校に入ったら本気でやってみたいって思ったとは言ってたな」

「誰の影響なんだろうな」

「知るか」

　絶対からかってくると思った。くそ、そのニヤニヤした笑いをやめろっての。

「俺からすればすげぇと思うけどな。春斗も湊も、よく部活なんてやる気になるな」

「俺に付き合ってるお前が言うか？」

　俺たちが今向かってるのも、部活というか、同好会だぞ？

「俺はただの暇ひま潰つぶしだ。後は興味本位。春斗が本気になったものを見てみてえってだけ。それに、部活にしろ同好会にしろ在籍してれば、なんかの時親への言い訳になるだろ」

「幽霊部員になる気満々じゃねぇか」

「そんなにやりたいってわけでもないしな。だから羨ましいよ、お前や湊が」

　そう言われると何だか無性に照れ臭いんだが……。誘わない方がよかったか？　でも、それだとぼっちになる可能性もあるからな。まあ、まだ仮入部期間だし、いいだろ。

「しっかし、すげぇよな。その〝アニメーション同好会〟って。俺もアニメは見るけど、作ろうとは思わないぞ」

「まあな」

　俺もそう思っていたからこそ、去年の文化祭での上映会を見て感動したんだ。

　アニメを見る物じゃなく、作る物として取り組んだ人たちがいたから。しかも、高校生で。

「ていうか、ヤバいな。よくよく考えたら今からあの神作を作った人たちと会うのか」

「……何を今更言ってんだよ」

　勇樹がアホかって視線を向けてくる。

　でも、仕方ないだろ!?　そういうテンションになるだろ、普通！　だってこれから会うのは、〝あのアニメ〟を作り上げた神だぞ、神!!

「あー、ヤッベぇ。めちゃくちゃ緊張してきた」

「まだアニメーション同好会の部室に着いてすらいないぞ」

「勇樹。お前にはこの興奮がわかんないのか!?」

「わかんねぇって。俺、その作品見てないし」

「それ、マジで人生損してるから。絶対見た方がいいから」

「はいはい。機会があればな」

　くそー、動画がネットに上がってれば見せられたのに。どれだけ探しても見つからなかったからな。俺だってもう一回見たいのに!!

「でも、高校生が作ったんだろ？　だったら出来もそこそこなんじゃねぇの？」

「勇樹。お前、ケンカ売ってんのか？」

「ガチな眼まな差ざしやめろ」

「だったら、お前も変な事言うんじゃねぇよ」

　危うく手が出そうになったじゃないか。

「はあ、悪かったよ。っとに、オタクってメンドクセーな」

「聞こえてるぞ」

「聞こえるように言ったんだよ」

　なんて呆あきれるように言われても、しょうがない。俺にとってあの作品は紛れもなく〝神〟だったのだから。

　キャラクター。

　設定。

　世界観。

　作品の基本となる３つの要素はとても魅力に溢あふれていた。

　ストーリー。

　演出。

　音楽。

　作品を彩るそれらは基本となる３つの魅力をふんだんに活いかしきっていた。

　だからこそ、その作品を通して伝えたいテーマが、ものすごく説得力を持って見ている俺には伝わってきた。

　なんだったら、今期やっているどのアニメよりも『すごい』と思えてしまうぐらいに。

「着いたぞ」

　そうこうするうちに、俺と勇樹はとある扉の前で立ち止まっていた。

　校舎の端っこ。文化系部室や他の同好会、空き教室なんかが並ぶその一角に、その部屋はあった。扉は他の教室なんかと代わり映えしない極々普通のもの。

　ただ、その扉の上。下手へたくそな字で書かれた〝アニメーション同好会〟という表札は、他のどの部屋のそれよりも、輝いて見えた。

「春斗……？」

「あ、ああ」

「緊張してんのか？」

「べ、別にそんなんじゃねぇし」

　そんなことはない。めちゃくちゃ緊張している。

　この扉の向こうにあの神作を作り上げた神がいるのかと思うと、もうどうしようもないほどに緊張している。

　手汗ヤバいし、めっちゃのど渇いてるし。何なら受験当日より緊張してる。

「よし、行くぞ」

「いいから、早くしろって」

　急せかす勇樹を若干疎ましく思いながらも、意を決して、コンコン、と扉をノックする。

「…………」

「…………」

　無言のまま、勇樹と一緒に返事を待つ。

　10秒、20秒、30秒……。

　いくら待っても返事のない扉を、もう一度ノックする。

「…………」

「…………」

　しかし、返事はない。

「これ、中に人いるのか？」

「わからない」

　勇樹の問いに答えながら扉の取っ手に手をかける。グッと横に引き、開いた扉から１歩中へと踏み込むとそこには、

「春斗。この同好会、本当に活動してるのか？」

「……わからない」

　返す言葉は同じでも、そこに込もった感情は先ほどの比ではない。困惑が大きく、はっきり言って途方に暮れている。

「何にもないな」

　勇樹の言葉通り。〝アニメーション同好会〟と表札が出ていた部屋の中は、パイプ椅子と長机がいくつか置かれているだけで、他には何も、それこそ筆記用具のひとつすらも存在しなかった。まるで、ただの空き教室のように。

「え、マジで……？」

　思わずそう呟つぶやかずにはいられない。その響きに、自分がどれだけ〝アニメーション同好会〟での活動を楽しみにしていたのかを思い知る。

　そして、その期待が大きかった分だけ、空虚が失望となって胸にこみ上げてくる。

「なあ、春斗。ここ、もう活動してないんじゃないか？」

　教室の中を見て回っていた勇樹がそう口にする。目の前の光景が、どうしようもない真実味をその言葉に与えている。

「どうするよ？」

「どうするったって、どうしよう……」

　どうしようもない。だって、この部室には人の気配がしないのだから。

「とりあえず帰るか？」

「いや！　いやいやいや、それは待てって！」

「でもよ、春斗。他にどうしようもなくないか？」

　わかる。勇樹の言う事もわかる。だけど、でも、それはちょっと待ってくれよ。

「職員室！　職員室に行こう!!　先生なら誰か、アニメーション同好会について知ってるかもしれないし！」

「……わかったよ」

　無駄かもしれない。この部室を見る限り、アニメーション同好会が活動してないのなんて、一いち目もく瞭りよう然ぜんだ。

　それでも俺は諦あきらめきれない。

　だって、アニメーション同好会に入るためにこの高校に入学したんだぜ？　そんな簡単に諦められるわけないだろ。

　そんな思いで縋すがるように職員室へと足を運び、そして──。




「まさか、在籍してたのが３年生だったとはなー」

「去年の、な」

　学校最も寄よりの駅ビルにあるフードコート。そこで俺と勇樹は適当な席に座って駄だ弁べっていた。目の前には飲み放題の水が入ったコップに、ファストフード店のポテトがひとつ。アプリのクーポンを使って買ったそれを、勇樹と分け合いちまちま食べながら言葉を交わす。

「卒業してるじゃんって話な」

「どうすんだ、春斗？　内部進学してるっぽいから、大学に行けば会えるだろうけど」

「会ってどうすんだよ」

「どうって、そりゃ、お前が決めろよ」

「だよなー」

　そもそも勇樹は付き合いだし、アニメーション同好会にこだわる理由なんて無い。理由があるのは、俺だけだ。

「春斗がアニメーション同好会のために頑張ってたのは知ってるけどよ、こればっかりはどうしようもないって」

「まぁなー」

　同好会に在籍していたのは去年の３年生だった。もう卒業している。その事実が頭の中をグルグルと駆け巡り、勇樹の話なんてまるで頭に入ってこない。

「バイトでもしようぜ。そんで、バイト代でオタ活。それでもいいじゃねぇか」

「まぁなー」

　我ながら気のない返事だ。

　でも、確かに勇樹の言う通りだ。アニメーション同好会以外にも楽しい事なんていくらだってある。そっちを楽しめばいいだけの話だ。だけど、

「ちょっと、考えてみるわ」

「そうか」

「うん」

　だけど、楽しみにしてたのだ。高校に入学して、アニメーション同好会に入って、そこで活動できる日を。だから、なくなっていたからと言って、そうそう簡単に折り合いをつけられるものでもない。

「俺はどうすっかなー。やっぱバイトすっかなー」

「いいんじゃないか？」

「お、見ろよ春斗。あそこ、可愛い子が働いてるぞ」

「そうだな」

　勇樹の言葉に頷うなずきながら、俺は思い返していた。あの空虚な部室を。




　それからも何度かアニメーション同好会の元部室に１人で足を運んでみた。もしかしたら俺と同じような新入生がいるかもしれないと淡い期待も持ったけれど、終ついぞそんな機会は訪れなかった。

　そうして無為に時間を過ごす中、何もないと思っていた部室で見つけたのは、卒業した先輩たちが忘れていった書きかけのコンテ用紙や、アイデアを書き殴ったと思われるいくつかのメモだった。その書き込みを見ていれば、この部室で時間を過ごした先輩たちの姿が夢想される。

　どんな人だったのだろう？

　何を考えていたのだろう？

　何を思っていたのだろう？

　どうしてアニメを作ろうと思ったのだろう？

　なんであの作品を作ったのだろう？

　アニメを作るのは楽しかった？　辛つらかった？

　そんな、もしかしたら聞けたかもしれない数々の質問を思い起こしては、消していく。

　いくら思考を巡らそうとも、その質問をしたかった人は、今ここにはいないのだ。

　そんな虚むなしさを埋めるように、自分でもコンテ用紙に書き込みをしてみたり、まっさらなノートに企画のようなものを描いてみたりしたけれど、結局途中で帰ったりを繰り返す。

「……」

　高校生活自体は楽しく時間が過ぎていく。学校には優美や勇樹はもちろん、新しく出来た友達がいる。そこに不満があるかと言えばそんなことはない。十分に楽しい。

　でも、だからこそ、あの空っぽな部室の存在感が増す。

　考えた。

　悩んだ。

　迷った。

　勇樹には何度も遊びに誘われた。

　優美からも、良ければバドミントン部に入らないかと言われた。

　そうして周りから声をかけられればかけられるほどに、胸の内で思いが強くなっていく。

　諦めたくない。

　アニメーション同好会での活動を。アニメ制作を。

　俺は、やりたい。

「でも、どうすればいいのかがわからないんだよなー」

　調べたから知っている。

　アニメは１人では作れない。

　監督、脚本、演出、音楽、美術、ＣＧ、原画、動画、デザイン、編集。

　さらに多くのスタッフがその力を結集させて作り上げるのがアニメだ。もちろん高校の同好会でやるのであれば、そこまで本格的な役割配置をする必要もない。

　絵と音楽、それらをまとめ上げる編集、そして脚本がいればアニメにはなる。

　だけれど、俺１人でそれらを全部やるのは無理だ。

　もしかしたらストーリーを考えることぐらいなら出来るかもしれない。オタクの端くれとして、多くのアニメを、漫画を、ラノベを楽しんできた。それらからヒントを得て、話を考えることぐらいは出来るかもしれない。だけど、絵も音楽も、編集も、

「出来ないんだよな、俺には」

「何が出来ないんですか？」

「ッ!?　冬華姉さん!?」

「？　どうしたんですか、そんなに驚いた顔をして」

「ああ、いや。うん、何でもない」

　あー、びっくりした。いきなり冬華姉さんがソファの背もたれ側から顔を覗のぞかせるんだもんな。まあ、家のリビングにいるんだから、それぐらい当たり前じゃんって話なんだけど。

「春斗君。旅行の準備は出来ましたか？」

「え？」

「もう！　忘れたんですか？　春斗君の入学祝いに旅行に行こうって話をしたじゃないですか。秋奈が施設を借りてくれたって言ってたの、覚えてますか？」

「あ、あー！　はいはい！　覚えてる覚えてる!!」

　正確には思い出した、だけど。

　最近はアニメーション同好会の件で頭がいっぱいで、そんなことすっかり忘れてた。そっか、もうすぐゴールデンウイークか。

「その様子じゃ準備なんてまだしてませんね？」

「１週間後の話でしょ。気が早くない？」

「そんなことはありません。何事も前もっての準備が大切なんですよ」

　って、言われてもな。楽しそうにしている冬華姉さんには悪いけど、今はアニメーション同好会がなくなってたショックが大きすぎて、旅行にそこまで前向きにはなれない。

「悩み事でもあるんですか？」

「なんで？」

「そういう風に見えたからです。悩み相談に来る生徒たちと同じ顔をしてましたよ、今の春斗君」

　……参ったな。

「私でよければ聞きますよ。これでも教師ですし、春斗君は私の大切な義弟おとうとですから」

　そう言うと冬華姉さんは静かに俺の隣に腰掛ける。

「あー、いや。そんなに大げさな話じゃないんだけど」

「それでも春斗君は真剣に悩んでるように見えましたよ」

　いや、まあ、そうなんだけど……。

「何か、言いにくい理由でもあるんですか？」

「や、別にそういうわけでは、ないん、だけど……」

　ただ、ちょっと口にするのが恥ずかしいだけだ。夢ってほど大げさではない。それでも本気、だから。

「まさか、好きな人の事とか、ですか？」

「え」

「そうなんですか？」

「いやいや、近いから!!」

　距離！　距離考えて!!　そんな前のめりになる必要なくない!?

「どうなんですか、春斗君」

　え、なにこれ。なんでそんなに真剣な眼まな差ざしなのさ!?

「違うから！　そういうんじゃないから!!」

「本当に？」

「本当！　なんでそんなに疑うのさ!!」

「春斗君が言いにくそうにするからです。生徒がそういった態度で相談してくる大半は恋の悩みですからね。もしくは、いじめ──まさか!?」

「ないから!!」

　入学１か月も経たないでいじめられてたら、高校生活お先真っ暗じゃないか！

「でしたら安心しました。ですが、そうすると春斗君の悩みとは何なのでしょう？」

　あ、なんか真剣に考えだした。これはもうあれか。話さないと納得しないやつか。まあ、冬華姉さんなら話してもバカにしたりするようなことはないだろう、多分。

「アニメーション同好会」

「はい？」

「うちの高校にアニメーション同好会があるのって、冬華姉さん知ってる？」

「はい。知ってますよ」

　あーもう、どうしよう。言うか言わないか。でも、ここまで言ってぼかすのも変だしな。

　いいや、言っちゃえ。

「俺さ、アニメーション同好会でアニメを作りたくてこの高校に入学したんだ」

　うわー、改めて言葉にすると恥ずかしいな。ていうか、怖い。なんて反応をされるのかわからない。キョトンとされるのは、まだいい。でも、仮に笑われでもしたら……。

「春斗君。今の話、本当ですか？」

「え、あ、うん」

「そうですか」

　え、え、何？　何なのその反応。真剣な顔をしてるけど、その表情はどういう意味？

「わかりました。そうしましたら、ちょっと待っててください」

「え」

　戸惑う俺をよそに、冬華姉さんは立ち上がるとどこかへ行ってしまった。

　うわー、これ、言わない方が良かったか？　冬華姉さんのあの反応ってどういうことだ？　なんで何も言わないんだ？

　てか、あれか。何も言えなかったのか？

　そりゃそうだよな。

　球児が甲こう子し園えんを目指したいから野球の強豪校に入学したとかって、わかりやすい話じゃないもんな。

　アニメを作りたいから高校に入学したって、ちょっと意味わかんないし。何それって、普通はそう思うよな。どうしようか、冬華姉さんに恥ずかしい奴、とか思われたりしてないだろうか？　まさか、それを秋ねえや夏希姉ちゃんに言いふらしたりしないよな？

「春斗君」

　なんて、ちょっとネガティブ気味に考えていたら、冬華姉さんに名前を呼ばれた。振り向けばそこには、冬華姉さんだけでなく、秋ねえと夏希姉ちゃんもいた。

「……なんで水着なの？」

　うん、ごめん。まずそこを確認させて。なんで水着？　秋ねえに夏希姉ちゃんが水着なのは普通に謎だし、冬華姉さんまでなぜ水着？　さっきまで普通に服を着てたよね？

「試着です。旅行のための」

「どう～、はる君～。似合う～？」

「旅行は海辺だからね！」

「え、海に入るの？」

　まだ５月だよ？　寒くない？

「まあ、その話は置いておいてですね」

　いいの!?　置いといていいの!?　その話!!

「春斗君にひとつお話があります」

「何？」

　すげぇ、冬華姉さんがどれだけ真剣な表情で言おうが、シチュエーションのせいで全てが台無しになってる感が半端じゃない。ＴＰＯって大事。

「私たち３人は、アニメーション同好会の関係者でした」

　……はい？
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「お、おおっ。これこれ！　これだよ!!」

　水着姿で衝撃の告白をされてから10分。俺はかじりつくようにしてテレビを見ていた。いや、正確にはそこに映し出されたものを、だ。

「すげっ。うわ、マジか！　いや、マジか!!　すっご[image: ]」

　語ご彙い力なんてどこかに置き去りにしたままに見るのは、とある１本のアニメ。

「あー、ここそういう解釈。初見じゃ気づかなかったわ。え、めっちゃ細かい。マジか」

　部屋のパソコンでアニメを見ているときだって、ここまでひとり言は激しくない。でも今は、どうしようもなく感情を揺さぶられているから。１秒１秒、感動しているから。口から勝手に言葉が飛び出すのを止められない。止めようとも思わない。

「うっそ、こんなだった!?　あれ、マジか。うっわー、見落としてたー!!」

　黙ることなんて出来るはずもない。この熱量を溜ためこむことなんて不可能だ。

　だって、今テレビに映し出されているのは、俺が熱望した、心の底から渇望した、俺にとっては神としか言いようのない作品なのだから。

「……はー。ヤバかった」

　深く、深く、座り込む。この余韻を余すところなく体に沁しみ込ませるようにして。

「……ヤバ。なにこれ、神じゃん」

　最後のブラックアウトした画面まで食い入るように見つめてしまった。終わった瞬間、黒くなった画面に映り込んだ自分の顔を見て、なんとか現実に帰ってこれた。逆に言えば、それだけ深く、作品に没入していた。

「……マジ神」

　なんかもう、それしか出てこない。いや、神だった。ヤバい。本当に。マジで。

「これでわかってくれましたか？」

　不意に聞こえてくる声。いや、不意でも何でもないか。ずっと側にいたんだから。って!?

「見てた？」

「はい？」

　キョトンと首を傾げる冬とう華か姉さん。

「今の、見てた？」

「ええ、ずっと」

　うっわ、恥ずッ！　だから嫌なんだよ、人前で全力でオタクするの。あんな恥ずかしい姿、普通は人に見せられないだろ!?

「相変わらず、いい作品ですよね」

「あ、そっち？」

「何の話ですか？」

「……いえ、なんでもありません」

　自分の痴態の事かと思ったら、アニメの事か。早とちり、勘違い。これは、気まずいッ。

「懐かしいな～」

「まだ１年経ってないよ、秋あき奈な姉さん」

　って、そうじゃん！　今ここにいるのって、冬華姉さんだけじゃないじゃん!!　秋ねえも夏なつ希き姉ちゃんもいる。そんな中であれだけ全開のオタクをやってたとか、なんかもう死にたくなってきたんですけど!?

「ていうか、３人ともまだ水着なの？」

　何してんだ、この人たち。

「だって～、はる君何の感想も言ってくれないんだもん～」

「え、俺のせい？」

　そんな馬鹿な。

「似合う？」

「ああ、うん。めっちゃ似合ってる」

　逆に、義姉ねえさんたちに似合わない水着があったら教えて欲しい。

「もっとよく見ていいんですよ、春はる斗と君」

「や、十分だから。ちゃんと見たから」

　なので早く着替えてきてください。家の中でそんな恰かつ好こうされても困るだけだから。

「物足りない～」

「もっと見て欲しいな！」

「不満です」

「一斉にダメ出し!?」

　なぜ!?

「アニメにはあんなに夢中だった～」

「全然興味なさそうなんだもん」

「そういうことです」

「そんな無茶苦茶な……」

　アニメと義姉さんたちじゃ、興味の対象として全然ものが違うだろうに。

「春斗君にしっかり興味持ってもらえるように、今日は１日この恰好で過ごしますね」

「いや、意味わかんないから」

「他にもいっぱいあるんだよ～」

「……そうですか」

「もっとたくさん見せてあげるね！」

「もう十分ですが!?」

　何？　何がしたいの、義姉さんたちは!?

「まあ、それはともかくとして。春斗君、これでわかってくれましたか？」

「水着姿のまま真面目な話をしようとする冬華姉さんのことは、何ひとつとしてわからないけどね」

　いや、本当に何がしたいの？

「私たちがアニメーション同好会の関係者だという話、これで信じて貰もらえましたか？」

「ああ、それはまあ、うん」

　何しろ、文化祭で見たあのアニメの本編映像を持っているのだ。どれだけネットを探しても見つからず、きっともう制作者しか持っていないと諦あきらめていたあの映像を、だ。

「これは昨年度卒業した生徒が制作したものなのです」

　そう言いつつ、冬華姉さんはプレイヤーからディスクを取り出す。うーん、ていうかまずその水着、どうにかならない？　普通に目のやり場に困る。

「その話は聞いたよ。もう卒業しちゃったから、アニメーション同好会に在籍してる生徒はどこにもいないって、職員室で聞いた」

　その時は冬華姉さんがいなかったから、数学を担当している教師に聞いたんだけどさ。

「そうですね。とても一生懸命な女子生徒で、アニメを作ってみたいけどどうすればいいのかと、私に相談してきてくれたんです。このディスクは、彼女が卒業時に記念にと私たちにくれたものになります」

　思い出深そうに語る冬華姉さん。やってることは立派な教師然としてていいんだけど、服装が。恰好が締まらない。もうちょっとどうにかならないの、これ!?

「その、さ。私たちって、どういうこと？」

　話しぶりから察するに、秋ねえも夏希姉ちゃんも関係者っぽいんだけど、いまいち繫つながりが見えてこない。

「手伝ったんだよ～、アニメ制作を～」

「冬華姉さんにお願いされてね。音楽は私が担当したの！」

「私は編集周りとか～、ソフト上のこととか～、そういうの全般～」

「マジっすか？」

　尋ねると得意げに頷うなずく２人。え、マジで……？

「私、これでも音楽には一家言持ってるんだから！」

「知らなかった」

「昔ピアノをやってたんだ。今度、演奏を聴かせてあげるね！」

「楽しみにしてる」

　ていうか、夏希姉ちゃんピアノも弾けたんだ。なんかそれは、すっげぇ似合う。

「私も～。ほらほら～、見て～」

　そう言って秋ねえが谷間から取り出したスマホの画面を見せてくるって、今どこから取り出した!?　そんなのあり!?

「この動画～、私が編集したの～」

　そう言って秋ねえが見せてくるのは、何かのプロモーション映像だろうか。派手なエフェクト満載のショートムービーだ。

「秋ねえって大学の准教授じゃなかったの？」

「そうだよ～。これは副業～。研究のついでに作ったシステムを応用したの～」

「……」

　ごめん、待って。頭が追い付かない。え、何？　何だって？

「私って～、天才なんだよ～？」

「現実でそう言える人がいるとは思わなかった」

　大学の准教授で、美人で、おっぱい大きくて、お金をたくさん持ってて、なんかシステムとかも作れてって、秋ねえのハイスペックっぷりがとどまるところを知らない!!

　ていうか、マジかよ。こんな近くに、あの神作を手掛けた神がいたの……？　それ、なんて冗談……？

「ちなみに私はアニメーションの部分ですね。その生徒と一緒に絵を描きました」

　情報量が多くて脳の処理が追い付いてないのに、さらに追加情報を叩たたきこまないでくれ。

「え、冬華姉さんって、絵を描けたの……？」

「失礼ですね。これでも美術教師ですよ、私は。美大では油画を専攻してました」

　マジか、全然知らなかった。もう数か月の間一緒に生活してるのに。

「あ、だから俺らって冬華姉さんの授業がないんだ」

「はい。とても残念です。春斗君に色々と教えてあげたかったのですが……」

　うちの高校、美術を選択出来るのって２年からだしな。１年の芸術科目は一律で音楽と決まっている。おかしいと思ったんだ。あの冬華姉さんと、授業で全く絡みがないんだから。

「俺って、義姉さんたちのこと全然知らないんだな」

　ただの美人姉妹かと思ってたら、さらに別の特技まであるとか、どんだけハイスペック姉妹だよ。なんか、逆に俺が普通過ぎてちょっと凹へこむ。いや、比べても仕方ないってのはわかってるんだけどさ！

「これからたくさん知っていけばいいんだよ～。私たちも～、はる君のことまだ全然知らないことばかりだし～」

「そうだよ！　春斗がアニメを作りたいって思ってたなんて、予想もしてなかったよ、私」

「だからとても嬉うれしいんです。春斗君がこうやって相談してくれたことが」

「……いい話風なのはいいんだけどさ、恰好どうにかならなかったの？」

　なんて言うか、水着ってだけで全てが台無しなんだけど。いつからうちのリビングはこんなカオスな状況になった!?

「はる君にも～、私たちの事をもっとよく知って欲しいんだよ～」

「それとこれとは関係なくない？」

　水着である必要がどこに？

「とりあえず～、おっぱいは私が一番大きいんだよ～」

　言いつつ、秋ねえがグイッと胸を持ち上げる。ほ、ほほー……。なるほどねー。

「あ、秋奈姉さんズルい！　スタイル。スタイルなら私も負けないから!!」

　いや、あのですね、そこで張り合われても困るんですが……。

「そうしたら私はどうしましょう。脱ぎますか？」

「それは本当にやめてッ!!」

　脱ぐとか、それ以上脱ぐとかッ。すでにわけわかんない状況なのに、さらに意味がわからなくなるから!!

　もう真面目な話をしたいんだか、ふざけたいんだかわけわかんなくなってきたな。まあ、いい感じに肩の力は抜けたけどさ。

「あのさ、お願いがあるんだけど」

「いいですよ」

「いいよ～」

「いいよ！」

「まだ何も言ってないから」

「？　それでも、春斗君からのお願いなんですよね？」

「そうだけど」

　なんで首を傾げるのさ。

「それなら断る理由がないよ～。私～、はる君のためなら何でもしてあげるよ～？」

　ん、今何でもって──って、だからそうやってふざける時じゃないから。

「それに、話の流れ的に〝お願い〟の内容もイメージつくからね！」

　まあ、そりゃそうか。でも、だったら尚なお更さら、ちゃんと言葉にしないとな。

「──俺と一緒に、アニメを作って欲しいんだ」




　　　　▼




『一緒にアニメを作って欲しい』

　そう告げた俺への義姉さんたちの返答は、予想通りと言うか何と言うか、とても簡潔なもので、３人が３人ともに『いいよ』の一言で了承してくれた。

　なんて言うかこう、個人的にはもっと劇的と言うか、感動的と言うか、『俺たちの戦いはこれからだ！』みたいなアツさを期待したんだけど、さすがにそれは求め過ぎだった。……ていうか、それだと打ち切りになっちゃうしな。

「それにしても、やっぱりすごいな、この作品」

　ついで、では全然ないんだけど、あのアニメのディスクも貰ってしまった。

『引き出しの中で肥やしになっているよりは、真剣に見てくれる人に持っててもらった方が幸せでしょうし』ってのが、冬華姉さんの言い分だけど、もらい受けた今でもまだ、本当にいいの？　って聞き返したくなってしまう。

　いやだって、この神作だよ？

　しかも商業流通してるわけでもない一点物のディスクをだよ？　そんな簡単に人にあげちゃっていいの？　俺だったら絶対にしないとかなんとか、このディスクを見るたびに思ってしまう。

　ちなみにもらい受けてから日に最低３回は見ている。だって、めちゃくちゃ面白いし。

　設定自体や世界観は奇をてらったものじゃない。主人公だって現代の女子高生だ。

　でも、だからこそというべきか、丁寧に作り込んであるからこそ、その主人公の物語が真に迫って訴えかけてくる。

　強烈なメッセージとなって、見る者を引き込むんだ。

　すげぇよ、やっぱり。この作品、マジですげぇ。俺もこんなアニメを作りたいわ。

　とは言え、じゃあどうするって話なんだけどな。

　冬華姉さん、秋ねえ、夏希姉ちゃんの３人に協力してもらったとしても、重要なところが何にも出来てないのが現状だ。

　キャラクター、設定、世界観。

　それら作品の中核となる要素がまるで決まってないし。

　音楽や演出はさておいても、それらの軸となるストーリーすら何にも考えられてない。どれぐらいの尺にするのか、どんなことを伝える物語なのか、頭の中に妄想はいっぱいあっても、全く整理が出来ていない。

　つまり、人だけ揃って企画が決まっていないのだ、今は。

　そして、企画を決めるのは誰あろう、俺がやらなきゃいけないことだ。

　だって、アニメーション同好会に入って、アニメを制作するのが、俺の目標なのだから。

　でまあ、改めて色々と調べたのだ。

　どうすればうまくいくのか、どうすればきちんとした作品を作り上げられるのか。何しろ、放課後には１人で集中出来る環境もあるからな。

　そして、とりあえず俺が行き着いた答えは、まずはキャラクターというところだ。

　だってさ、アニメを見てる時に何が一番楽しいって、推しのキャラが活躍する瞬間だろ。

　そりゃストーリーや設定なんかが魅力的な作品だってたくさんあるのは知ってる。だけど、それらの中心にいるのは、キャラクターだ。

　だからまずは、キャラクターを決めなきゃならない。

　どんな性格で、何がしたくて、何に喜んで、何に怒って、何に悲しむのか。そこを丁寧に作り上げることが出来れば、きっとあの神作にだって届く作品になる。

　ぶっちゃけ、あの作品のどこに惹ひかれたって、キャラクターを丁寧に作り込んでるところだ。というか、俺の好みがそうなんだろうと思う。

　アニメにしろ漫画にしろラノベにしろ、誠実なキャラづくりをされてる作品が、一番好きなんだ。

　ということで、しっかりとしたキャラづくりをするためにも、俺は今度の家族旅行を使って、義姉ねえさんたちとしっかりと交流してくるつもりだ。

　なぜって？　そんなの簡単だ。

　今、俺の周りにいる人たちの中で一番キャラが立ってるのが、義姉さんたちだから。

　優ゆう美みや勇ゆう樹き、他のクラスメイトにその他学校関係者。小中の友達に、親父や遥はる香かさん。

　そのどれをとっても、義姉さんたちほどキャラ立ちしてる人たちはいない。だったら、そこを参考にしない手はない。

　だってさ、秋ねえなんか、今俺が知ってる情報だけでも十分キャラ立ちしてるじゃん。他の２人にしたって、絶対にモブにはならないキャラの強さがある。

　言動だってそうだ。だってさ、家の中で水着になったりするんだぜ？　意味わかんないじゃん。そりゃ疲れることもあるけどさ、面白いじゃん、一緒にいて。

　面白いと感じられる。それこそが、いい作品を作るのに一番大切なことだって、その手のハウツー本にも書いてあったしな。

　だから、義姉さんたちには悪いけど、アニメ制作を手伝ってもらうだけじゃなくて、キャラクターのモデルにもなってもらおうと思う。




　そして待ちに待ったゴールデンウイーク。

　俺たち志し木き家の４人は５月３日～５月５日の間で、２泊３日の家族旅行に出かける。家の戸締まりは良し、ガスや冷蔵庫の中身も問題なし、と出発前から調子に乗ってはしゃいだ俺たちが15時頃になって到着したのは、太平洋側のとある海岸。秋ねえがツテを使って借りてくれたらしい宿泊施設なんだけれど、

「すげぇ。リゾート施設じゃん」

「もっと簡素なものを想像してました」

「すごーい！　なんかのパンフレットに載ってそう!!」

　と、その施設を一目見た瞬間に、俺・冬華姉さん・夏希姉ちゃんのテンションが爆上がり。

「すごいでしょ～？　普段は夏の期間しか使えないのを～、特別に借りたんだよ～」

　いや、これはマジですごい。外観が普通にオシャレ。冬華姉さんが言う通り、もっと簡素なものを想像してたから、こんないいところだなんて思ってもなかった。

「秋奈。ひとつ確認しますが、ここって本当にタダで使わせてもらえるんですか？」

「大丈夫だよ～」

「本当にすごいよ！　普通だったら結構かかりそうなのに！」

「うん。なんか高そう」

　どっかのお金持ちの別荘みたい。

　海っぺりの街道沿いに建つ真っ白な外観のオシャレな戸建て。すぐ目の前には砂浜が広がり、本当にここを好きに使っていいのかと、どうしても疑うたぐり深くなってしまう。

「ほらほら～、早く中に入ろ～」

　秋ねえがガチャガチャと鍵かぎを開ける。

「春斗君。車から荷物を降ろすのを手伝ってくれますか？」

「オーケー」

　ここまでレンタカーを運転してきた冬華姉さんと共に荷物を降ろす。とは言え２泊３日の４人分だ。それ自体は大した量ではないのだが、途中で買い込んだ食材が中々に曲くせ者ものだ。

「春斗！　今夜はバーベキューだよ！　楽しみだね!!」

「実を言うと、すでに腹減ってる」

「任せてー。すごい焼くから！」

「春斗君だけで独り占めはしないでくださいね？　運転して、私もお腹ペコペコです」

「みんな～、早く～。すごいよ～」

　秋ねえの声に呼ばれ建物の中に入れば、そこは想像していたよりもずっとリゾート感のある空間が広がっていた。

「すっごーい！　みんな見てよ！　すごいよー！」

「こんなきれいなところ、初めて来ました！」

「これマジ!?　ここ本当に日本!?」

　夏希姉ちゃんも冬華姉さんも俺も大はしゃぎ。

　手にした荷物を放り出して、秋ねえが立っているバルコニーへと駆けだす。

「すごい景色だよね～」

　目の前には一面のオーシャンビュー。青い海に青い空。５月だから白い入道雲がわき起こっていることはないけれど、それでも水平線の広さは胸に迫るものがある。

「見て見て～、ここから砂浜に降りられるよ～」

「何それすごい！　砂浜直結なの!?」

　夏希姉ちゃんが興奮して駆けだした先には小さな階段が付いており、そこから砂浜に降りられるようになっているらしい。うわ、俺も行きたい。

「春斗君も早く来てください！」

「はる君早く～」

　って、冬華姉さんと秋ねえももう砂浜に降りてるの!?

「ちょっと待ってて！　食材だけ仕舞ったらすぐに行くから!!」

　クーラーボックスに入れてるとは言え、肉や魚なんかの生ものもあるのだ。早いとこ冷蔵庫に入れちゃいたい。

「それにしてもすごいな」

　改めて室内を見回しても、ここをタダで使えるだなんて信じられない。どこからどう見ても余暇を過ごすリゾート施設なのに。

『施設を借りただけだから～、料理とかは全部自分たちでやらなきゃダメなんだよ～』って秋ねえは言っていたが、その程度のことに文句を言う理由なんてどこにもない。

　むしろこんな場所で料理が出来るなら、それはそれで心躍るというものだ。いつもいつも代わり映えのしないキッチンに立つばかりじゃ飽きるし。

「春斗ー！　早く来てー!!」

「すぐ行くー[image: ]」

　ええい。もう荷物は後回しだ。俺だって早く遊びたいんだから！

　とりあえず食材だけ全部冷蔵庫に突っこんだ俺は、義姉さんたちの後を追うようにバルコニーから砂浜へと繰り出した。

「うわ、砂っ」

　砂浜なんだから当たり前じゃん、と自分にツッコみつつ靴を脱ぐ。見れば義姉さんたちも全員、履いてきた靴は脱いで揃えている。

「春斗こっちー！」

「水が気持ちいいよ～」

「わ、わ。濡ぬれる。濡れちゃいます!!」

「俺も入れてって」

　波打ち際ではしゃぐ義姉さんたちの輪に加わる。３人ともスカートを持ち上げたり、ジーンズの裾すそを折り曲げたりしているせいか、足が露あらわになってしまっている。

「はる君も裾を捲まくらないと濡れちゃうよ～？」

「あ、うん」

　ヤバい。一瞬、義姉さんたちの生足に見とれた。いやだって、普段見てるのとは違うんだよ！　波打ち際だから濡れてるんだよ！　それに何て言うか、ドキッとした。

　……ちなみに今回は５月ってこともあり遊泳は出来ないとのこと。ぶっちゃけ、試着を見た時から義姉さんたちの水着を密ひそかに期待してたのもあって、そこは残念だ。

「うわ、ヤバ。波が気持ちいい!!」

「ねー！　くすぐったいよね!!」

「砂の感触が気持ちいいです！」

「楽しい～」

　他には誰もいない海岸に俺たち４人の声が響き渡る。

　足で水面を蹴けり上げてみたり、寄せる波から逃げてみたり、海底の砂に足を埋めて感触を楽しんだり。午後の日差しに輝く海をひとしきり楽しんでいると、

「探検しましょう！」

　なんてことを、唐突に冬華姉さんが言い出した。

「探検ってどこに？」

「あっちに灯台が見えるのわかりますか？」

「え、あ。本当だ。すげえ、灯台ってはじめて見た」

　冬華姉さんが指さす先、海岸を南にずっと行った先にせり出した崖がけがある。その上には可愛らしい灯台がポツンと置かれている。

「あそこまで行ってみませんか？」

「いいね！　行ってみようよ!!」

　夏希姉ちゃんも大賛成。俺ももちろん行ってみたい。だけど、

「みんな～、ちょっと待って～」

　秋ねえから制止の声がかかる。

「どうしたの、秋ねえ？」

「灯台へのピクニックは明日あしたにしよ～」

「どうしてですか？」

「遠いの？」

「そう～。ここからだとちょっと距離あるの～。でも～、明日の朝には自転車が届くから～、それで行こう～」

　自転車！

「それ、本当なの!?　秋奈姉さん！」

「本当だよ～」

「海辺をサイクリングでピクニックですか!?」

「そうだよ～」

「いいね、それ！　すごい楽しそう!!」

「でしょ～？　だから～、灯台に行くのは明日まで我慢～。それに今日は～、バーベキューでしょ～」

　あ、そうだった。はしゃぎすぎてて忘れてた。

「確かに秋ねえの言う通りだ。灯台は明日にしようよ」

「私、賛成！」

「私もです。それに言われて思い出しましたが、私もう、お腹ペコペコなんです」

　確かに。運転してた冬華姉さんほどじゃないにしても、ずっと車に乗ってるっていうのも何だかんだ疲れるもので、俺も腹が減った。

「夕飯の時間には、まだちょっと早くないかな？　どう思う、春斗」

「うーん。荷物の整理して、バーベキューの準備を始めればちょうどいい時間になるよ」

「それもそうだね！　じゃあ、春斗。競走!!」

「え、あ。ズルいッ!!」

　ダッと駆けだした夏希姉ちゃんを追いかけて、俺も砂浜を走る。あー、ヤバい。なんかすごい楽しい！　こんなの、楽しい思い出なんていくらだって作れるじゃん!!




「はる君～、これどうするの～？」

「それ着火剤！　袋を開けちゃダメな奴だから!!」

「へ～、そうなんだ～。はる君物知り～」

　今回の旅行のために、色々調べまくったことは秘密にしておこう。

　あの後、それぞれの部屋を決めて荷物を運びこんだ俺たちは、火と食材、それぞれを準備するグループに分かれてバーベキューの用意を進めていた。

「秋ねえが火の準備をするなんて意外だったよ」

「なんで～？　面白そうだよ～？」

「や、こういう肉体労働系をやるようには見えなかったから」

「あ～。でも～、向こうだとなっちゃんに色々手伝わされるし～。こっちならはる君がやってくれるかな～って思って～」

「なるほど。納得した」

　苦笑しか漏れないが、それも秋ねえらしいや。現に作業してるのはほとんど俺で、秋ねえは横で見てるだけだし。それで言うと、秋ねえが旅行に行こうって言い出したのも意外と言えば意外なんだよな。絶対的なインドア派だと思ってたから。そういうギャップっていいよな。キャラづくりに活いきてくる。

「はる君ってこういうことやったことあるの～？」

「バーベキューってこと？」

「そう～」

「何回かだけね。中学の体験学習だったり、小学校の時の林間学校でも似たようなことはやったかな」

「へ～。手際いいから慣れてるのかと思った～」

「手が覚えてたってやつかな」

「お～、カッコいい～」

　本当は『バーベキュー　準備』で動画検索して穴が開くほど見てたからだけど、それは言わないでおこう。せっかくカッコつけたんだし。

「秋ねえは？　バーベキューとかしたことあるの？」

　勝手なイメージだけど、大学生になると最低１回はするもんだと思ってる。

「私は～、こういうのはしたことないな～」

「え、そうなんだ」

　ちょっとびっくり。

「私～、友達いないからね～」

「……あ、うん」

　え、何その反応しにくい話題。ちょっと掘り下げて聞いてみたいけど、いいのか？　結構デリケートなところじゃない、それって。

「大学時代はずっと～、研究室に籠こもってたんだ～」

「そうなんだ」

「そうなの～。だから～、今回の旅行は楽しみだったんだ～」

「──ッ」

　バッと顔を上げた先では、秋ねえが着火剤に書かれている説明書きを一生懸命に読んでいた。ふむ。なるほど。目元が眠そうだからわかりにくいけど、もしかして秋ねえ、料理よりこっちの方が面白そうだって、本気で思ってる……？

「秋ねえ、やってみる？」

「……いいの～？」

「うん。せっかくだし、やってみようよ。その方が楽しいって」

「やる～」

　軍手とトングを秋ねえに手渡す。炭で指先が黒くなった軍手を嵌はめた秋ねえは、普段の姿とはギャップがあるけど、何だか心なしか楽しそうに見える。

「どうするの～？」

「こうやって互い違いになるように炭を積み上げていくんだ。空気が入って火がよく燃えるように」

「こう～？」

「そうそう。そんな感じ。で、炭を置いたらその着火剤に火を点つけて、後は上手うまく燃え移ってくれるように調整するの」

「へえ～。はる君は物知りだ～」

「そんなことないよ。きっと秋ねえの方がたくさんのことを知ってる」

「でも～、楽しいって気持ちは～、はる君の方がたくさん知ってるよ～」

　……秋ねえって、もしかしてぼっちキャラ？　や、ほら、さっき友達いないって言ってたし。今の発言もなんか、そういう雰囲気あるし。

「秋ねえだって、色んな楽しさを見つけられるよ」

「はる君と一緒に～？」

「冬華姉さんや夏希姉ちゃんも一緒に」

「へへ～。旅行に来てよかった～」

　そうして笑う秋ねえは、何だか普段よりいくらか幼く見えた。




「で、冬華姉さんは何でそんなに凹へこんでるの？」

　火を起こしてしばらくしたら、食材を準備していた冬華姉さんと夏希姉ちゃんが砂浜に降りてきたけれど、冬華姉さんの落ち込み具合が尋常じゃない。

「……春斗君。どうやら私は料理が出来ないみたいです」

　ズーンという音が聞こえそうなほどに沈む冬華姉さん。

「……なんかあったの？」

　こっそり夏希姉ちゃんに聞いてみる。

「うーん。なんて言うか、……大変だった」

「そっか」

　その表情から深くは聞かないことにした。

　人間、得手不得手はあるものだ。誰だって料理が出来るわけじゃない。

「さて、と。じゃあ、焼こうか」

　こういう時は肉だ。肉を食えば大抵のことはどうでもよくなる。

「って、冬華姉さん！　それお酒だよ!?　飲んで大丈夫なの!?」

　え、夏希姉ちゃん慌てすぎじゃない？

「やっぱり冬華姉さんってお酒弱いの？」

　いやまあ、いつだったかの晩酌に付き合った感じ、強そうではなさそうだけれども……。

「すごい弱いよ～。すぐに酔っちゃうの～。しかもめんどくさい感じに～」

「あー、それはすごいよくわかる」

「旅行だからいいんです！　嫌なことは全部お酒で流すんです!!」

　うわぁ、ダメな大人の典型みたいなことを言い始めた。

「まあ、今日はいいか。運転もしてくれたしね！」

　おお、夏希姉ちゃんが寛大だ。これも旅行効果か!?

「それじゃあ、春斗！　ドンドンお肉焼くからね!!」

「待ってました!!」

　準備をしてたから、何だかんだ17時を過ぎている。正直もう腹ペコなんてレベルじゃない。さっきから胃が肉を求めて声を上げている。

「あ、でも野菜もちゃんと食べないとダメだからね！」

「はーい」

　うーん、こんな時でもしっかりしてるのは夏希姉ちゃんらしい。もっとはしゃいでもいいと思うんだけど。

「はる君～、これも焼いていいの～？」

「いいよ。ジャンジャン焼こう！」

「春斗。そう言ったからには、ちゃんと食べて貰もらうからね！」

「望むところ。いくらでも食べるよ！」

　この際、細かいことを気にしたってしょうがない。あれば食べる。肉だし！　バーベキューだし！　旅行なんだからそれぐらいしないともったいない!!

「肉の匂いが胃袋に効く～。ヤバいよこれ、すげぇ腹が鳴ってる」

「本当だ～。こっちまで聞こえるよ～」

「え、噓」

「本当～」

「それは恥ずかしい」

「はいはい。焼けたから食べて！　食べたら次も食べて！」

　おお、皿の上にドンドン肉が盛られていく。何だこれは。パラダイスか!?

「秋ねえも冬華姉さんも食べよう！　って、冬華姉さん？」

　あれ、ちょっと静かになったなーって思ってたら、何してるの？

「春斗君～。今度、私にも料理を教えてください～」

　って、泣いてる!?　なんで!?

「せめて料理のひとつぐらい出来ないと恰かつ好こう付きませんよ～」

「いやいやいや！　だからって今は無理だから！　ていうかトング持ってるから!!　危ないから!!」

　ちょ、肉を育ててるところに抱きつこうとしないで!!

「わーん。春斗君に拒否されましたー」

「人聞きの悪い事言わないでくれない!?」

　まあ、周りには誰もいないんだけどさ！

「冬華姉さん。ちょっとはお水とかも飲んでね」

　ナイス夏希姉ちゃん！　そういう冷静な対応はありがたい!!

「いやですよー。久しぶりにお酒飲んでるんですよ。もったいないじゃないですか～」

　なに子どもみたいなこと言ってるんだ、この人は。

「とーかちゃんは～、普段は家でも飲まないからね～」

「そうなの？」

　確かに。卒業式の前夜に飲んでたのを見て以来、一度も飲んでる姿を見たことないや。

「飲むと～、年上の威厳がなくなるからって言ってたよ～」

「普段はあると思ってるの？　それ」

「ありますよー。春斗君は私をなんだと思ってるんですかー。先生ですよー？」

　今の姿を見て言ってる？　そう思える要素はゼロだけどね!?

「違うよ春斗。冬華姉さんは春斗に酔ってる姿を見せたくないから飲まないんだよ。前にそう言ってたもん」

「あー、夏希！　それは秘密にしてくださいって言ったじゃないですかー!?」

「もう飲んじゃってるし～、今更でしょ～」

「秋奈まで!?　春斗君、２人がお姉ちゃんをいじめます!!」

「はいはい。それじゃあ、焼き立てのカルビをあげるから」

「うわーん！　春斗君にもあしらわれましたー！」

　いやだって。酔ってる姿を見せたくないって言われたって、前に１回見てるし。今更だし。

「あー、春斗が冬華姉さんを泣かしたー！」

「人聞き悪い事を言わないでくれないかな、夏希姉ちゃん!?」

「なっちゃんひどい～」

「秋奈姉さんは誰の味方なの!?」

「もちろん～、はる君だよ～」

　とか言いながら俺の皿から肉を取っていくのは何なの？　それは敵対行為じゃないの？

「ううー。みんなが私を無視しますー。はーるーとーくーんー」

「あー、はいはい。何。危ないから袖そでを引っ張って揺すらないで」

「冷たいですよー。そんなにされたら、泣いちゃいますよー？」

　……めんどくせぇな、酔っ払い。

「わかったから大人しくしてようね」

「なんですか、その言い方はー。私は27歳ですよ？　年長者なんですよ？　もっと労いたわってくれてもいいじゃないですかー」

　そう言うなら、もっと労りたくなるような振る舞いをしてください。

「わかったわかった。片付け終わって風ふ呂ろ入ったら、一緒にゲームをしようね」

「本当ですか!?　さすが春斗君です！」

　わーいとか、年とし甲が斐いもなくはしゃぐ27歳。それで誰が年長者だって？

「あ、ゲームなら私もやってみたい！」

「夏希姉ちゃんが？　珍しいね」

「こういう時だしね。いいでしょ？」

「もちろんです。秋奈もやりますよね？」

「いいよ～」

「それじゃあ、バーベキューの後はゲーム大会です！　みんな、急いで肉を食べましょう!!」

「だからって、そんなに慌てたらって、ほら言わんこっちゃない」

　決めた。もう二度と酔った冬華姉さんとは一緒にならない。めんどくさいし。

　と、肉を食い過ぎてむせる27歳教師を見て思うのだった。




　　　　▼




「うっわ、ひでぇ」

　朝。目を覚ますと、昨夜のゲーム大会で盛り上がりすぎた代償が目の前に広がっていた。

「ぅん……」

「す～、く～」

「……これは、見なかったことにしよう」

　冬華姉さんも秋ねえも、雑魚ざこ寝ねするにしても、もうちょっと年頃の女性らしさがあってもいい気がする……。

　確かにキャラづくりにギャップは必要だ。多くの創作論を読んだが、そのどれもに『キャラクターにはギャップを持たせろ』的なことが書いてあった。……でも、このギャップは取り込まなくてもいいギャップかな。いや、作品の方向性によるんだろうけど。コメディでもない限り、これはないわ。

「あ、春斗。起きたの？」

「夏希姉ちゃん」

　さすがは夏希姉ちゃん。２人と違ってしゃっきりと目覚めている。ていうか、隙がない。旅行に来てはしゃぎはするものの、ブレない。志木夏希というキャラクターの中での振る舞いしか見ていない。それはちょっと、もったいないな。

「って、どこか行くの？」

　服もちゃんと着替えてるし。一体何時に起きたんだか。

「ううん。今日のピクニックの準備を進めちゃおうと思って。お弁当とか」

　ほら、こういうところだ。家事を完かん璧ぺきにこなす美少女として完成されてしまっている。イメージ通り過ぎて面白みがない。

「手伝うよ」

「うん！　ありがとう」

　こういう笑顔もなー。確かに可愛いし、これだけで十分って気もするんだけど、なんて言うか、もうちょっとだけ崩れて欲しい。でないと、可愛いだけで終わってしまう。推せない。

「う、うぅん？　あれ、春斗君？」

「あ、冬華姉さん。起きた？」

「ふぁい。起きましたー」

「まだ半分ぐらい寝てるよね」

　言動が大分フワフワしているけど、こういうのがいいんだよ。普段はクールに見える冬華姉さんの、隙だらけな姿。こういうギャップが夏希姉ちゃんにも欲しい。

「早いですねー。どうしたんですか？」

「今日のピクニックの準備を夏希姉ちゃんとしようと思って。弁当とかさ」

　そう言った瞬間だった。これまで寝ぼけ眼だった冬華姉さんがしゃっきりしたのは。

「私も手伝います」

「え」

「何ですか夏希。その反応は」

「え、あ、いや。その、何でもない！　何でもないんだけどぉ。……冬華姉さんもお弁当作るの？」

「作ります」

「……そっかぁ」

　……おや？　ちょっと崩れた？　夏希姉ちゃんのパーフェクト美少女ムーブに陰りが出た？　だって、今の深いため息なんて、めちゃくちゃめんどくさそうだったじゃん。

「とーかちゃんは家事が苦手だからね～」

「って、秋ねえ。起きてたの？」

「はる君～、おはよ～」

「おはよ」

「準備するなら～、私も手伝うよ～」

　秋ねえまで。ていうか、

「秋ねえこそ、家事出来るの？」

「失礼だな～。出来るよ～」

　また新たな一面が。全然そんなイメージないのに。

「もうしょうがないか。──それじゃあ皆、早く準備してきて。ちゃちゃっと準備を進めちゃおう！」

　うーん、惜しい。いつもの夏希姉ちゃんだ。さっきのあのめんどくさそうな感じ、いいなって思ったんだけどな。残念。

　なんて、完全に義姉ねえさんたちを観察モードで見ていた俺だったけど、夏希姉ちゃんの号令で動き出し、順番に顔を洗い着替え、そして４人揃って弁当の準備を始めた頃には、すっかりそんな余裕もなくなっていた。なぜって……、

「冬華姉さん、それ砂糖！　塩はこっち！」

「え!?　あ！　ありがとうございます、春斗君」

　壊滅的に料理が出来ない冬華姉さんの面倒を見なければならなくなったから。

　ていうか、危うく塩むすびが、甘くなるところだった。せっかくのピクニックで、そんなもの食べたくはないぞ。

「なっちゃ～ん。卵どうする～？　卵焼きにするのは半分ぐらいでいい～？」

「お願い、秋奈姉さん。もう半分はボイルしてサンドイッチの具にしようよ！」

「賛成～」

　おお。マジで秋ねえって料理できたんだ。家での姿からは想像が出来ない手際の良さ。普段からその調子で家事をやればいいのに。料理って結構楽しいんだけどな。

「春斗君、春斗君。お米が熱いです！」

「そりゃ炊き上がったばかりだからね！」

　それに比べて冬華姉さんの不器用さよ……。こんなに一生懸命なのに──ッ！

「春斗、大丈夫？　そっちも手伝おうか？」

「大丈夫。そっちの方が手間かかるでしょ。こっちは何とかするから」

「お～、はる君のイケメン発言～」

「ああ、やっぱり春斗君がいてくれてよかったです！」

　そう言ってくれるのもいいけど、もうちょっと上手うまく料理してくれると嬉うれしいなー。

「広いキッチンでよかったね～」

「確かに。家だと４人で料理なんて出来ないし」

「楽しくていいよね！　これも旅行の醍だい醐ご味みだね！」

「春斗君！　お米が手にくっついて上手く握れません!!」

「ラップ使ってるのに、どうしてそうなるの!?」

　待って。冬華姉さんってこんなに不器用だった!?

「春斗、ファイト！」

「はる君～、応援してるからね～」

　それ、面倒を押し付けてるだけだよね!?

「ほら、冬華姉さん。一回、手を洗って。そしたら握り方を教えるから」

「ありがとうございます～。春斗君、なんだか先生みたいですね」

　本職の教師が何を嬉しそうにしてんだか。

「ラップはキッチンテーブルの上に置いて。手のひらの上でやろうとするから失敗するんだよ」

「ああ、なるほど！」

　そんなに納得することじゃないからね？

「で、ほら。こうやってラップの四隅を摘つまんで持ち上げて。それで後は手のひらを丸めて握ればいいから」

「は、春斗君。この体勢は!?」

「この方がわかりやすいでしょ。ほら、ちゃんと握って」

　とか余裕ぶってるけど、俺も内心バクバクだから。

　だって後ろから抱きかかえるみたいにしてるせいで、冬華姉さんの顔がすぐ横にあるし。おにぎりの握り方を教えるのに、冬華姉さんの手を上から包むようにしてるし。

　ごめん。俺ちょっと調子乗ったわ……。

「わ、わ。春斗君の手が」

「ああもう、ちゃんと集中してって」

　手つきが怪し過ぎる!!　そんなお手玉するほど熱くないでしょうに!!

「ああっ、見てください春斗君！　すごくきれいに握れました!!」

「ああ、うん。そうだね」

「とっても美味おいしそうですね」

　ぶっちゃけちょっと歪いびつな形してるけどね。冬華姉さんが嬉しそうだし、いいや。

「じーっ」

「じ～」

「!?」

　え、何!?　何その強烈な視線!!

「春斗！　私、包丁の握り方がわからない!!」

「包丁で透けるほど薄いオニオンスライスを作れる人が何を言ってるの？」

「はる君～、卵ってどうやって割ればいいの～？」

「今しがた片手でパカパカ割ってた人が何言ってんの!?」

　もうちょっとマシな噓を吐こうか!?　ていうか、いきなり２人して何言ってるの!?

「２人とも。あんまり春斗君を困らせるような事を言っちゃダメですよ？」

「あんたがそれを言うのか……」

「あら？」

　そんなとぼけた顔をしても、ダメだからね!?

「もういいから、早いとこ準備して出発しよう。もうすぐ11時を回るよ」




　なんてすったもんだがあったせいか、結局灯台に着いたのは13時をほんの少し回ってからだった。いや、本当に大変だったんだから。冬華姉さんの不器用っぷりを甘く見てた。

「んー、気持ちいいね！」

「お昼寝したい～」

「思ってたより距離がありましたね」

「おー。すげー見晴らし」

　とは言え、ここに来るまでの道のりは楽しかった。秋ねえが準備してくれてた自転車に乗ってのサイクリング。すぐ横に青い海が広がり、スゥッと延びるアスファルトを漕こいでいくのは、都会を行くのとはまた別の気持ちよさがあった。

「秋ねえもこっち来て見てみなよ。いい景色だよ」

「それより～、はる君もこっち来て寝ようよ～。芝生が気持ちいいよ～」

　ふむ。

　確かに。ごろんと寝転がる秋ねえは、めちゃくちゃ気持ちよさそうだ。だから、俺も倣う。

「あー、いいなぁ。これ」

「でしょ～？　ちょっと眩まぶしいけど～」

「それはしょうがないって。太陽は輝くのが仕事みたいなもんだし」

「勤勉だよね～、お天道様って～。休みなしだもん～」

　はは。秋ねえらしい考え方。

「２人ともー、準備出来たよー！」

「お昼ですよ！」

「待ってました！」

「お腹ペコペコ～」

　あれだけチャリを漕いで来て、汗もかいた。そして昼は自分たちで作った弁当！　これで美味うまくないわけがない。

「じゃーん！　って言っても、みんな中身は知ってるか」

「いやいや。夏希姉ちゃん、そういうの大事だから」

「気分が違うよね～」

「わ、運動会みたいですね！」

　それ、めっちゃわかる。

　２つのバスケットにはそれぞれに主食とおかずが入ってるけど、なんかこう、運動会の弁当！　って感じがする。

　まあ、作ったのは自分っていうのは、今もあの頃も変わらないけど。懐かしいなぁ。周りは家族でデカい弁当箱を囲んでたけど、俺は１人用の弁当箱を突つついてるだけだったっていう、ちょっとだけ寂しい思い出。でも今は違う！

「見てください、春斗君！　このおにぎり、私が握ったんですよ！」

「知ってるよ。一緒に作ったんだから」

「もう！　もうちょっと感動してくれてもいいじゃないですかぁ」

　なんてむくれつつ、冬華姉さんは楽しそうにしている。

　そしてそれは夏希姉ちゃんも秋ねえも変わらない。

　だからきっと俺も同じように笑っているんだろう。

「ん～、美味しい～」

「こういうお弁当って、なんでこんなに美味しいんだろうね！」

　夏希姉ちゃんの言う通り、ただのおにぎりが格別に美味い。

　もちろん自分たちで作ったからとか、ロケーションがいいからとか、色んな理由があるんだろう。それでも俺は、義姉さんたちと一緒に食べてるから、ただのおにぎりがこんなにも美味しいんだと、そう思う。

「風も気持ちいいし、来てよかったね！」

「自転車はちょっとめんどくさいな～って思ったりもしたけどね～」

「や、秋ねえが準備してくれたんじゃん。ていうか、帰りも自転車だよ。どうするのさ？」

「はる君の後ろに乗っけて～」

「あ、ずるいですよ秋奈！　春斗君、私も乗りたいです！」

「だったら私も！　ね、いいでしょ春斗!!」

「自分の自転車に乗って帰ってください」

　なんて、冗談を言い合う笑い声に芝生も緩やかに揺れる。

　そんな穏やかで、平和な雰囲気だったからこそ、ふと魔が差してしまったのかもしれない。今このタイミングで考えるべきことではない思考が、脳裏を過よぎってしまった。

　瞬間、義姉ねえさんたちとの楽しい時間を過ごしていた感覚は遠のき、冷静に、今の時間を俯ふ瞰かんしている自分がいるのを自覚した。

　胸の内に問いが込み上げてくる。

　今この瞬間は、面白いのか、と。

　だから冷静になって考える。この時間が、どういった意味を持つ時間なのかを。

　俺が義姉さんたちと過ごす時間は楽しい。それは間違いない。

　色々と騒ぎながら弁当の準備をしてたのも、４人でサイクリングをしてきたのも、そして今こうしてピクニックをしているのも、もちろん楽しい。

　でも、それは果たして他人から見て面白いのだろうか？

　俺の楽しいは、他人の面白いになりうるのだろうか？

　この時間を作品に落とし込んだ時、それは果たして面白くなるのだろうか？

　答えは、きっとノーだ。なぜならこれは現実だから。創作ではないから。

　そう考えてしまうと、もう止まらなかった。

「今、義姉さんたちをモデルにしたキャラクターを作ろうと思ってるんだけどさ」

　いきなり何の話？　と義姉さんたちが不思議そうにこちらを見やる。

　ごめん。止まらないや。本当にごめん。せっかくの旅行中にこんなこと言って。

　空気読めてないのはわかってる。なんで今？　って言われるのもわかってる。

　それでも、考え始めたら止まらないんだ。

　俺は今、自分がこれから作ろうとしてるアニメをどうやって面白くするかを考えるのが、楽しくてたまらないから。

　だからさ、だから。本当にごめん。言うわ。

「義姉さんたちのうち、誰をメインヒロインにしたら一番面白くなると思う？」




　　　　▼




「あー、この景色もこれで見納めかー」

　思わずそう呟つぶやいてしまいたくなる風景が目の前には広がっている。

　こんな絶景のジャグジー風ぶ呂ろが付いてるんだから、やっぱりそれなりのお値段がするリゾート施設なんじゃないかと勘繰ってしまう。

　だって、すごいんだぞ、この風ふ呂ろ！　１人で入るにはもったいないぐらいの広さだし、ガラス戸を開ければ内風呂だったのが露天風呂になるし。

　波音を聞きながらの月見風呂なんて、そんな贅ぜい沢たくをしてしまってもいいものか。

「ヤバい。無限に入ってられる」

　義姉さんたちが一番風呂を譲ってくれたから、早く出なきゃいけないのはわかるんだけど、このシチュエーションに浸っていると、もっとこの極上の時間を過ごしていたくなる。

　しばらくそうやって１人でぼんやりとしていると、段々と色んなことが頭を巡る。

　親父は海外で元気にやっているのか、とか。

　そろそろ家のシャンプーが切れそうになっていたな、とか。

　ゴールデンウイークが明けたらすぐに中間テストが待っている、とか。

　楽しみにしていた漫画の新刊がそろそろ発売になる、とか。

　旅行中はソシャゲのイベントを走る余裕がなかったな、とか。

　──アニメ、どうしよう、とか。

「……」

　無言のままに空を見上げれば、月明かりと共に波音が聞こえる。海から吹く潮風が、のぼせそうになる頭をスッと冷やしてくれる。

　そして、ふと胸に去来するのは、ぶっこんだなーという感想と、その時ワクワクしていた自分への忌避感だった。

　昼間のあれ。あの一言。さすがにあれはないだろう。

　なんだよ、『誰をメインヒロインにしようか悩んでる』って。意味わかんないわ。

　現に義姉さんたちだってキョトンとしてたじゃないか。

　だけど、あの時あの瞬間、俺はああしたいと思ってしまったのだ。感情が暴走したのかもしれない。何か予感があったのかもしれない。

　それでもあの一言を義姉さんたちに投げかければ、何かが変わるとそう思ってしまったのだ。

　内輪にいる人間だけが楽しいんじゃない。

　外から見た人間も面白いと思える。

　そういうアツい変化が起こるんじゃないかと、そう期待した。

「……まあ、無駄だったけど」

　何しろ、あの後は普通に弁当を食って、普通におしゃべりして、そして普通に自転車を漕いで宿泊施設まで戻ってきただけだから。

　もうあの発言すらなかったんじゃないかと思えるほどの普通さだった。

　……控えめに言っても死にたい。

　なんだよ、『誰をメインヒロインにしようか悩んでる』って。

　なんだその痛い発言。旅行でテンション上がって黒歴史を作ってんじゃねぇよ。アホか、俺は。義姉さんたちだから大丈夫だろうけど、これで万が一キモがられてアニメ制作を手伝ってくれなくなったらどうするんだよ……。

　後先考えろよなー、俺。などと、盛大に凹へこみながらそう思った瞬間だった、

「春斗ー？　私たちも入るよー」

　なんて夏希姉ちゃんの声が聞こえてきたのは。

「え!?　え!?」

　何!?　何だって!?

「わー！　やっぱりいい景色だねー」

　って待って!!　本当に入ってきた!?

「ここのお風呂、広くてよかったですね。全員で入れます」

「はる君～、そんな隅に寄らなくても大丈夫だよ～」

　冬華姉さんに秋ねえまで!?

　何!?　どうしたの!?

「ちょッ!!　義姉さんたち、何してるの!?」

「？　何って、春斗と一緒にお風呂に入ろうと思っただけだよ」

「いいでしょ～？」

「ダメな理由なんかありませんよね」

「いや、あるでしょ!?　俺たち男女！　こんなのダメだって!!」

　なんでみんなそんなに平然としてるの!?　俺、普通に裸だし、義姉さんたちだって、その、タオルを取ったら同じでしょ!?

「ああ、それなら大丈夫ですよ。ほら」

　ハラリ、と冬華姉さんがタオルを落とす。それに追随するように夏希姉ちゃんと秋ねえもタオルを取る。

　ヤバい！

　思わず目をつむった俺の耳に聞こえるのは、ちゃぷ、という水の音。それは遠く聞こえる波の音なんかではなくて、もっと近くの──、

「大丈夫だって～。はる君目を開けて～」

「いや、そんなわけにはいかないって！」

「本当に大丈夫だよ！　私たち、水着を着てるから!!」

「え？」

「ほら、旅行の準備をする時に試着してたじゃないですか。あれです」

「ああ、あれ」

　なんて納得してる場合でもないんだけどね!?

「本当に大丈夫だって。だからね、ほら。目を開けて？」

　夏希姉ちゃんの言葉を信じて恐る恐る目を開ける。

「やっと目を開けてくれましたね」

　冬華姉さん。

「ほらほら～、大丈夫でしょ～？」

　秋ねえ。

「春斗って紳士だよね！」

　そして夏希姉ちゃん。

　そこには確かに水着姿の義姉さんたちの姿があった。

「はぁ～～～～～～～～」
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　思わず漏れる安あん堵どのため息は、それはもう深いものだった。

「あはは～。はる君びっくりし過ぎだよ～」

「そりゃするでしょ、普通!?　何してんの、３人揃って!!」

　あ～、驚いた～。いきなり３人して入ってくるんだもん。本当、どういうつもりなんだか。

「メインヒロインにしたいって、そう言ってくれたからですよ」

「え？」

「私たち３人の誰かをモデルにしたメインヒロインを作るんでしょ～？」

「あ、うん」

「だったら、それも含めて春斗のアニメ制作を手伝わないとね！　って話になったの！」

「……マジで？」

　え、噓。本気？　あんな言葉を真面目に受け取ったの？

「はる君～、自分で言った言葉でしょ～？」

「言われた瞬間は戸惑いましたけどね」

「いきなりだったしね！」

「あ、ああ。うん、ごめん」

　待って。ちょっと待って。状況の整理が追い付いてない。え、何──？

「本気にしたの？　あの言葉」

　あんな、わけわかんない一言を？

「はい」

「当然～」

「当たり前だよ！」

「……なんで？」

　だって、めちゃくちゃ意味わかんないじゃん。俺の、身勝手な一言じゃん。ただただキモいだけじゃん。それをなんで……。

「さっきまで３人で話し合ってたんですよ。春斗君が何のつもりであんなことを言ったのかって」

「答えは出なかったけどね～」

「でも、私たちがどうしたいのかは決まったよ」

　その瞬間、それまで距離を置いていた義姉ねえさんたちがスイーッと俺の側までやってきた。

「!?」

　ピタリと寄せられる体。密着する肌と肌。遮る服はなく、義姉さんたちの柔らかさも、温かさも、全てがダイレクトに伝わってくる。

「これは春斗君だけじゃなくて、私たちも望んでいることなんです」

「な、何言って──!?」

　冬華姉さんが耳元で囁ささやく。押し付けるようにして肌を触れ合わせるその感触は、どうしたって意識をしてしまう。

「あの時すぐに返事が出来なくてごめんね～。でも～、今はとっても楽しみなんだ～」

　正面から覆いかぶさるように迫る秋ねえ。触れ合う肌が確かな肉感を伝えてくる。

「春斗がああいう風に言ってくれたから、私たちも覚悟が決まったよ」

「だから何を──ッ!?」

　冬華姉さんとは反対側から、夏希姉ちゃんが抱きついてくる。回された手が俺の体を優しく撫なでる。その感触が、耳元で囁かれる言葉が、俺を搦からめとる。

　何だ。何だこの状況は──!?　混乱する頭で必死に考える。義姉さんたちは何を言ってるんだ？　一体、何がしたいんだ？

　触れ合う肌。絡みつく囁き。全くついていけてない状況に、頭の整理が追い付かずにショートしかけた瞬間、義姉さんたちの言葉に全てを悟る。

「春斗君。メインヒロインには私を選んでください」

「え～、メインヒロインは私だよね～。はる君～」

「ダメだよ！　春斗。私をメインヒロインにして！」

『義姉さんたちのうち、誰をメインヒロインにしたら一番面白くなると思う？』

　──あ、と。昼間自分の言った言葉がスッと思い起こされる。

　そうか。だから義姉さんたちはこんなことをしてきたのか。

　自分がメインヒロインになりたいから。

「本気で言ってるの？」

「本気じゃなきゃ、こんなことはしませんよ」

「当然～。そこまで含めて～、アニメ制作を手伝えばいいんでしょ～？」

「それに、春斗の作品のメインヒロインになれるなら、それはとっても嬉うれしいから！」

　……いや、自分からふっかけておいてなんだけどさ。義姉さんたちも大概すごいこと言ってるよね。

　自分をメインヒロインにしてくれって、どこの大女優様だよって話だ。

　でも、そうか。義姉さんたちがここまでしてアニメ制作に協力してくれるなら、俺も今以上に本気で取り組まなくちゃいけない。そうと分かれば、

「春斗君？」

「はる君～？」

「春斗？」

　突然立ち上がった俺を、義姉さんたちが不思議そうに見上げる。

「ありがとう。義姉さんたちの協力が無駄にならないように、俺も頑張って企画を考えるよ。じゃあ、そういうわけで先に上がるから！」

　俺は腰に巻いたタオルが落ちないように気を付けながら湯船を横切る。

「そう来ましたか」

「この展開は予想外～」

「メインヒロインって、本当に作中のメインヒロインってこと!?」

　背後からはなぜだか夏希姉ちゃんの驚いた声が聞こえてきた。いや、本当にも何も、ずっとそういう話だったじゃん。




　翌朝、目覚めもすっきりと、俺たちは後片付けをすると、宿泊施設を後にして帰路についた。

　いや、しかし旅行に来てよかったな。

　義姉さんたちといつも以上に触れ合う機会もあったし、その中で違う一面を見れたりもした。そして何より、義姉さんたちがあそこまで本気でアニメ制作に協力してくれるってわかったんだから。

　いやー、ちょっとテンション高いわ。すげぇやる気に満ちてきた。これは義姉さんたちのためにも、いい作品を作らないといけないな。

　とまあ、そんな感じで。この時の俺は、自分の作品制作のことで頭がいっぱいだったからか、義姉さんたちの様子が少しずつ違ってきていることにまだ無自覚でいた。

　片づけをしている最中。帰りの車の中。サービスエリアでのちょっとしたやりとり。

　これまでとなんら変わらない会話を交わす中で、義姉さんたちの俺への触れ方がほんの少しずつ違っていることに。

　横に立つ時の距離感が触れ合うほどに近かったり。

　何かを手渡す時にしっかりと手を触れてきたり。

　何の気なしにボディタッチをしてきたり。

　俺には悟らせないようにしながら、それでも確かに義姉さんたちは俺との距離感を変えようとしていたんだ。

　メインヒロインになる。

　その意味を、俺と義姉さんたちは全く違う意味で捉とらえていたんだ。

　そのことに気が付いたのは、旅行から帰ってきてしばらくしてから。でも、その前兆はずっとあって、ゴールデンウイークが明けた頃から、義姉さんたちの様子は明らかにおかしくなったのだ。

　俺にもわかるくらい、あからさまに。
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　　　　▼




　旅行から帰ってきた直後は、まだ大人しかった義姉さんたち。

　しかしゴールデンウイークが明けたその日から、俺と義姉さんたちとの関係性は明確に、音を立てて変わっていった。

　その変化は、朝目覚めたその瞬間にはもう始まっていたんだ。

「すぅ、すぅ……」

「はっ？」

「すぅ、すぅ……」

「え、何？　なんで？」

「すぅ、すぅ……」

　俺の困惑に答えることなく健やかな寝息を立て続ける存在が、そこにはいた。

　場所は俺のベッドの上。時刻は朝一、これから学校に行く準備をしようというタイミングだ。もちろん昨夜ゆうべは１人でベッドに入った。なのに、

「なんで秋あきねえがここで寝てるの!?」

　飛び起き見つめた先、そこには紛れもなく眠りこける秋ねえがいる。俺の狭いベッドの上、小さく体を丸めるようにしてるもんだから、ルーズなパジャマの胸元からは、たわわに実ったおっぱいが覗のぞいている。

「……ごくり」

　固かた唾ずを吞のむ。目の前におっぱいがあるから？　違う。そうじゃない。

　全くもって身に覚えのない事態に陥っているからだ。

　なんだ。なんだこれは。どうして秋ねえが俺のベッドで寝てるんだ？

「ん～～～～？　ん～ん……」

「!?」

　ゴロリと寝がえりを打つ秋ねえ。仰向けになったせいか、これまで以上にパジャマがはだけてって、そうじゃない！　これはマズい！　こんな状況を冬とう華か姉さんや夏なつ希き姉ちゃんに見られたら、何て言われるか知れたものじゃない。──ヤバい、どうしよう。

「ぅん。ふぁあぁあ」

　グッと伸びをひとつって、そんなことしたらより一層おっぱいが強調されるから！　寝てるなら大人しく寝ててくれ、頼むから！

「ぁ、はる君だ～」

「ちょ、秋ねえ!?」

「んふふ～、ぎゅ～」

「いやいやいや、何してんの!?」

　抱きついて来ようとする腕をかいくぐり、何とかベッドの上から飛び降りる。

「はる君もう起きちゃうの～？　もっとゴロゴロしてようよ～」

「起きる起きない以前に。秋ねえ、ここで何してんの!?」

「ん～？　睡眠～」

　違うって！　そんな分かりきったことを聞いてるんじゃない!!

「秋ねえ。自分の部屋、あるよね。ベッドもあるよね。なんで俺のベッドで寝てるの？」

　ヤバい。まだ混乱してる。

「だって～、はる君と一緒に寝たかったんだもん～」

「だから潜り込んできたと？」

「そうだよ～」

「金輪際やめて」

「やだ～」

「なんで」

「はる君と一緒に寝たいから～」

「普通の姉弟きようだいは高校生にもなって一緒には寝ないでしょ」

「私とはる君だからいいの～。これからも一緒に寝よ～？」

　クソ。なんだこの堂々巡りな会話は。

「とにかくッ。俺はもう起きるから。秋ねえは寝るなら自分のベッドで寝てね」

「は～い。ふふ～、はる君の匂いだ～」

　それで何で俺のベッドに倒れ込むの!?

　ああ、もういい。とにかく顔を洗おう。もしかしたらまだ夢の中にいるのかもしれない。すっきり目覚めればそれで、

「春はる斗と君。おはようございます」

「ああ、冬華姉さん。おはようって、何してるの!?」

「昨夜は暑かったので汗をかいてしまったんですよ。なのでシャワーを浴びてました」

「じゃなくてッ。シャワー浴びる時とかは、ちゃんと鍵かぎ閉めてって言ったよね!?」

　あのトイレ事件の時に、そう話し合ったじゃないか！　そうしないと、こんな風に下着姿の義姉ねえさんたちと遭遇することもあるからって、そう言ったじゃないか！

「ああ、そう言えばそうですね。ですが、そろそろ春斗君が起きてくる時間だと思ったので開けておきました」

「……はい？」

「私は気にしないので、どうぞ顔を洗ってください。それとも、春斗君も一緒にシャワーを浴びますか？」

　スッと頰に伸びてくる手。まるで誘うように触れるその感触に、強烈な違和感を覚え、俺は無意識に洗面所から１歩外に出ていた。そして、

「浴びないからッ！」

　ピシャン、と洗面所の扉を閉める。

「春斗君。顔、洗わなくていいんですか？」

「後で洗うから冬華姉さんは早くシャワー浴びちゃって！」

「そうですか。残念ですね」

　いや、意味わかんないから！

「秋ねえと言い冬華姉さんと言い、一体どうしたんだよ、いきなり」

　ゴールデンウイーク前なんかはあんなに普通にしてたのに。いきなりこんなことをしだすなんて、今の俺たちは家族なんだぞ!?

「春斗。朝から大変だね」

「夏希姉ちゃん」

　リビングに行けば、そこにはいつも通り制服にエプロンを着けた夏希姉ちゃんがいる。

「大丈夫だよ。私はあの２人みたいに変な事はしないから」

　そう言って出してくれた牛乳を一口飲み、ようやっと一息つけた。

「冬華姉さんも秋ねえも、一体どうしたんだよ。夏希姉ちゃん、何か知ってる？」

「うーん」

　そこでしばらく悩む夏希姉ちゃん。

「メインヒロインになりたいから、かな」

　と、可愛く舌を出すのだった。

「え、何それ？　メインヒロインになるのに、どうして俺のベッドに潜り込んできたり、一緒にシャワーを浴びようとするのさ」

　ヒロインらしいちょっとエッチなサービスシーン的な？　でも、そんなのアニメの中の話で、現実でそんなことされても困るだけだ。ていうか、そんなシーンを作るとも決まってないぞ。

「こればっかりは春斗から頼まれても教えられないな」

「なんでさ」

「春斗には、自分で気づいてもらわないと意味がないから」

「……わかったよ」

　夏希姉ちゃんの表情に自分を無理矢理納得させる。これ以上は聞いても無駄だと。

　キッチンに戻る夏希姉ちゃんを見送りながら、俺は食卓に並んだ朝食へと手を伸ばす。

「……」

　しかし結局、何を食べたところで味はわからない。今の夏希姉ちゃんの口ぶり。俺が何かを見落としてるとでも言いたげな、そんな感じだった。一体何だってんだ。

「朝ごはん～」

「今日はパンですか。春斗君、ジャムを取ってくれますか？」

「……はい」

　食卓に着いた冬華姉さんと秋ねえを注視するも、結局２人がなんであんなことをしたのかなんて、まるでわからない。うーん、なんかモヤモヤするなぁ。とは言え、そうして悩んでばかりいたってしょうがない。

「義姉さんたちって、今日の放課後って時間ある？」

「あるけど、どうしたの？」

　キッチンから戻ってきた夏希姉ちゃんが首を傾げる。冬華姉さんと秋ねえも、揃ってこちらを見やる。

「アニメーション同好会を本格的に始めようと思うんだ。だから、よければ部室に集まってくれればと思って」

「いいよ～」

「って、秋ねえが一番不安なんだけど、高校の敷地に入れるの？」

「大丈夫～。一応関係者だし～、ＯＧだし～」

「そっか。それならよかった」

　それが一番心配と言えば心配だったのだ。でも、大丈夫ならいいや。

「いよいよですか」

「って言っても、義姉さんたちに話したのはつい１週間ぐらい前だけどね」

「ですが、春斗君は高校入学前から楽しみにしていたんですよね」

　そりゃまあ、そうだけど。

「それじゃあ、ようやっと春斗の念願が叶かなうんだ！　楽しみだね！」

「どんなアニメを作るかとか、全然決めてないけどね」

　ヒロインのモデルが義姉さんたちってこと以外、全くと言っていいほど決まっていない。こんな状態で走り出して、果たして大丈夫なのだろうか。

「大丈夫だよ～。はる君ならきっと～、面白いアニメを作れるから～」

「うん。ありがとう」

　そんな会話をしつつ、俺たちはそれぞれに準備を終えて、家を出たのだ。




　その日の昼休み。俺は優ゆう美みと勇ゆう樹きにアニメーション同好会のことを報告していた。

「やっと動き出すんだ。よかったね、春斗」

「結局ゴールデンウイーク明けまでかかっちまったけどな」

「この際、時間は関係ないだろ。まあ、俺としては、そのゴールデンウイークの旅行について詳しく聞きたいけどな。あの美人姉妹と泊まりとか、知れ渡ったら全校の男子を敵に回すぞ」

「そういうのはいいから」

　義姉さんたちが校内でも人気なんてのは、言われなくても知ってるっての。

「ねえねえ、春斗。何か手伝いが必要だったら言ってね？　出来る事なら何でもするから」

「ていうか、俺としてはちゃんと活動するのかどうかが心配だぞ。家だけじゃ飽き足らず、学校でもあの美人姉妹と一緒にいるんだろ？」

「はっ、そう言えば。春斗、大丈夫だよね……？」

「何の心配をしてんだよ、お前らは」

　そんな間違いあるわけないだろうが。これまでの数か月だって一緒に生活してきたんだぞ？　そりゃ、今朝辺りからなんか義姉さんたちの様子がおかしいけどさ。

「お、噂をすれば志し木き先輩だ」

「え？」

　勇樹の視線を追えば、そこには確かに夏希姉ちゃんの姿があった。どうしたんだろう。用がなければうちの教室には来ないでくれって言ってるのに。

「あ、春斗！」

　そして案の定、俺を見つけて駆け寄ってくる。クラス中の視線を引き連れながら。

「どうしたの、夏希姉ちゃん」

　うわー、なんだろう。今朝のことを思い出したせいか、なんかすっげぇヤな予感がする。

「大した用事じゃないんだけど。春斗、今日の放課後ってどこに行けばいいんだっけ？」

「どこって、アニメーション同好会の部室だけど。あれ、夏希姉ちゃん場所知らない？」

「あはは。お恥ずかしながら」

「だったら言ってくれればよかったのに。ていうか、わざわざ教室まで来なくてもスマホで連絡くれればよかったのに」

　１年と３年の教室って結構離れてるのに、何でわざわざ教室まで。

「うーん、今のはついでで、本当は春斗の顔を見に来たんだ！」

　いや、それこそどうでもいい予定じゃない？

「今朝も一緒に登校してきたじゃん」

「うん。そうなんだけど、授業中に『春斗、何してるかなー』って考えてたら、我慢出来なくなっちゃった！」

「……授業は、ちゃんと聞いた方がいいと思うよ」

　あー、なんか。なんかヤな予感がする。

　やめてくれよ、マジで。冬華姉さんと秋ねえだけでもわけわかんないのに。この上夏希姉ちゃんまでだなんて。

　頼む。頼むからこのまま何事もなく帰ってくれ。

「ちゃんと春斗に会えてよかったぁ。あ、お弁当も食べてくれてるね！」

「うん。相変わらず美味おいしいよ」

「ありがとう！　よし。午後の分の元気を貰もらえたし、私はもう戻るね」

「ああ、うん。わかった」

　よかったぁ！　本当に頼むから、これ以上何もなく教室に戻ってくれ。

「それじゃあ、放課後楽しみにしてるね！　あ、くれぐれも私だけ仲間外れになんてしないでね！」

「しないしない。大丈夫」

　何の心配だよ。

「うん！　それじゃあ──って、そうだ！」

　え、何？　何する気？　話してる最中に一体何を思いついて夏希姉ちゃんは、俺の横まで回り込んできたの!?

「また後でね♡」

　ちゅ、と頰に今日一番の爆弾を投下しやがった。

「ちょっ!?」

　だから、そういうことをしないでくれってずっと願ってたのに!!　どうすんの、この大騒ぎ!!　教室が震えてるよ!?

「じゃ」

　って、いや待って!!

　満足そうに帰らないで!!

　今の教室で俺を１人にしないで!!

「なあ、春斗」

「何だよ、勇樹」

「ちょっっっと詳しく話を聞こうか」

「それ俺のセリフだから」

　説明を求めたいのは間違いなく、俺！

「春斗ぉ」

「優美」

　お前、そんな泣きそうな顔でこっちを見るなよ。泣きたいのは俺の方だっての。

「私は何があっても春斗の味方だからね。ちゃんと、ちゃんと相談に……、うぅ」

「無理しなくていいから。気持ちだけ、受け取っておくから」

「やだぁ。気持ちだけじゃダメぇ。私もちゃんと春斗の力になるのぉ」

「わかった。わかったから。頼むからこれ以上騒ぎを大きくするような真似はしないでくれ、頼むから」

　ていうか、マジでどうすんだよこのクラス……。そこかしこで騒ぎになってんじゃねぇか。やってくれたな、夏希姉ちゃんも。ちくしょう。




　夏希姉ちゃんのせいで落ち着かない１日を過ごす羽目になったけど、ようやっとの放課後だ。いつもより浮かれ気味にアニメーション同好会の部室に行くと、そこには、

「も～。はる君遅いよ～」

「これでもＨＲ終わってすぐに来たんだけど!?」

　秋ねえがいた。

「ダメだよ～。ＨＲなんてサボらなきゃ～」

「いやいや、そっちの方がダメでしょうに」

　あなた、一応教育者の端くれですよね？　あれ、大学准教授の場合は研究者になるのか？

「ていうか、なんで秋ねえは制服なの？」

「？　学校に来るときは制服でしょ～？」

「ＯＧに着用義務なんてないよね!?」

　何、当たり前のように言ってるの!?
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「え～、でも似合ってるでしょ～？」

「その切り返しが出来るのがすごいわ」

　確かに秋ねえの言葉通り、嫌と言うほど制服姿が様になってるけど。そこらの生徒に現役だって言えば、納得してしまうに違いない。

「ね～ね～、はる君～。似合ってるよね～？」

「似合ってるよ」

「やった～。はる君に褒められた～」

　いや、なんて言うか悔しいぐらいに似合ってるんですけど。それに、その、秋ねえの制服姿って、エロい。

「あ、もう来てたんだ。私も急いだのに早いね！」

「夏希姉ちゃん」

「って、なんで秋あき奈な姉さんは制服着てるの!?」

　やっぱりそこにツッコむよね。

「久しぶりの母校だし～、はる君と同好会活動するからね～」

　そしてやっぱりその理由がよくわからない。

「すみません。遅くなりました！」

「冬華姉さん。大丈夫だよ、俺らも今来たとこだし」

「って、秋奈。何ですかその恰かつ好こうは!?」

　ああ、うん。わかる。ツッコみたくなる気持ちはわかるけど、それもう３回目。

「私も制服を着ればよかったです！」

「その発言は予想外だわ!!」

　さすがは冬華姉さん。まさかそんな発想をぶつけてくるとは思わなかった。なんて感心してたって埒らちが明かないし。とっとと話を始めちゃおう。

「えーとさ、とりあえず始めてもいい？」

　そう言いつつ、部室の黒板にチョークを走らせる。『第１回　アニメーション同好会　会議』。うん、味気ないけどそれっぽくはある。

「何だかそれっぽいですね」

　同じ意見だけど、人から言われると何だか情けなく感じるのはどうしてだろうか。

「アニメ制作について個人的に色々と調べたんだけどさ。とりあえずはまあ、どんなアニメを作りたいか？　だよね、重要なのは」

　どんなアニメを作りたいか。つまりはテーマである。それが作品の方向性を決めると、色んな本やネットの記事には書いてあった。しかしまあ、今回俺らは、正確には俺はアニメを初めて作る。だから、あんまり考え過ぎずに決めようと思う。

「旅行の時にも少し話したけど、義姉ねえさんたちをモデルにしたキャラクターのアニメにしようと思うんだ」

「そう言われると、なんか恥ずかしいね」

「そうですね。照れます」

「私は楽しみだな～」

　まあ、改めて言ってみてもそりゃそういう反応になるよな。自分をモデルにしたアニメなんて、俺だったらこっぱずかしくてやめてくれって言うかもしれない。

「で、まあ。ヒロインはそれでいいと思うんだけど、肝心のストーリーをどうしようかなって思ってて──」

「恋愛ものですね」

「ラブストーリ～」

「恋人同士が幸せになるやつ！」

　って、早!?　意見出すのめっちゃ早くない!?　でも、ちょうどいいや。

「実は、俺も恋愛ものにしようと思ってたんだ」

　理由は単純。ヒロインの魅力を伝えやすいからだ。

　本当は他にも色々と考えたんだ。ＳＦもの、ロボットもの、ファンタジーもの、アクションもの、スポーツものって……。

　確かにそれらのジャンルをやってみたいって気持ちもある。

　だけど、今回俺が作ろうとしているのは、『義姉さんたちをモデルにしたヒロインのアニメ』だ。主軸が〝ヒロイン〟にあるなら、恋愛ものだろう。だって、あらゆるジャンルの中で最も〝ヒロイン〟のキャラクター性が重要なジャンルだし。

　とかなんとか、色々理屈を考えたものの、本音は実を言うと別にある。

「舞台は現代。設定もそんなに凝ったものにはしないで、普通の高校生が恋愛とか、なんかそういう青春をするようなものにしようと思う」

「賛成です」

「異議なし～」

「賛成！」

　おお、すごい。ポンポンと決まっていくぞ。めっちゃ順調。いい感じ。

「ストーリーはこれから決めていくとして、その前に話し合いたいのがキャラクターについてかな」

　旅行前に決めたように、まずはキャラクターだ。これから作り上げていくキャラクターが推せる存在なのであれば、それは創作のモチベーションにもなるに違いない。

　そう思っての提案だったのだけれど……。

「メインヒロインは私をモデルにしてください」

「とーかちゃん何言ってるの～？　メインヒロインは私だよ～」

「秋奈姉さんこそ何言ってるの？　メインヒロインは私がやるから！」

　とまあ、義姉さんたち３人がそれぞれに主張を始めてしまった。

　でも、こうなる気はしてたんだよ。旅行の最終日の夜なんてさ、皆が皆メインヒロインをやりたいからって風ふ呂ろまで押しかけてくるんだもん。

「えーっと、一応言っておくと、ちゃんとサブヒロインにも役割は持たせるつもり……」

「メインヒロインじゃなきゃ意味がありません！」「メインヒロインがいいの～」「絶対にメインヒロイン!!」

　あ、はい。

「冬華姉さんも秋奈姉さんも春斗の話、聞いてた？　高校生の恋愛ものだよ？　だったら現役高校生の私が一番適役だってわかるでしょ!?」

「別に現役高校生じゃなくたって恋愛は出来ますよ？　それに、恋愛もののモデルなら経験豊富な方が色々と便利だと思います。私なら生徒たちの相談にも乗っていて、色んな恋愛を知っているので、しっかりとメインヒロインをこなせる自信もあります」

「とーかちゃんのは実体験じゃないじゃん～。彼氏いない歴＝年齢でしょ～？」

「サラッと私の秘密を暴露しないでください!?」

「やっぱり秘密だったんだ～。でもさ～、思うんだけど～、とーかちゃんとなっちゃんじゃ普通過ぎるよね～。はる君が作ろうとしてるのはアニメで～、エンタメだよ～？　だったら私みたいに特別な経歴を持ってるモデルの方が～、キャラクターの魅力が出るよ～」

「恋愛に特別なんていりません！　むしろ不要です！　普通の男女の普通の恋というものが、一番魅力的に映るんです!!」

「だったら尚なお更さらメインヒロインは私だよ！　10代の感性とか、冬華姉さんにも秋奈姉さんにもわからないでしょ!?」

「逆に特別なキャラクター性の方が普通の恋が映えると思うよ～。特別だからこそ普通に憧あこがれるって～、定番だと思うな～」

「そうかな？　それに定番ってことはありきたりってことでしょ？　そんな恋模様をわざわざ作品にしたって意味ないんじゃない？」

「それでしたら、メインヒロインを10代にする必要もないんじゃありませんか？　高校が舞台だと言うなら、生徒と教師の禁断の恋でもいいはずです」

「それこそありきたりじゃない？　それに、メインヒロインが10代で主人公も10代っていうのは、定番じゃなくて王道って言うの！」

「王道だからいいって道理はないけどね～。あんまり王道ばかりだと～、逆にありきたりになっちゃうし～。だったらメインヒロインの設定を少しいじったりして～、ちょっとだけ捻ひねりを加えた方がいいと思うな～」

　あの、えーっと。あれ、どうしよう。なんか気づいたら義姉さんたちの間で議論が紛糾してて俺が置いてけぼりになってるんだけど……。

　いやいやいや、おかしいでしょ、それは！　だって、この同好会でアニメを作ろうって言い出したのは俺だよ？　それがなんでこんな風になってるのさ。

「ちょっと義姉さんたち！」

　ピタリ、と部室の喧けん騒そうが鎮まる。気づけば誰もが立ち上がり、机の上に身を乗り出して議論に参加していた。どんだけ前のめりなんだよ。

「好き勝手に議論されちゃ困るってば!!」

「ですが春斗君。秋奈も夏希も聞き分けが悪いんですよ」

「それはとーかちゃんじゃん～。なっちゃんもワガママすぎ～」

「秋奈姉さんがそれを言う？　冬華姉さんだって全然人の話聞かないしさ」

　あー、はいはい。オーケー。一いつ旦たん落ち着こうか。

「このまま議論をしててもいいんだけど、その前に見て欲しいものがあるんだよね」

「何ですか？」「何～？」「何？」

　とりあえず落ち着いたのか、義姉さんたちは揃って椅子に座る。それを確認した俺は、前もって借りていたプロジェクターとノートパソコンをセッティングする。

「俺がアニメーション同好会でアニメを作りたいって思ったきっかけの作品」

　そうして取り出すのは、義姉さんたちから譲り受けた１枚のディスク。俺にとってはどんな商業ブルーレイよりも価値のある１枚だ。

「義姉さんたちには、俺がなんでアニメを作りたいって思ったかって話したっけ？」

「はい。私は聞きました」

「私は直接は聞いてない～」

「私も」

　そっか、あの話をしたのって冬華姉さんだけか。

「それじゃあ、ちょうどいいかな。俺がアニメを作りたいって思ったのは、去年の文化祭で見たアニメーション同好会のアニメなんだ。３人とも内容は知ってるだろうけど、改めて見て欲しいんだ。その方が、話が早そうだし」

　そうして俺はノートパソコンに１枚のディスクを挿入し、再生を始める。

　教室の壁をスクリーン代わりに映し出されたのは、もう何回も見た、あのアニメ。

　去年の文化祭で目にして、絶対にこの高校に入るんだと決意させてくれた、神作。

　何度見たって見飽きる事のない、最高の傑作。

　そこに描かれているのは、１人の女子高生の青春だ。

　登場人物は決して多くは無い。数人のクラスメイトに、数人の教師。全員がモブで、物語上重要な役割を担っている存在ではない。

　作品の多くは、女子高生が１人で描かれているシーンばかりだ。声はなく、字幕のみ。だからこそ彼女の心情は、絵と音楽と演出に委ねられている。

　主人公の少女は器用な人付き合いが出来る娘ではない。

　夕暮れの中を１人歩きながら、街並みを眺めるのが好きと言っている彼女は、学校でクラスメイトたちと一緒にいても、どこか距離を置いているように見える。

　それでもその少女はきっと、誰よりも繊細な感性と、穏やかな心を持っているに違いない。

　教室のふとした変化、クラスメイトたちの些さ細さいな変動に、細やかな反応を見せる。

　そして時間にして10分が過ぎた頃。彼女の学校生活に変化が訪れる。

　それは、１人の男子生徒の存在だ。

　これまでは少女１人が映し出されていた画面の中に、よく入り込むようになる男子生徒がいる。少女はその男子の名前を呼べずに『ねえ』とか『あの』とか、それでも必死に呼びかける。

　そうした時、彼女は指を震わせたり、彼の名前を呼ぶ前にこっそり前髪を整えたりする。そんな細かな演出が、彼女の気持ちを何より強く代弁してくれる。

　ああ、彼女はきっと、彼に恋をしているのだ。

　そうして淡い気持ちに優しく触れていたかと思えば、映像のラスト30秒。そこでは俯うつむいているであろう彼女の視界と、足元に黒いシミを作る雫しずくが映る。

　そして最後の10秒。滲にじんだ視界を通して見るのは、自分ではない他の女子生徒と一緒に歩く男子生徒の背中。

　そこで、物語は終わる。

「……」

　やっぱり、神だわ。すごいわ、この作品。

　エンドロールも何もなく、唐突にブラックアウトする画面に放心気味になりながら、俺はノートパソコンを操作する。

「俺はさ、この作品に憧れて、この高校に入ったんだ。アニメーション同好会に入って、アニメを作りたくてここにいるんだ」

　そして義姉ねえさんたちを前に、静かに自分の気持ちを伝える。

「何も同じものを作ろうなんて思ってるわけじゃない。それでも、この作品のように、何か大切な感情を表現する。そんなアニメを作りたいと思ってるんだよ」

　それが、どれだけ難しいものだとしても、だ。

「だから～、『恋愛もの』って言ったんだね～」

「そういうこと」

　恐らくこの作品のテーマは恋愛、それも失恋だろう。だって、最後の演出はどう見たってそうだから。

「ですが、作りたい作品の方向性が決まっているなら、わざわざキャラクターから考える必要はないんじゃないですか？」

「そう？　俺は好きなキャラクターに頑張って欲しいって思うから、まずはそこからかなって思ったけど」

「ストーリーにキャラクターを当てはめるんじゃダメなの？」

「それだと物語にキャラクターが動かされることになるから、なんか違うかなって思って。俺がこの作品に感動したのもさ、こういう物語だからじゃなくて、このキャラクターの人生のとある一部分を物語として切り出したから、だと思うんだよね」

　なんて言うか、色んな作品を見てても、『あ、キャラクターが物語に動かされてる』って感じる瞬間がある。そういうのを見ると、どうしてもキャラクターが生きていると感じられなくて、何だかもやっとするのだ。

　だから、俺が作るキャラクターには、ちゃんと生きてて欲しいと思う。

　ちゃんと生きてて欲しいと思うからこそ、今実際に俺の近くにいる人をモデルにしようと思ったんだ。

「春斗君。ひとつ確認があります」

「何、冬華姉さん？」

「ヒロインのモデルが私たちだとして、主人公のモデルは一体誰になるのでしょうか？」

　そこね。それはやっぱり気になるとこだよね。

「はる君じゃないの～？」

「私もそう思ってたよ」

「いや、まあそう思ってもいたんだけどさ。さすがにそれはちょっと恥ずかしいかなって」

　自主制作アニメの主人公が自分って、どんなオナニー作品だよって思っちゃうし。

「私たちをヒロインにしたいって言ってるのに、春斗は主人公をやらないの？」

「う、いや……」

　夏希姉ちゃんの指摘はもっとも。義姉さんたちにこんなことを言っておいて、自分だけ逃げようとするのは確かにかっこ悪いけど……。

「もし～、はる君が主人公じゃないなら～、私もメインヒロインにはなりたくないな～」

「秋ねえ……？」

「それ、私も」

「夏希姉ちゃんまで!?」

「私もです」

「冬華姉さん!?」

　待って待って。それは困る！

「それに、春斗君が主人公のモデルになってくれるなら、このアニメを作るとてつもないモチベーションになると思うんです」

「それ分かる～」

　分かっちゃうんだ!?　なんで!?

「そうだよね。主人公は絶対春斗がモデルがいいよね!!」

「そこは譲れませんね」

「異議なし～」

　あの、義姉さんたちさっきまで、誰がメインヒロインかってめちゃくちゃ言い合いしてたよね……？　なぜ、ここに来て一致団結してるんです……？

「いやいやいや、そう言ってくれるのは嬉うれしいんだけどさ。本当にそれでいいの？　義姉さんたちにだって〝理想の男性像〟的なのがあるでしょ？　そういうキャラクターを主人公にした方がモチベーションも上がるんじゃないの？」

　推せるキャラクター。

　作品を楽しむにあたって、何よりも必要不可欠だろう。いかにストーリーがよく、設定が作り込まれていたって、キャラクターが推せないんじゃ、そこに傾ける熱だって違う。

　オタクな俺が言うんだから、間違いない。

　そして、それはきっと創作も同じはずで……。

「春斗君がいいんです」

「絶対にはる君がいい～」

「むしろ、春斗以外ありえないよ」

　う。そこまで断言されてしまうと、もう何も言う事が出来ない……。

「わかった。主人公のモデルは、俺にしよう」

　これ、絶対誰にも言わないようにしよう。恥ずかし過ぎる。

「決まり～。それじゃあ尚なお更さら～、私はメインヒロインがいいな～」

「私もです」

「私も！」

　あ、あれ……？

「冬華姉さんも秋奈姉さんもいい加減にしてよ！　メインヒロインは私！」

「なっちゃんこそいい加減にしなよ～。さっきも言った通り～、私が一番ヒロインとして魅力的になると思うな～」

　義姉さんたち……？

「秋奈、夏希。こういう時は年上の顔を立てるものですよ」

「それを言うなら、こういう時こそ末っ子に譲るのが姉として当然のことだと思うけど？」

「だったらさ～、間を取って次女って選択肢が一番いいよ～」

　さっきまで意気投合してたのは、一体……？

「春斗君もメインヒロインは私がいいですよね!?」

「え～、はる君は私がメインヒロインの方がいいよね～？」

「そんなことないよね、春斗！　私がメインヒロインがいいでしょ？」

　ちょ、圧が！　義姉あね圧が強いッ。

「確かに義姉さんたちの内、誰かをメインヒロインにしようとは思ってるし、義姉さんたちがそこまで意欲的なのは嬉しい！　でもさ、いいの？　場合によっては、メインヒロインには〝失恋〟をしてもらうことになるよ」

「あ……」

「あ～」

「あ」

「だから相談したかったんじゃないか」

　俺だって義姉さんたちをモデルにする以上はそのヒロインには幸せになってもらいたいと思っている。でも、俺が影響を受けたのがあの作品である以上、失恋をテーマにしたストーリーになる可能性だって十分にあるんだ。

　それでも尚、義姉さんたちは自分をメインヒロインのモデルにって、そう言うのだろうか……？　傷つく可能性だって十分にあるのに？

「春斗君と恋愛をして、失恋ですか……」

「はる君が相手で～、失恋～……？」

「春斗と恋をして、失恋……」

「も、もしもの可能性の話だからね……？　それに、あくまで創作上の話で、現実での話ではないからね……？」

　だから、あの、頼むからそんなに思いつめた顔をしないでくれない……？　ものすごい罪悪感が込み上げてきてるんだけど……。

「う……」

　う？

「うぅ～」

　え。

「う、うぅ」

　待って。

「うぅぅ……」「うぅぅ～」「うぅ、うぅぅ」

　待って待って待って！　泣いてる!?　泣いてるの!?　３人揃って!?

「ちょ、義姉さんたち!?」

「春斗君～。ぅうう～、嫌ですよ～」

　冬華姉さん!?

「はる君～。やぁだぁ～」

　秋ねえ!?

「はる、春斗ぉ。やだよ。やだぁ」

　夏希姉ちゃん!?

「いやいやいやッ!!　大丈夫だからそんなことしないからッ!!　失恋ものなんて絶対に作らないからッ!!」

　ちょ、いや。ええ!?　何この状況!?　アニメ制作について話し合ってただけなのに、なんでこんな修羅場みたいになってんの!?

「……本当ですかぁ？」

「本当だからッ！」

「……絶対ぃ～？」

「絶対にッ！」

「……約束、だよ？」

「するする約束するッ！　絶対に失恋ものなんて作らないからッ[image: ]」

　そう言うと、義姉さんたちは揃って手を差し出してきた。……え、何？

「ゆびきりしてください」「ゆびきりして～」「ゆびきり」

　あ、はい。

　そうして義姉ねえさんたち３人と順番に指切りをする。いや、マジで何この状況。何がどうしてこうなった？　俺か？　俺が悪いのか？

「え、えっと。今日はもう、帰ろっか……」

　なんかもう話し合いとかって雰囲気でもないし。俺も１回頭を冷やしたいし。そして何より、この空間にこれ以上いるのに耐えられない。

「ね、ほら。話し合いはまたいつでも出来るし。それに今日は主人公を俺にするって決まった上に、作品の方向性もちょっとだけ見えてきたしさッ!!」

　失恋ものは絶対にＮＧってことだけだけどな！

「あ、ほら。よかったらみんなで一緒に帰る？　今までそういうことしたことなかったし」

　ヘタレと呼ぶなら好きに呼べ。だけど俺はこれ以上１分１秒もこの場にいたくないッ！

　いや、実際さ、義姉３人に泣かれる中に居続けられる奴がいたら、そいつはきっと人の心がわからない奴だと思うんだよ。もしくは心が鉄で出来ているか。あいにく、今俺の心はガラス並みの強度なので、これ以上は無理っス。

「今日は解散！　お疲れ様でしたッ」
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「マジでどうしよう……」

　俺の中で『地獄の会議』と呼んでいるあの話し合いから一晩が経過した翌日。俺は放課後に１人でアニメーション同好会の部室で悩んでいた。

　何をって？

　そりゃもちろんアニメのことだよ！　って言えればどれだけよかったか。実際に悩んでいるのは義姉さんたちのことだ。

　なんかもうさ、大変なんだよ。

　昨夜ゆうべの夕食の席では３人揃って『あーん』なんて言って俺に夕飯を食べさせようとするし。風ふ呂ろから上がってテレビを見てれば『マッサージ』なんて言われて３人から揉もみくちゃにされるしさ。

　今朝だってそうだ。秋あきねえは当たり前のように俺のベッドに潜り込んできてたし、冬とう華か姉さんは朝の会議をサボってまで俺と一緒に登校しようとするし、夏なつ希き姉ちゃんなんか電車の中で手を繫つないできてそのまま登校しようとするしで、本当にもう大変だった。

「……どーしよ」

　しかし、本当の悩みどころは義姉さんたちの行動じゃない。いや、それはそれで問題なんだけれど、それ以上に悩むのは、俺に絡んでくる義姉さんたちの態度に強い違和感を覚えるせいだ。

　旅行から帰ってきたばかり。つまりは昨日だが。その時はまだ、なんか余裕があった。しかし今日の義姉さんたちから感じたのは、どこか焦りのようなものだ。

　何かに突き動かされるような焦燥感に必死さ。まるで、抱いた不安を振り払おうとするかのような態度で接されれば、いくら何でも気にする。

　それが、昨日の１件によって引き起こされたことなのだと思えば、尚更だ。

「だって、それしか考えられないもんな……」

　昨日の部室での義姉さんたちの姿。あれだけ活発に議論をしていたかと思えば、唐突に泣き出して……。いや、あれはマジで困った。

　困ったけど、だからこそあの姿に疑いなど持ちようもない。

　あの時義姉さんたちは本気で泣いていた。

　その引き金になったのが──、

「失恋、ねぇ」

　過去に大きなトラウマでもあって、それが呼び起こされた、とか。……３人同時に？

　ありえないだろ、それは。

　抱いた疑問に、すぐさま否定の考えを突きつける。

　それはいくらなんでも義姉さんたちのことを無視した考えすぎる。そんな雰囲気じゃなかったのは、その場にいた俺が一番よくわかってるだろうが。

　それに、義姉さんたちがそれぞれに口にしていたのは、〝失恋〟についてじゃない。俺をモデルにした主人公に、自分がモデルになったメインヒロインが失恋するのをイメージして泣いたんだ。

　だったらもう、答えなんてひとつしかないんじゃないか？

　他に可能性がないなら、それがどんなに信じられなくても、真実なんじゃないか？




　──義姉さんたちは、３人とも俺のことが好き。




「いや。いやいやいや。ありえないだろ、それはッ」

　誰が聞いてるわけでもないのに、全力で否定をする。いやだってそうだろ？　あの美人姉妹が３人とも自分のことを好きだなんて、そんなの都合が良すぎる妄想じゃないか。

　例えばそうだ。それを勇ゆう樹きに話してみたとしよう。どんな反応されると思う？　爆笑されるのがオチじゃないか。

　優ゆう美みに話したとしてもそうだ。笑われるか、もしくはありえないぐらい心配されるのが目に見えている。

　そうだよ、そうだって。そんなの妄想に決まっている。でなきゃ、でなきゃ、──親父になんて言うんだよ。

　あなたが再婚した奥さんの娘さんは３人とも義理の弟であるあなたの息子のことが本気で好きみたいです、ってか？

　冗談よせよ。

　いきなり実の息子からそんなこと言われたら、せっかく幸せを摑つかんだ親父を悩ませることになっちまうだろうが。そんなことは、したくない。

　なんて、そんなことを考えていると、コンコンと部室の扉がノックされる。

「……どうぞ」

　緊張しつつ返事をすれば、ソロソロと扉は開いていき、そして顔を覗のぞかせたのは、

「冬華姉さん」

「……春はる斗と君」

「──ッ」

　なんだよ、その安心したような顔は。堪たまらなく不安だったと告げるような、その胸を撫なでおろすような仕草はなんだよ。

　さっきまで考えてたことを裏付けるような真似は、頼むからやめてくれよ。

「どうしたの？」

「ああ、いえ。特に用事があったわけではないのですが、なんて言いますかその、……ちょっと、顔が見たくなりまして」

「そっか」

「はい」

　そう言ってその場に佇たたずむだけの冬華姉さん。これだ。こういう態度だ。昨日の放課後までの冬華姉さんなら、同じシチュエーションなら迷うことなく俺の側に歩み寄ってきただろうに。今は、そうしない。

　それが、強烈な違和感になる。

「こっち来る？」

「いいんですか？」

「いいも何も。義姉あねと義弟おとうとじゃないか、俺らは」

「そう。そうですよね。……義姉弟きようだい、ですもんね」

　──ッ。

　思わず心の中で舌打ちをする。冬華姉さんに対して？　まさか。自分自身に対してだ。

　冬華姉さんの表情。『義姉弟』と口にした時の冬華姉さんの顔。そこに宿った感情が、胸に突き刺さる。

　勘弁してくれ。そんな哀しそうな、寂しそうな表情をされたら、どうにかしてあげたくなるじゃないか。

「あの時とは逆だ」

「え？」

「俺がアニメーション同好会に入りたいと思ってるって話をしたとき」

「どう、逆なんですか……？」

「今は冬華姉さんが相談したそうな顔をしてる」

「あ」

「こっち来てよ。話そう」

　言いつつ、自分の隣の椅子を引く。冬華姉さんが座りやすいように、こっちに誘う。

「……そんな顔をしてましたか？」

「してたよ」

　今もだけど、とはさすがに言えない。

「そうですか。……おかしいですね」

　ふっと緩まる表情に、どこかいつもの冬華姉さんらしさを感じてホッとする。やっぱり冬華姉さんには笑ってて欲しいな。

「それで、どうしたの？」

「……」

　沈黙。

「まさか、職員室でいじめられてる？」

「え？　なんでですか？」

「だって、冬華姉さん言ってたじゃないか。生徒が相談に来るときはいじめか、──恋の悩みがほとんどだって」

『生徒がそういった態度で相談してくる大半は恋の悩みですからね。もしくは、いじめ──まさか!?』

　そう言って冬華姉さんは俺の事を本気で心配してくれたんだ。それがわかったからこそ、俺も冬華姉さんに自分の悩みを打ち明けた。そして、俺はアニメーション同好会で一緒にアニメを作ってくれる人たちを見つけることが出来たんだ。だったら、今度は。

「聞かせてよ。冬華姉さんの悩み。俺だって、義姉ねえさんの力になりたいんだ」

「春斗君」

「うん」

　相あい槌づちを打ち、その先を待つ。隣に座る冬華姉さんの顔をじっと、見つめる。

「……ふふ」

「え」

　不意に笑みを漏らす冬華姉さん。え、何？　俺、何かした？

「どうしたのさ」

「いえ、春斗君が余りにも真剣な顔をしているものですから、何だかおかしくなってしまいまして。ふふふ。なんでしょうね、緊張している時ってなぜだか無性におかしくなることってありませんか？」

「あるけど、今このタイミング……？」

　いやまあ、いいけどさ。こういう真剣になりきらないとことか、冬華姉さんらしいし。

「ああ、ごめんなさい。そうでしたね、悩み相談をしようとしてたんですもんね」

「別に無理してする必要もないけどね」

「えー、せっかくですし聞いてくださいよ。私の悩みを」

「そうしようと思ったら笑い出したのは冬華姉さんじゃん」

「あはは、そうでしたね」

　空気が緩んでいく。いつもの冬華姉さんとの間にあるような、楽しくて、面白くて、そしてどこか落ち着く雰囲気に、緊張が解けていく。

「私の悩みは、そうですねー。人間関係についてでしょうか」

「えっと……？」

　どっちだ？　どっちの悩みだ？　いじめも恋も、結局は人間関係だと思うんだけど。

「春斗君は、誰かに本気で恋をしたことがありますか？」

　あ、そっちか。恋の方か。

「ない、かな」

「好きな人がいたことは？」

「それなら、まあ」

「あるんですか!?」

「驚き過ぎだから！」

　いきなり身を乗り出してくるから、びっくりしただろうが!!

「だ、誰ですか……？　い、今もいるんですか……？」

「ずっと子どもの頃の話だよ。ほら、幼稚園の先生が好きとか。そういうやつ」

　どちらかと言えば、子どもの憧あこがれに近い感情だ。

「だから、世間で言われるような、恋愛的なやつで誰かを好きになったとかは、ない」

　気になるクラスメイトみたいな話題は中学の時もあった。でも、俺はそういう相手を作るつもりはあんまりなかった。それよりは優美や勇樹と適当につるんでいる方が楽しかったから。あと、アニメとか見るのに忙しかったし。家のこともやらなきゃだったし。

「私は今、本気で恋をしているんだと思います」

「うん」

「相手はその、秘密です」

「……うん」

　煮え切らない眼まな差ざしを向けられると、めっちゃムズムズする。ていうか、うん。その相手ってことに関しては、頼むからそのまま秘密にしておいて欲しい。下手へたに話されると、なんていうか真剣に考えなきゃならなそうな予感があるし。

「ただ、ここ最近でちょっと不安になるようなことがありまして」

「うん」

　昨日の事かな？　とは聞けない。聞きたくない。だって、聞いたらはっきりさせなくちゃいけないし。

「こういう時って、どうすればいいんでしょう……？」

　ギ、とパイプ椅子の軋きしむ音。そっと指先が添えられる感触。手の甲に感じる体温に横を向けば、潤んだ瞳ひとみが見上げている。

「──」

　思わず、息を吞のむ。

　そうだよ。普段があんな親しみやすい感じだから忘れてたけど、冬華姉さんってめちゃくちゃ美人じゃん。そんな人がこの距離で、こんなに見つめてきて……。

「もし、もしだよ。冬華姉さんの好きな人が、冬華姉さんを不安にさせるようなことをしたんだとすれば、その人はきっとすごく悩んでると思う」

　グッと腹の底に力を入れる。流されちゃダメだと自分に言い聞かせる。今目の前にいるのは冬華姉さんだけど、秋ねえも、夏希姉ちゃんもいる。

　３人の義姉さんたちと俺で、義姉弟なんだ。

　そして遥はる香かさんがいて、親父がいて、家族なんだ。

　それを、忘れちゃダメだ。

「もしその人が、冬華姉さんを不安にさせてしまったと、そう感じているなら、絶対に何とかしようとすると思う。冬華姉さんをこんなに不安にさせたまま放っておくなんてこと、しないよ」

　でも、でもさ。家族だけど、義姉弟だけど、これぐらいはいいよな？

　手を握り返すぐらいは、してもいいよな？

　それぐらい、普通の家族なら、普通にするよな？

「だって、俺だったら、冬華姉さんには笑ってて欲しいって思うから」

　手を、握る。

　俺が今そう思っているのは本当だって、冬華姉さんに伝わるように。

「えへへ」

　耳じ朶だを打つ、嬉うれしそうな笑い声。伏せられた顔、垂れる前髪のせいで表情は見えないけれど、冬華姉さんの耳は、真っ赤に染まっている。

「……ズルいです。春斗君は」

「え、何て？」

　余りの小声に俺が聞き返すと、冬華姉さんはパッと顔を上げた。その表情は、いつもの元気な冬華姉さんだ。

「秘密です。聞こえないように言ったんですから」

「何それ」

「秘密ですー」

　子どもっぽい言い草。いい加減に歳を考えなよ、と言いたくなるそういうところが、冬華姉さんの好きなところだ。

「でも、春斗君に相談してよかったです」

「少しは気が晴れた？」

「ええ、とっても。曇り空がパアッと晴れ渡った気分です」

「それはよかった。ところで、」

「はい？」

「手、いつまで握ってるの？」

「あ」

　あ、また耳が赤くなった。そうか、冬華姉さんってこういう反応もするんだ。

「あはは。あはははは。なんだか恥ずかしいですね。教師と生徒でこんな」

「まあ、いいけど。義姉あねと義弟おとうとだし」

「じゃあ、もうちょっといいですか？」

　そこで甘えてくるのはズルくないですか!?　そんなん、そんなんさぁ。……ズルいじゃんッ!?

「す、少しくらいなら」

「ありがとうございます」

「……」

「……」

　何だろうね！　この雰囲気はッ!?　めっちゃムズムズするよ!?

「……」

「……」

　無言のまま向かい合って手を繫つなぎ続ける。え、本当になにこれ。友達になったばかりの幼稚園児みたいになってるよ？

「えっと、その……」

「うん」

　いや、今の俺たちに比べれば、幼稚園児の方がよっぽどしっかり意思の疎通をはかれる気がする。こんな気恥ずかしさ、どうしろと!?

「……」

「……」

　お互い動くに動けない。そんな雰囲気をぶち壊したのは、ブツン、という無遠慮なスピーカーの音だった。

『志し木き先生。志木先生。職員室までお願いします』

「呼ばれちゃいました」

「そうみたいだね」

「残念です」

　そう言って冬華姉さんは俺から手を離す。その表情はもういつもの冬華姉さんで、この部室で泣いていたなんて噓のように、軽やかだ。

「ああ、そうです」

「ん？」

　まさに出ていこうと扉に手をかけた直後。冬華姉さんは俺を振り向いた。

「私をメインヒロインにしてくださいね」

　それだけ言うと、冬華姉さんは部室を後にする。後に残った俺は、

「……参ったな」

　そう言う事しか出来なかった。
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　冬華姉さんが部室を去ってから程なくして、俺もそそくさと家路についた。あのまま部室にいても意味はなかったし、冬華姉さんのおかげで分かったことがあるからだ。

　ちゃんと話す。

　秋ねえと、そして夏希姉ちゃんとも。

　そう思い意気揚々と家に帰ったはいいけれど、

「この状況は、何？」

「んー？　何か言ったぁ、春斗？」

「……俺は今一体何をしてるのかなって思って」

「何をしてると思う？」

　それを知りたくて聞いたんだけど!?

「ねえ、夏希姉ちゃん」

「何、春斗」

「夕飯の準備、しないとダメな時間だよね」

「そうだねぇ」

「夏希姉ちゃんか俺が作らないと、今夜のご飯はなくなるよね」

「そうだねぇ」

「……もう１回聞くよ。俺、今何をしてるの？」

「そんなのどうでもいいよぉ」

「よくない。絶っ対によくない」

　これだけは心を込めて断言させていただく。

　だって、今この瞬間に冬華姉さんか秋ねえが帰ってきたら、それはそれはマズいことになるに違いないから!!

「ねえ、夏希姉ちゃん。もう１回だけ聞くよ」

「何ぃ？」

「夕飯の準備しないとダメだよね？」

「その前に英気を養わないと頑張れない」

「だから夏希姉ちゃんは俺の上に乗ってるの？」

「髪を撫なでてくれると嬉しいなぁ」

「……そういうことじゃない」

　違う。違うんだよ、俺の言いたいことはそうじゃないんだ！

　いや、そりゃね。こんなシチュエーションに持ち込まれた俺も悪いと思ってるよ!?

　家に帰ったら、夏希姉ちゃんがリビングのソファでボーッとしてたんだよ。

　これはちょうどいい、話をするチャンスって思いながら、『どうしたの？』って聞きつつ隣に座ったら、『ちょっと疲れちゃった』とか言い出して、いきなりもたれかかってくるもんだから支えたわけですよ。

　そしたらどうだ。あれよあれよとソファの上に押し倒され、気づいたら夏希姉ちゃんが覆いかぶさってて、そして俺を抱きしめてると来たもんだ。

　ソファに座ってたのから、全部が全部罠わなだったんじゃないかと思うぐらいに自然過ぎる流れだった……。手際が鮮やか過ぎた……。

「ねえ、夏希姉ちゃん。いいの？　夕飯の準備をしなくて」

「いいの」

「もうすぐ冬華姉さんや秋ねえも帰ってくるんじゃないの？」

「うぅん」

「……何その返事」

「大丈夫だよぉ」

　いや、なんも大丈夫なことないよね？　それはそうと、秋ねえが出かけてるのが驚きだ。こういうぐうたらした感じは秋ねえの専売特許なのに。

「いいの、姉さんたちのことは。それより私は疲れたの。癒しを求めているの。だから春斗にぎゅってして欲しいの」

　……ちくしょう、可愛い。

　ええ、ええ、わかってますよ。わかってます。今の状況に不満があるって言うなら、夏希姉ちゃんを振りほどけばいいってことぐらい、俺だってわかってる。

　これが秋ねえや冬華姉さんなら、間違いなくそうしたさ。

　あの２人は普段からやたらと変な絡み方をしてくるし、くっついてくるし、ぶっちゃけちょっと鬱うつ陶とうしいこともあるし。

　でもさ、でも、……夏希姉ちゃんなんだよなぁ。

　学校では生徒会長をしっかり務めてて、家ではしっかりと家事をしてる。

　いつも明るくて元気で一生懸命で。

　そんな夏希姉ちゃんがだぞ。こんなに甘えてきてるんだよ。そりゃあさ、ギャップ差で可愛く見えてもしょうがないだろ!?

「春斗ぉ。どうしたのぉ」

「……何でもない」

　語尾までなんかふにゃふにゃしてるし！

　何だろう、この感情は。夏希姉ちゃんみたいな美少女を抱きしめてる緊張でも、恋愛的なドキドキともまたちょっと違うこの感じは。

「んふふ～。春斗ぉ」

「……っ」

　おでこで胸元をグリグリしてくるとか。そんな可愛い甘え方ある!?

　あー、ていうかわかった。これあれだ。猫とか犬とか、そういう愛あい玩がん系の動物を抱きしめてるのに近い。ゴロゴロ甘えてくるし。

　ただひとつ違うのは、夏希姉ちゃんはとびっきりの美少女だってことだけだ。

「寝ちゃいそう」

「勘弁して」

「ダメぇ？」

「ダメ」

「なんでぇ？」

「夕飯の準備が出来ないと困るから」

「出前取れば大丈夫だよぉ」

「そんなことはないでしょ」

　しかし、まさか夏希姉ちゃんがこんな風になるとは。これも昨日の件が影響しているなら、何とかしなくちゃいけない。

「んー」

「そんな頭でグリグリしないでって」

「春斗のいじわるぅ」

「どっちかって言うといじわるされてるのは俺の方だと思う」

「なんでぇ？」

「……言えない」

　可愛さという名の暴力がッ。

　愛らしさという名の暴虐がッ。

　目の前で猛威を振るっている──ッ。

　俺は今この瞬間に思い知った。

　美少女というのは、それだけで暴力的な存在なのだと──ッ。

「春斗、こっち見て」

「無理っす」

「なんで？」

「なんでも」

「ふーん。それならぁ」

　あんまりゴソゴソ動かないで!!　それはそれでヤバいから!!

　ほら、ちょっと動くだけで夏希姉ちゃんの髪からなんかいい匂いするし！　同じシャンプーを使ってるはずなんだけどな!?　不思議!!

「えへへぇ。春斗の顔が見れた」

「ッ!?」

　いや。あー。え、ちょっと待って。

　お願い。

　これ以上、俺に暴力的な可愛さを振りまかないで!!

「春斗。なんでずっと目を逸そらしてるの？」

「……秘密」

　可愛いという名の暴力に抗あらがうためです。

「そんなことされると、……不安」

「──」

「ねえ、春斗。どうしよう」

「どうしようって、言われても……」

　どうすればいいのだろう？　俺は、夏希姉ちゃんのために何が出来る？

「あ」

「……っ」

　これで、いいのだろうか？　こうすれば、いいのだろうか？

　わからない。わからないけど、他に夏希姉ちゃんの不安を和らげる方法が思いつかなかった。だから俺は、慣れない、ぎこちない手つきで、夏希姉ちゃんの髪を撫でる。

「んふふ～」

「変な声」

「そんなことないよぉ。嬉うれしいんだもん」

　これで。こんなので夏希姉ちゃんの不安が消えるなら、そんなのお安い御用だ。

「ねえ、春斗。私、不安になっちゃったんだ」

「うん」

「すっごくすっごく不安になっちゃったんだ」

「うん」

　頷うなずく。他に、出来る事がないから。

　もし夏希姉ちゃんが昨日の事で不安になったと、だからこんなことをしてるのだと言えば、それも頷く。

　たったあの程度、と思うかもしれない。あんな、創作に関する話し合いを真に受けるなんてバカバカしいと、そう思ってる自分がいるのも事実だ。

　だけどさ、だけど。それは俺の考えなんだ。夏希姉ちゃんのじゃない。

　夏希姉ちゃんが何をどう感じているのかは、夏希姉ちゃんにしかわからないし、決められない。俺はただ、彼女の言葉を信じて、受け取めて、頷くことしか出来ない。

　そして、少しでも夏希姉ちゃんの不安が和らぐように、行動で、言葉で伝えるしかない。──大丈夫だって。

「ねえ、春斗」

「うん？」

「春斗は、どこにも行かないよね？」

「行かないよ」

「ずっと？」

「ずっと。だって──、」

　ちょっと迷う。なんて言おうか。でも、俺から伝えられるのは、ひとつだけだ。

「だって、俺と夏希姉ちゃんは家族で、義姉弟きようだいじゃないか。離れないよ」

「……うん」

　これで良かったのかは分からない。もしかしたら、噓でもいいから『好きだから』とでも言えば良かったのかもしれない。だけど、だけどそれは、噓になってしまう。

　夏希姉ちゃんに、そんな噓は吐きたくない。

　だから情けなくても、言い訳じみていても、今は『家族』だって『義姉弟』だって伝える事しか出来ない。

「うん！」

「って、夏希姉ちゃん？」

「元気出た！」

「よかった」

「ありがとね、春斗！」

　そう言って立ち上がる夏希姉ちゃんは、いつもの夏希姉ちゃんだ。元気で明るくて、しっかりしてて一生懸命な、俺の自慢の義姉あねだ。

「遅くなっちゃったけど、夕飯の準備を始めよっか！」

「手伝うよ」

「ありがとう。でもその前に。制服は着替えてきてね！」

「わかった」

　そう言って立ち上がる俺に背を向けて、夏希姉ちゃんは言葉を投げかける。

「ありがとね、春斗。ちゃんと春斗の言葉を聞かせてくれて」

「あ、うん」

　そうしてパッと振り向いた夏希姉ちゃんは、笑顔でこう言った。

「アニメ作りも、私頑張るから！」

　そしてもう一言、満面の笑みでこう続けたんだ。

「だから、メインヒロインは私にしてね！」
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『飲みすぎちゃった～。駅まで迎えに来て～』

　そんな秋ねえからのメッセージが入ったのは、夜の22時。

　あの後、帰宅した冬華姉さんと一緒に秋ねえの帰りを待っていたけれど、一向にその気配はなく、結局３人で夕食を食べた。

　４人の食卓にひとつ欠けた席。その欠席を気にしつつも、夏希姉ちゃんと作った夕飯を食べ終え、風ふ呂ろに入り、それでも帰ってこない秋ねえを心配していたら、ようやっと連絡があったのだ。

　何してたんだ、一体。

　そんな心配と少しばかりの憤りを胸に立ち上がる。

「あれ。春斗、どこか行くの？」

「秋ねえから連絡。飲み過ぎたから迎えに来てって」

「秋あき奈な姉さんが、飲み過ぎて……？」

　夏希姉ちゃんですら怪け訝げんな顔をする。

「今までそんなことしたことなかったのに」

「心配だし、迎えに行ってくるよ」

「あ、私も！」

「もうこんな時間だし、夏希姉ちゃんは家で待ってて。大丈夫。駅までだからすぐに帰ってくるよ。冬華姉さんにもそう伝えて」

「……うん」

「じゃあ、行ってくる」

　それだけ言い置くと、俺は着の身着のまま家を出る。５月の夜。気づけばすっかり夏の気配が強くなる。じんわりとした夜気にくるまれながら、駅までの道を急ぐ。

　道すがら考えるのは、秋ねえがどうしてこんな『らしくない』ことをしたのかってこと。いっつも家でぐうたらして、ダラダラしてるだけの秋ねえが帰れなくなるほど飲み過ぎるなんて……。

　そうして色々と考えながら駅まで行ってみると。

「わ～い。はる君だ～」

　酔っぱらった秋ねえが駅前広場のベンチに座っていた。

「秋ねえ！」

「はる君～」

「何してたのさ？」

「ん～、お酒飲んで～。……あはは～、はる君だ～」

　思わずため息が漏れる。本当、何してたんだよ。

「心配したんだからね」

「ありがと～」

　っとに、分かってるんだか分かってないんだか。

「ほら、帰るよ」

「おんぶして～？」

　……はい？

「いやいや、自分で歩こうよ」

「無理～。酔っちゃったから～」

「ここまでどうやって帰ってきたのさ」

「ここまで帰ってくるので～、もう疲れちゃいました～。だからおんぶ～」

「っとに、仕方ないな」

　酔うとめんどくさくなるのは冬華姉さんだけじゃないのか。ここで押し問答しててもしょうがないし。

「今日だけだからね」

「はる君は～、優しいな～」

　背中に感じる重み、柔らかさ。なんか、お酒飲んだせいかいつもより体温高くない？

「ん～、はる君の匂い～」

「変な事言うのやめてって！」

　風呂入った後だから匂うわけないだろ!?

「は～る～君～」

「あんまり動かないでってば。おんぶしにくい」

　それに、動かれるとおっぱいが大変なことになるし。あーヤバい。背中にめっちゃやわらかいのが当たってる。

「ね～はる君～。なんか面白い話して～」

「それは無茶ぶりだよ」

　面白い話してって言われて面白い話が出来るほど、俺は自分のトーク力に自信はない。

「なんでもいいんだよ～、はる君の話なら～」

「って、言われてもねぇ」

　今日とか、なんかあったっけ。夕食前に夏希姉ちゃんと話して、放課後は冬華姉さんと話して、授業を受けて、あ、そうだ。

「今日の学食のメニューが美味うまそうだった」

「へ～」

「全然興味なさそう」

　や、俺の話題が味気ないってのもあるのはわかってるよ!?

「違うよ～。懐かしいな～って思っただけ～」

「そう言えば聞いたことなかったけど、秋ねえの高校時代ってどんなだったの？」

「え～。普通だよ～？」

「それは絶対に噓」

　秋ねえが普通の高校生活を送るなんてありえないって。

「本当だって～。普通に学校に通って～、普通に授業を受けてたよ～。まあ～、退屈だったけど～」

「授業が？　それとも学校生活が？」

「両方～。だからなっちゃんが羨うらやましいんだ～。学校にはる君がいるんだもん～」

「それは無いものねだりだよ。それに、秋ねえだってモテたでしょ？」

　これだけ美人で頭が良くてモテないはずがない。おっぱいも大きいし。きっと夏希姉ちゃん並みに人気があったに違いない。

「告白は何度かされたことあるけど～、興味なくて全部断っちゃった～」

「そうなんだ」

　む、なんだ。ちょっとホッとしてる俺がいる。

「そうだ～。はる君だけに～、とっておきの情報を教えてあげる～」

「ん？　何？」

「私～、まだ処女だよ～」

「!?」

　は!?　え、ちょ。何だって!?

「あはは～。はる君動揺し過ぎ～」

「いやそりゃするでしょ！　いきなりそんなこと言われたら!!」

「ちなみに～、誰かと付き合ったこともないよ～」

「さっきの情報が衝撃的過ぎて、驚きが薄くなってるよ!?」

　とは言え、びっくりしてるけど。というか、安心？　秋ねえが誰かと付き合ったこともないって知って、ホッとしてる自分がいるのは事実だ。

「はる君、欲しい～？」

「……何を？」

　嫌な予感しかしない。

「私の処女～」

「秋ねえ、酔い過ぎだから」

　ド下ネタじゃん。ていうか、セクハラじゃないの、これ。

「欲しい～って言われれば～、いつでもあげるのにな～」

「やめなさい。往来でそんなこと言うの」

　誰が聞いてるかわかったもんじゃない。

「む～、はる君ノリ悪いぞ～。私のおっぱいはそんなに物足りないか～」

「だから暴れないでって！　危ない、落ちるから!!」

「あはは～」

「笑い事じゃないからね!?」

　これで転んだりしたら、それこそ笑い話じゃすまないぞ。

「ねえ～、はる君～」

「何？」

「私と一緒に高校に通えてたら～、嬉うれしかった～？」

「そうだね。秋ねえがいたら楽しかったかもね」

「私と付き合ったりした～？」

「いや、それは……」

「それは～？」

「……家族じゃん、俺ら。義姉弟きようだいだし」

　我ながら情けない回答だ。言い訳じみてるって思う。

「……じゃあ～、もしもだよ～。私たちが義姉弟じゃなくて～、一緒に高校に通ってたら～、どうだった～？」

「それは、その。多分、気にはなったと思う。秋ねえ美人だし。でも、高たか嶺ねの花過ぎて近づけなかったと思う」

　仮に何かで秋ねえと絡んだとしても、きっと気後れしたと思う。『あの秋奈先輩』とか言って、有名人に会うのと近いような距離感にいたんじゃないだろうか。

「そういう関係性と～、今の関係性だったら～、どっちがいい～？」

「今」

　これは断言できる。

「だって、秋ねえと一緒にいると楽しいし」

「どんなとこが～？」

「家ではぐうたらなくせに実はすごいとことか、本当は何でもできるくせにめんどくさがってやらないとことか」

「それ悪口～？」

「違うって。秋ねえは面白くて、一緒にいると楽しい人って意味。今の関係性があって、よかったなって思ってる」

　実際、こうして家族にでもならなければ秋ねえのことをこんなに知ることはなかっただろう。うちの卒業生にすごい人がいるって聞かされても、『ふーん』って思ってそれで終わっていたに違いない。

「はる君は～、私と一緒にいてくれるの～？」

「もちろん。離れられないよ。だって、……家族で義姉弟だよ」

　最後の一言だけは、言おうか言うまいか悩んだ。

　でも、結局そう口にしたのは、俺があと数歩を踏み込めずにいるからだ。

　冬華姉さん、夏希姉ちゃん、そして秋ねえ。

　３人が３人とも、俺にとっては一緒にいて楽しくて、おかしくて、大切な存在だ。誰が一番とか、誰を一番にとか、そういった気持ちよりも強く、俺と義姉さんたち４人での楽しい時間を過ごしていたいと、思ってしまう。

　それを、強く望んでいる。

　傲ごう慢まんだろうか？　自分勝手だろうか？　わがままだろうか？

　でも、いいじゃないか。俺がそうしたいって思ってるんだから。アニメ制作と一緒だ。自分のしたいことのために頑張って、何が悪い。何もしないより、よっぽどいいじゃないか。

「なるほどね～」

「ん？」

「ううん～。それがはる君の答えなんだな～って思っただけ～」

「そうだよ。俺は義姉ねえさんたちと一緒にいたいんだ。今の楽しい時間を、もっと楽しみたいんだ。それだけ、なんだよ。今は」

「今は～？」

「今は」

「じゃあこの先は～？」

「それは、その時になってみないとわからない」

　未来のことなんて、今の俺に聞かれても困る。俺はただ、今こうしていたいんだ。

「んふふ～」

「何？　変な笑い」

「はる君の気持ちがわかって嬉しいだけ～」

「……わかったの？」

　今の曖あい昧まいな話で？

「わかったよ～。だって～、私ははる君の義姉さんだよ～？　義弟おとうとのことなんて全部わかっちゃうんだから～」

「それは、怖いな……」

「ちなみに～、はる君がえっちな画像をパソコンのどこに保存してるかも知ってるよ～」

「ちょっ!?」

　え、ちょ、待って!?　何？　今なんて言った!?

「おっぱい大きい子が好きなんだよね～？」

「侵害！　それはプライバシーの侵害!!」

　しかも男子高校生にとって一番デリケートなやつ！

「あはは～。冗談だよ～」

「質たち悪いよ、その冗談」

　勘弁してくれ。

「でも～、大きいおっぱいが好きなのは～、確かでしょ～？」

　あの、その質問をしながら体をグリグリ押し付けてくるのはなんでなんです？　そこにどんな意図があるんです？　絶対からかって楽しんでるだけだよね!?

「あれ～、はる君～？」

　鉄だ。鉄の意志を持つのだ。そうしなければ、たちどころに背中に感じる柔らかさに全てを吞のみ込まれてしまう。耐えろ、俺のアイアンメンタル──ッ!!

「ありがとね～、はる君～」

「え、何が？」

「ちゃんと話してくれて～」

「そんなお礼を言われるようなことじゃないって」

　この程度でいいなら、どうってことはない。

「あともう１個だけいい～？」

「セクハラじゃない？」

「違うよ～」

「本当に？」

「なんでそんなに疑うの～？」

「ついさっきの自分の言動を振り返ってみて」

　そりゃ、普通に警戒するでしょうに。

「そういうのじゃないよ～。ただのお願い～」

「それなら、聞くだけは聞こう。ただ、変な事言ったら振り落とすからね」

「乱暴だな～」

　そう言いつつ、秋ねえはこれまでより優しく、俺に抱きついてきた。そして耳元に口を寄せたかと思えば、

「私をメインヒロインにしてね～」

　そう、囁ささやいたんだ。




　　　　▼




　そうして秋ねえを家まで連れ帰り、１人部屋に戻った後に今日のことを振り返りながら、パソコンのモニターを前にこれからのことを考える。

　暗い部屋の中、ぼんやりとした光を発するモニターに映し出されているのは、何度見返したか分からない。あのアニメ。

　俺にとっての神作。

　去年のアニメーション同好会が作り上げた、俺の目標。

　しかし、あれほど熱中した作品を流しつつも、頭の中は全然別のことでいっぱいだ。

　冬華姉さん。

　秋ねえ。

　夏希姉ちゃん。

　今日、３人とそれぞれに話をした内容、そこで感じたこと、思っている事。それらを順繰りに考える。

　表情、仕草、声の響き、そして聞いた言葉。

　それらを整理し、今俺がどうしたいのかを考える。

　そうしてアニメが終わるその瞬間までモニターの前で、じっとしていたけれど、結局進展は何もない。

　だって、もう決めてることはあるから。

　秋ねえを連れ帰って、部屋に戻るために階段を上っているその瞬間から、答えは俺の中にあったから。

　じゃあ、今の30分は何だったのかと聞かれれば、それで本当にいいのかという確認作業に他ならない。

　じっと考え、思い返し、見直す。

　これで本当にいいのかと、繰り返し繰り返し自問自答していたに過ぎない。

「でも、結局ここに落ち着くんだよなー」

　椅子の背もたれに体を預け天井を見上げる。パソコンのモニターの光に照らされた天井は、薄ぼんやりとした青色に染まっている。

「よしっ」

　そんなかけ声と共に立ち上がる。

　やっぱりこれしかないという確信を胸に、部屋を出る。

　たったひとつだけ、確認しなければならないことがあったから。それを知っている人のもとへと向かう。冬華姉さんのもとへ。
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　　　　▼




『作品の方向性が決まったから、放課後は部室に集まって欲しい』

　今朝、出がけにそう伝えると、義姉さんたちは一様に緊張した面持ちで頷うなずいてくれた。その表情の意味がわかっているだけに、うっかりその場で全てを話しそうになってしまった。

　我慢我慢。

　伝えるべきことは、ちゃんと伝えるべき時に伝えなくちゃ。

　あんなバタバタした中で言ったって、しっかりと伝わる保証なんてないんだから。

　いや、しかし今朝は驚いた。義姉さんたちが３人ともベッドに飛び込んでくるんだから。それが昨日、３人と話をした影響なのだと考えれば、悪くないとは思うけれど、あれを毎日はさすがに勘弁して欲しい。

　そして放課後。俺たちは再び部室に集まっていたんだけど、

「やっぱり秋あきねえは制服姿なんだね」

「はる君に似合ってるって褒められたからね～」

「うん、まあ、それはもう言わないでおこうと思うんだけど、なんで冬とう華か姉さんまで制服姿なの？」

　意味わかんないよ？　謎だよ？　何したいの、それで。

「だって秋あき奈なと夏なつ希きだけズルいじゃないですか!?　私も春はる斗と君とお揃いにしたいんです。自分で言うのも何ですが、似合ってませんか？」

　あー、うん。なんて言うかさぁ。

「歳考えようよ～、とーかちゃん～」

「はうっ!?」

「私も秋奈姉さんに同感」

「あうっ!?」

　さすが姉妹。容赦がない。

「は、春斗君は!?　どうですか？　どう思いますか!?」

　うーん、似合ってるよ。そこはほら、冬華姉さんも美人だし。ある程度はね、ちゃんと着られてはいると思うよ？　だけどさ、ごめん。

「コスプレにしか見えないや」

「うわぁあん。何でですかぁ。秋奈は現役でも行けるって言ってたのに、なんで私はダメなんですかぁ!?」

「年齢、かな」

「はぅわッ!!」

　あ、机に突っ伏した。そんなにショックだったのか。

「うぅぅ。せっかく恥ずかしいのを我慢して着てきたのに、これはあんまりです」

「ていうか、それどっから手に入れたの？」

「あ、はい。夏希の予備の制服を──、あいたぁッ!?」

　おお、夏希姉ちゃんが間髪を容いれずに冬華姉さんの頭をはたいたよ。

「なんでぶつんですかぁッ!?」

「なんでぶたれないと思ったの？」

　うわ、すげぇ迫力。

「な、夏希？　そんなに怒らなくても……」

「返して。すぐに」

「ここでは脱げませんよ……？」

「どこかで着替えてきたんでしょ。早く。着替えてきて」

「あぅう。わかりましたよー」

　夏希姉ちゃんの迫力にすごすごと引き下がる冬華姉さん。あーあ、せっかく集まったのに見事に出鼻をくじかれたよ。まあ、こういう緩さがらしいっちゃらしいんだけどさ。

「ちなみに、秋奈姉さんが着てるのは」

「私のは自前～。はる君に見せるためにちゃんと採寸して作り直したんだよ～」

「すごい無駄だよね、それ」

「そんなことないよ～。おかげではる君に褒めて貰もらえたし～」

「そっすか」

　まあ、本人が満足そうにしてるならいいや。

　そしてそれから15分が経って、ようやっと冬華姉さんが戻ってきた。今度はちゃんと見慣れた服装に着替えて。

「さてと。それじゃあ、気を取り直して始めようか」

　そう言って、俺は黒板に『第２回　アニメーション同好会　会議』と書く。

　そうか、まだ２回目か。って、そりゃそうだよな。１回目の会議があんな地獄みたいな様相を呈して終わったんだから。それにまあ、あれだって一昨日おとといの出来事なんだから。

　そう思うと、ここ２日の密度が大分濃い。一昨日は義姉ねえさんたちに泣かれて、昨日は１人１人と会話をした。でも、そのおかげで俺たちの作る作品が目指すべき方向性を見いだせた。

「早速なんだけど、これを見て欲しい」

　そう言って俺が座る義姉さんたちの前に置いたのは、Ａ４用紙何枚かをまとめたもの。一番上段に『企画書（仮）』と書いてあるそれは、俺が昨夜、深夜までかけて作り上げたものだ。

　秋ねえを連れて帰り、アニメ１本分の時間考えをまとめて、そして必要なことを冬華姉さんから聞き終えたのが、ちょうど日付が変わる前。

　それから３時間ほど、俺はキーボードを叩たたき続けた。おかげで今日の授業は眠くてしょうがなかったよ。

「……」

「……」

「……」

「……」

　４人分の無言が重なる中、ペラリ、ペラリと、紙をめくる音が響く。

　同時にドクドクと鼓動が脈打つのもわかる。そっか、俺ってこんなに緊張してるのか。まあ、そりゃそうか。これを否定されたら、俺はもうどうしようもない。何だったら、義姉さんたちとのアニメーション同好会での活動すら諦あきらめなければならない。

　……あ。

　そっか。そうじゃん。この企画を真っ向から否定されたら、義姉さんたちとの関係だってどうなるかわからない。

　そうだよ。だってこれは、ただの企画書じゃない。今の俺の、義姉さんたちへの気持ちを乗せたものでもあるじゃん。

　ある意味、ラブレターか。

　てことは、今からやろうとしてるのは告白？　はは、何それこえー。

「──読んでくれた？」

　１人、１人と読み終わった人たちが顔を上げる。最後まで企画書に目を落としていた秋ねえが顔を上げたところで、俺は改めて義姉さんたちの顔を見る。

「──」

　細く、息を吐き出す。

　緊張し過ぎるな。大丈夫だ。ちゃんと、伝えたいことを伝えるんだ。

「今回のアニメ制作だけど、１人だけのメインヒロインは作らないことにした」

　企画書を読んでくれた義姉さんたちなら、もうすでに俺がやりたいと思っていることはわかっているはずだ。それでも、これはちゃんと俺の口から伝えなければいけない。

「最初はさ、義姉さんたちをモデルにしたキャラクターの中の１人をメインヒロインにするつもりだったんだ。義姉さんたちも自分をモデルにしたキャラクターをメインヒロインにって言ってくれてたし」

　そう。ゴールデンウイークの旅行からこっち、義姉さんたちは一貫してそれだけを言っていた。俺が失恋をテーマにした作品になるかもしれない、とそう言った後でさえ。

　まあ、失恋ものについては作らないって約束をしたから、それを信じてくれたんだろうけど、それでも俺の気が変わらないとは限らない。

　だって、自分の進路を決定づけた作品が失恋ものだったんだから。

　きっと、義姉さんたちも考えたことはあったんだと思う。悩んで葛かつ藤とうしたことがあったんじゃないかと思う。でなきゃ、昨日みたいな態度にはならないし、部室で泣き出すようなことにもならなかったはずだ。

「義姉さんたちと会話をして、色々と考えるうちにさ、思ったんだ。１人だけのメインヒロインなんていらないんじゃないかって」

　だって、そうしたら義姉さんたちの内の誰かを選ばなきゃいけなくなる。メインとサブとして、区別しなくちゃいけなくなる。

「嫌だったんだ、俺が。そうやって義姉さんたちの中から誰か１人を選ぶのが。嫌だって、そう思ったんだ」

　これから告げるのは、わがままで、身勝手で、傲ごう慢まんな考えだ。

　１人を選ばない。みんな一緒にいて欲しい。そんな、とんでもなく贅ぜい沢たくな考えだ。




「だからさ、ハーレムものを作ることにしようと思うんだ」




　俺自身、それってぶっちゃけどうなの？　と思ったよ。だってハーレムものって言えば、徹底的にご都合主義なシチュエーションじゃないか。

　それを俺が主人公のモデルをやって、義姉さんたちにヒロインのモデルになってもらう作品でやる。

　いや、ごめん。自分で言っておいてなんだけど、これはないわ。意味わかんないって言うか、お前何様？　って思われる話でしかない。

「ハーレムもの、ですか」

「ふ～ん」

「そっか」

　義姉さんたちの反応も芳しくない。ていうか、他に反応のしようがないんじゃないか、これは。『俺のハーレムに入ってくれ！』って言われてるのと同じだぞ。

　俺が同じ立場だったら、『コイツ頭大丈夫か？』って思って終わりだと思う。

「春斗君。先を続けてください」

「まずは最後までちゃんと聞かせて～」

「だって、まだあるよね。それだけじゃないもんね、この企画」

　ちょっと自分のやってることに自分で引きかけてたけど、義姉さんたちの言葉で何とか持ち直す。うん、義姉さんたちの言う通り。俺が考えた企画は、ハーレムものではあるけれど、それだけじゃない。ちゃんと別の側面も有している。

「昨夜ゆうべさ、冬華姉さんに聞いたんだ。あのアニメについて」

　突然の話題転換に、秋ねえと夏希姉ちゃんが顔を上げる。唯一事情を知っている冬華姉さんは２人より遅れて、見守るような眼まな差ざしをこっちに向けてきた。

「俺、義姉さんたちからディスクを貰ってから、あのアニメを何度も何度も見返したんだ。見る度に違う発見があって、もっと深くこの作品を知りたいって、目を皿のようにして見てたらさ、ある時気づいたんだ」

　１回目。文化祭で見た時は気づかなかった。

　２回目。家のリビングで見た時も気づかなかった。

　３回、４回、５回……。そうして回数を重ねるうちに気が付いた。

「あの作品の舞台は、この高校だって」

　教室に廊下、階段に昇降口。そして極めつけは最後のシーンだ。涙に滲にじんだ視界。そこから見た２人の男女が並ぶその場所は、この同好会の部室が並ぶ廊下の先だ。

「その時から実はずっと思ってたんだ。この作品はドキュメントなんじゃないかって」

　これが映画だったらもっとわかりやすかったかもしれない。そうすれば普段俺が見ている学校の風景がそのまま画面の中に映っていただろうから。

　けど、あれはアニメだったから。

　描かれたものだったから、似てはいても違うものだと思っていた。それに、ところどころ簡略化されてたりもしたし。だから、よく見ないと気づかなかったんだ。

「でも、そう考えると納得出来るんだよね。あのアニメにエンディングテロップがないのが」

　普通のアニメならば、１話を見終えれば必ずエンディングテロップが流れる。監督や作画監督、キャラデザなんかを担当したスタッフの名前が画面の中を流れていく。

　けれど、あのアニメにはそれがなかった。

「恥ずかしかったんじゃないかなって。俺はそう思ったんだ。だって、自分の失恋を描いた作品なんだからさ。そこに、自分の名前を載せるなんて、俺なら絶対にやりたくないし」

　どうしてそんなものを作品にしようと思ったのかは知らない。本人に直接聞いたわけでもないから、正確なところはわからない。

　それでも、俺なら絶対にエンディングで自分の名前を出すなんてことは、したくない。

「まあ、あの作品がドキュメントだってわかったのは、昨夜冬華姉さんに聞いたからなんだけどね」

「ええ、そうですね」

　頷うなずく冬華姉さん。

　そう、俺は昨夜、それを確かめに冬華姉さんの部屋を訪ねたんだ。すぐに教えてくれるもんだと思っていたら、中々に渋られて、どうにか聞き出すことが出来た。

　その時、冬華姉さんは言っていた。

『例えば春斗君が彼女と同じ立場だとしたら、そんな風に自分のことを掘り返されるのを嬉うれしく思いますか？　私たちが彼女からあのディスクを渡されるときに言われたんです。恥ずかしいから、秘密にしてくださいねって』

　だからこそ、冬華姉さんは俺にディスクを渡す時、制作者について何も言わなかったんだと思う。ただ、自分たちがアニメーション同好会の関係者だったと、それだけを伝えたんだ。

「でも、冬華姉さんからその話を聞けたから、この企画書を作ることが出来たんだ」

　そこで俺はひとつ、息を吸う。

　今から言うのは、ものすごく恥ずかしいことだ。

　アニメーション同好会に入ってアニメを作りたいからこの高校に入学した、と義姉さんたちに伝えた時の比ではない。

　だって、あれは過去の話だから。もう過ぎ去ったことだから。

　でも、今から言うのは未来の話だ。それも、俺だけじゃなくて義姉さんたち３人を巻き込んだことだ。

「俺たちの事をさ、そのままアニメにしようと思う」

「……」

「……」

「……」

「俺たちのこの関係を、そのままアニメにしようと思うんだ」

　２度言った。

　大事なことだから、でもあるけど、それだけじゃない。

　覚悟を、決めたかったから。

「あのアニメがドキュメントだってわかって、そして思ったんだ。『こんなにも感動したのは、これが制作者の感情を伝えたものだから』だって。だってさ、感情って作り物より、リアルなものの方が、ずっと強く伝わるでしょ？」

　そう、気づけば簡単なことだ。あのアニメで俺はずっと、キャラクターに共感してるんだと思っていた。でも、違う。俺が感じ取っていたのは、あのアニメを作った人が抱いていた気持ちそのものなんだと。

「そこに気づいたらさ、俺が作りたい作品も、自然と見えてきたんだ。俺はさ、義姉ねえさんたちと一緒にいる楽しさを作品にしたい。義姉さんたちと一緒に過ごす生活で感じた嬉しさを、義姉さんたちと家族としての日々を、アニメにしたいんだ」

　言った。言ってしまった。それっぽいことは言った事あるけど、ここまで面と向かって義姉さんたちとの関係に言及したことなんかないぞ!?

　なんだこれ、めっちゃこっぱずかしいんだけど!?

「俺はさ、物心がついたころにはおふくろが死んでて、親父も仕事が忙しいから、家ではずっと１人でさ。義姉さんたちが来るまであの家があんなに賑にぎやかで温かい場所だなんて知らなかったんだ。家族旅行も楽しかったし、普段の生活だって前よりずっと楽しくなった。それがさ、めちゃくちゃ嬉しくて、だから、俺は義姉さんたちとの家族であるこの日常を作品にしたいなって、思ったんだ」

　そう。それが俺の気持ちだ。

　義姉さんたちと出会えてよかった。一緒にいられることが嬉しい。共に過ごす日々が楽しくてしょうがない。

　ドタバタするさ。なんでこんなことするんだって思うこともあるさ。それでも、俺は義姉さんたちがいてくれるこの日常が好きなんだ。

「それにさ、この形なら誰か１人をメインヒロインにしなくても、義姉さんたち３人ともがメインヒロインになれるでしょ？」

　だって、３人全員が俺にとって重要な存在なのだから。誰がメインヒロイン、ではなく、全員がメインヒロイン。

　これが、今の俺に出せる答えだ。

　いやもうさ、この案を断られたら、他にどうしようもないんだけど。

　なんて言うの？　背水の陣？　すげー切羽詰まってる。

　ああ、もう。義姉さんたちも頼むから何か言ってくれ。そんな風に黙ったままでいられると不安でしょうがなくなる。

「そっか～」

「秋ねえ？」

　な、何？　なんか気に食わないとこでもあった？

「はる君は今の私たちをハーレムだと思ってるんだ～」

「はぅわッ!?」

　一番痛いところを──ッ!!

「だってそうでしょ～？　私たち３人をヒロインにして～、私たちとの日常を作品にして～、しかもそれをハーレムものにする～って言ってるんだから～。そんなのもう～、『俺は義姉さんたちでハーレムを作ってるんだ～』って言ってるようなものでしょ～？」

　ああ、そんな詳つまびらかにしないで!?　そう言われないように、必死に色々取り繕ってたんだから!!

「確かにそうですね。春斗君は私たちとの関係をそういう風に捉とらえていたんですね」

「違うからね!?　アニメとして作品に落とし込もうって考えた時に、たまたまそうなっただけだからね!?」

「だけど、さっき春斗が言ってたよ。『義姉さんたちと一緒にいる楽しさを作品にしたい』って。それって、みんなに俺のハーレムを自慢したいってことじゃないの？」

「違うから!!　そうじゃないから!!　俺が伝えたいのは、義姉さんたちと家族になれて嬉しいっていう、そういうことだから!!」

　必死にまくし立てる俺を、義姉さんたちの疑わし気な眼差しが出迎える。

「な、何？」

　言いたいことがあるなら、はっきり言って欲しいんだけど……？

「本当にハーレムだと思ってないんですか？」

「絶対に～？」

「今の関係はハーレムじゃないって、言い切れるの？」

「や、それは……」

　あれ、待って。なんか違くない？　作品についてのダメ出しじゃなくて、現実の俺自身についてのダメ出しになってない？

「どうなんですか、春斗君」

「教えて～、はる君～」

「誤ご魔ま化かさないでね、春斗」

　あ、ダメだこれ。逃げるとか絶対に出来ない。義姉さんたちの目がガチだ。

「……ちょっとは、思ってました」

「聞こえません」

「もっと大きな声で～」

「もう１回！」

　く、くそ。わかったよ、言ってやるよ──ッ!!

「思ってたよ！　初めて義姉さんたちがうちに来た時から、『あれ、これってハーレムじゃね？』って。そりゃ思うだろ？　義姉さんたちみたいな美人三姉妹といきなり同居生活するってなって、俺みたいなオタクがそういう風に思わない理由なんか、むしろどこにもないじゃないかッ！　その後にしたってそうだよ！　なんかもう絵に描いたようなハーレムラブコメみたいな感じでさ!!　どうしたって思うだろ!?　『あれ、これってハーレムじゃね？』って──ッ!!」

　ザ・魂の叫び。

　今までずっと心の中で思ってはいても口にはしなかったことをシャウトする。

　あははー、なにこれー、めっちゃすっきりしたー。

「そうですか。それが今の春斗君の捉え方ですか」

「そっか～」

「そこまで言われちゃうと、しょうがないかな」

　あ、あれ？　義姉さんたちの反応がそこまで芳しくない!?　え、なんで!?　俺がここまで魂の叫びを上げたのに!?

「わかりました。現状を認識できただけでも良しとしましょう。２人は？」

「要努力だね～」

「そうだね。頑張らないと！」

「え、えっと。アニメの話、でいいんだよね……？」

　なんか３人とも、別の話をしてない……？

「そうですね。ええ、そういうことにしておきましょう」

「いつから活動開始するの～？」

「これ、まだストーリーは出来上がってないよね」

「あ、うん。それはこれから。とりあえず企画の方向性だけ共有しとこうと思って」

　あ、いいんだ。アニメ制作はこれでいいんだ。てっきりメインヒロインになれなかったことをめちゃくちゃ文句言われるかと思ったのに。

「そう言えば、タイトルは決めてあるんですか？」

「アニメの？」

「はい」

「あるよ」

　あるんだけど、あの会話をした後だとめっちゃ言い出しにくいんだよね。

「教えて～」

「私も聞きたいな！」

　でもまあ、この際いいか。さっき魂の叫びを上げたばかりだ。今更何を躊ちゆう躇ちよすることがあるんだ。




「『義姉あねたちが全員重度のブラコンだった』。これがタイトル」




　我ながら作品の本質を衝ついたいいタイトルだと自負してる、んだけど……。

「なんで３人とも肩を落としてるの？」

　え、何？　俺のタイトルセンスって一挙に脱力するほどダメだった？

「どうしてですか。そこまでわかってるのに、どうしてですか……ッ」

　冬華姉さん……？

「あとちょっとなんだけどな～」

　秋ねえ……？

「本当、惜しいよね」

　夏希姉ちゃん……？

「３人とも、何だって言うのさ……？」

　俺、そんなに変な事言った？

「いえ、何でもありません。さて、それじゃあ話もまとまったことですし、帰りましょうか」

「ふぁあ～。帰ったら寝よ～」

「その前に夕飯だよ。あ、そうだ。帰りに買い物していっていい？」

「ちょ、ちょっと待ってよ。義姉さんたち。ねえってば！」

　話は終わったとばかりに部室を後にする義姉さんたち。俺も慌ててその後を追う。

　え、何この感じ？　なんか思ってたのと違う。もっとこう、『よっしゃ！　これから頑張るぞ!!』的な感じになると思ってたのに!!　あ、でもそれだと打ち切りっぽいか。

　そんな風に義姉ねえさんたちの振る舞いに慌ててたせいか、廊下に出た時に聞こえた微かすかな呟つぶやきを聞き逃してしまった。




「こんなの～、認めたくないな～」




　この時のことを、俺は後々後悔することになる。

　もっとちゃんと義姉さんたちの話を聞けばよかったと。

　もっとちゃんと義姉さんたちと話をすればよかったと。

　そうすれば、あんなことにはならなかったのに。

　それでもこの時の俺は、義姉さんたちがアニメ制作にひとまず同意してくれたんだと、安心してしまったため、そんなことに気を回す事すら出来なかったんだ。

　これから始まる楽しい活動に思いを馳はせるのに、頭の中はいっぱいだったから。







[image: エピローグ１]




　そうして帰宅した後、夏なつ希き姉ちゃんと作った夕食を食べ風ふ呂ろに入り、リビングでテレビを見ながら作品のストーリーについてぼんやりと考えていると、横から声がかけられた。

「ねえねえ、春はる斗と」

「何？　夏希姉ちゃん」

「春斗的には、今のこの状況もハーレムなの？」

「え」

　この状況？

　言われ、周りを見れば、右側には夏希姉ちゃんが、左側には冬とう華か姉さんが、それぞれ寄りかかってきており、そして足元、床に座りながら俺の足にしなだれるようにして秋あきねえが座っている。

「ああ!!」

　言われて気づいた。確かにこれはハーレム状態だ！　最近じゃこのスタイルでテレビを見るのが普通になっていたから、全く気がつかなかった。

「慣れって怖いね。言って貰もらわなきゃ、わからなかったよ」

　今後はもっと家での振る舞いを意識しなくては。どこにハーレムもののネタが転がっているかわかったものじゃない。

「なるほど。つまりこの程度では、春斗君にとってはもはやハーレムでも何でもないと」

「もっとすごいのがいいなんて～、はる君も欲しがりだね～」

「もう。しょうがないなあ、春斗は」

「え」

　待って。義姉さんたち何をするつもり……？　あ、ちょっと待って、本当に待って！　腕も足も捕まえられてて身動きが取れない!?

「春斗君がいけないんですよ？」

　そう言いつつ服を脱ぎ始めてるのはどうしてなの？

「はる君～。ちょっとおとなしくしててね～」

　そんなこと言いながら、どうして俺の服を脱がそうとしてるの!?

「大丈夫だよ、春斗。私たちに任せて」

　全然任せられる雰囲気じゃありませんけど!?

「春斗君」

「はる君～」

「春斗」

　ヤバい。義姉さんたちの目がガチだ。このままじゃ、なんか色々とヤバい!!

「あ」

「あ～」

「あ！」

「じゃ、じゃあ！　俺は部屋でアニメのストーリーを考えてるから!!」

　義姉さんたちの拘束を振りほどき、ダッシュ！　リビングから飛び出し、階段を駆け上がる。１段飛ばしで３階まで駆け上れば、間髪を容いれずに部屋へと飛び込み、ドアを施錠！

　よし、これで安全を確保した！　と思いきや。

　ガチャガチャガチャガチャ──ッ!!

「ひいぃッ!?」

　ドンドンドンドンドンドン──ッ!!

「うわぁッ!?」

　なんか、なんか物もの凄すごい勢いでドアを突破しようとしてる!?

「春斗君。開けてください」

「はる君～。お部屋に入れて～」

「春斗。どうしたの？　ハーレムだよ？　アニメのネタになるよ？」

　ガチャガチャドンドンガチャドンガチャ──ッ!!

　ち、違う。これは違う。この恐怖は絶対に違う!!

「こんなのハーレムものじゃない!!」

　キィー……。

「ッ!?」

「開きましたよー。春斗君」

「一緒にお話ししよ～。はる君～」

「ほらほら、そんなところに隠れてもダメだよ。春斗」

　こんなホラーなハーレムあってたまるかッ!!　もっとラブコメっぽくしてくれッ!!
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　そうして恐怖の一夜から一晩明けて目を覚ませば、そこには青い空に青い海が広がり、照りつける太陽に潮の匂いが爽さわやかな気持ちにさせてくれるって違う!!

「どこここ!?」

「覚えてない～？　ゴールデンウイークに旅行で来たでしょ～？」

　はい？　秋あきねえ。今なんて言いました？

「気持ちいいね～」

「いやいや待って！　何？　なんでこんなとこに俺はいるの!?」

「週末だからね～」

　それは意味がわからない!!

「え、だって俺。家にいたよね。そうだよ、間違いない。義姉さんたちとひと悶もん着ちやくあってヘトヘトになったから寝たんだ」

　あれ、そっから先の記憶がない。気づいたらここにいた。そして隣には秋ねえが、

「私がはる君を攫さらったんだよ～」

「は？」

「家にはとーかちゃんもなっちゃんもいるし～、放課後だって最近はみんな一緒だし～、全然はる君と２人きりになれないんだもん～」

　いや、『だもん～』じゃなくて……。

「気に入らないんだよね～、今の環境～。はる君も言ってたけど～、緩いハーレムみたいになってるし～。とーかちゃんとなっちゃんはそれでいいかもしれないけど～、私は嫌なの～」

「だから攫ったの？」

「そうだよ～」

　それでこんなとこに連れてきてって、簡単に言うけどさ──。

「実を言うと私～、はる君の作りたいっていうアニメにも反対なんだ～」

　え、待って。あの時、納得したんじゃないの……？

「やっぱり私は～、メインヒロインになりたいんだ～。ハーレムなんて絶対に嫌～」

　この時の秋ねえは、これまで見てきたどんな瞬間よりも、蠱こ惑わく的な顔をしていた。

「だからね～、強引にメインヒロインになっちゃおうと思うんだ～」







　あとがき




　はじめまして。もしくはお久しぶり。藤宮カズキです。

　本作は「小説家になろう」様で連載していた『義姉あねたちが全員重度のブラコンだった。』を書籍用に加筆・修正したものになります。というか、ほとんど修正したものになります。

　なろう連載から書籍へのリライトは初めての経験でしたが、ゼロベースから原稿を書いていくのとはまた違った大変さがあって、とても楽しかったです。

　色々と発見や気づくこともあって、自分はまだまだ作家として成長出来るなー、と思えたのが一番の収穫ですね。これから先も書き続けていきたい。がんばろう。

　そのためにはあれですね。ちゃんと健康にも気を遣わないといけないですよね。




　というわけで、私は今、猛烈に温泉に行きたいです。

　寒いですし。

　忙しいですし。

　バタバタしてますし。

　だから温泉です。

　もうね、ただただ何も考えずにお湯に浸かりたい。

　それでボケーッと海でも眺めてられれば、最高に幸せだと思うんですね。

　なんて書いてたら本格的に温泉に行きたくなってきました。行こうかなぁ。温泉に浸かってればきっと原稿のネタも思いつくはずですしね。そう、これは作家活動の一環なのだ！




　とかなんとか、あとがきとしては当たり障りのない内容ですね。というか、正直あとがきって難しい。何を書けばいいんだろう。

　この作品を書こうと思った経緯とかでしょうか？

　でも、それ、一言で終わっちゃうんですよね。

　だって趣味ですし。

　昔から姉萌もえな人間だったんですよね。遡さかのぼれば、幼稚園の頃ぐらいから姉萌えだった気がします。いや、マジで。冗談でも何でもなく。それぐらい『姉』という概念が好きなのです。

　なんでそんなに『姉』が好きなの？　とか聞かないでくださいね。オタクの性癖に理由なんてないんですから。

　とにかく、そんな『姉』好きなオタクが自分の趣味同然で書き始めた文章が、こうして書籍にまでなって出版されるってのは、なんとも感慨深いものがあります。




　ということで謝辞を。

　担当編集の小野さん。

　今回もお世話になりました。毎度のことながら、この方に編集を担当していただいてよかったなーって思います。めちゃくちゃな仕事量をこなしているのは何となくわかるので、どうかご自愛ください。

　イラスト担当のれいなま先生。

　素敵なイラストをありがとうございます。まさか自分の趣味全開で書いたヒロインたちがこんなにも可愛くなるとは思ってませんでした。感謝してもしきれないです。本当にありがとうございます。

　その他、この本を出版するにあたりお世話になった皆々様。本当にありがとうございます。

　ただのオタクに過ぎない自分の妄想がここまできちんとした形になったのも、皆様のお力添えがあってのことです。本来ならば個別にお礼を言わせていただくべきところですが、お恥ずかしい話、どれだけの方々がこの作品に関わっているのか把握できていないので、こちらでお礼に代えさせていただきます。

　最後に、この書籍を手に取ってくださった皆様。または、「小説家になろう」様での連載を読んでくださった皆様。

　ありがとうございます。

　陳腐な言葉になってしまいますが、読者の皆様には本当に感謝してもしきれません。私が作家としてやっていけているのも、皆様の支えがあってこそです。

　本当にありがとうございます。

　これからも作家をがんばっていこうと思いますので、引き続きどうぞよろしくお願い致します。
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